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・体制の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，島根

原子力発電所１サイト

で１つの原子力防災組

織体制を構築 

東海第二は，異なる

サイトの東海発電所と

一体の原子力防災組織

体制を構築（以下，②

の相違） 

・体制の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，有効

性評価において参集要

員に期待していない 

 

 

 

 

 

・体制の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

島根２号炉は，中国

電力と中国電力ネット

ワークが一体となった

体制により，協力して

円滑かつ迅速な原子力

災害対策活動を実施す

るための本社原子力防

災組織を構築 
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1．重大事故等対策に係る体制の概要 

発電所において，重大事故等を起因とする原子力災害が発生

するおそれがある場合，又は発生した場合に，事故原因の除

去，原子力災害の拡大の防止，その他必要な活動を円滑に行う

ため，原子力防災管理者（発電所長）は，事象に応じて原子力

警戒態勢，第 1 次，第 2 次緊急時態勢を発令し，発電所長を

本部長とする原子力警戒本部又は緊急時対策本部（以下「発電

所対策本部」という。）を設置する。（第 1 表） 

また，発電所における原子力警戒態勢又は緊急時態勢の発令

を受けた本社は，本社原子力警戒態勢又は本社緊急時態勢を発

令し，本社に原子力警戒本部又は緊急時対策本部（以下「本社

対策本部」という。）を設置する。 

 

 

 

発電用原子炉施設に異常が発生し，その状況が原子力災害対

策特別措置法（以下「原災法」という。）第 10 条第１項に基

づく特定事象である場合の通報，態勢の発令，対策本部の設置

等については，原災法第 7 条に基づき作成している柏崎刈羽

原子力発電所原子力事業者防災業務計画（以下「防災業務計

画」という。）に定めている。 

 

防災業務計画には，発電所対策本部の設置，原子力防災要員

を含む緊急時対策要員を置くこと，並びにこれを支援するため

本社対策本部を設置することを規定している。これらの組織に

より全社（全社とは，東京電力ホールディングス株式会社及び

各事業子会社（東京電力フュエル＆パワー株式会社，東京電力

パワーグリッド株式会社，東京電力エナジーパートナー株式会

社）のことをいい以下同様とする。）として原子力災害事前対

策，緊急事態応急対策及び原子力災害中長期対策を実施できる

ようにしておくことで，原災法第 3 条で求められる原子力事

業者の責務を果たしている。 

 

 

 

 

 

 

1. 重大事故等対策に係る体制の概要 

東海第二発電所において，重大事故等を起因とする原子力災

害が発生するおそれがある場合，又は発生した場合に，事故原

因の除去，原子力災害の拡大の防止，その他必要な活動を円滑

に行うため，原子力防災管理者（所長）は，事象に応じて警戒

事態又は原子力災害対策特別措置法（以下「原災法」とい

う。）第 10条第 1項に基づく特定事象等の重大事故等発生の

場合には非常事態を宣言し，所長を災害対策本部長とする（以

下「本部長」という。）東海第二発電所警戒本部又は東海第二

発電所災害対策本部（以下「災害対策本部」という。）を設置

する。（第 1.0.10－1図） 

また，東海第二発電所での警戒事態又は非常事態の宣言を受

けた本店（東京）は，本店警戒事態又は本店非常事態を発令

し，本店警戒本部又は本店総合災害対策本部（以下「本店対策

本部」という。）を設置する。 

原子炉施設に異常が発生し，その状況が原災法第 10条第１

項に基づく特定事象である場合の通報，非常事態の宣言，災害

対策本部の設置等については，原災法第 7条に基づき作成して

いる東海第二発電所原子力事業者防災業務計画（以下「防災業

務計画」という。）及び関連する社内規程に定めている。 

 

 

防災業務計画には，災害対策本部の設置，原子力防災要員を

置くこと，及びこれを支援するため本店対策本部を設置するこ

とを規定している。これらの組織により全社として原子力災害

事前対策，緊急事態応急対策，及び原子力災害中長期対策を実

施できるようにしておくことで，原災法第 3条で求められる原

子力事業者の責務を果たしている。 

 

 

 

原子炉施設の異常時には，災害対策本部の対応が事象収束に

対して有効に機能するように，保安規定及び社内規程におい

て，防災訓練等を通じて平時から機能の確認を行う。 

本資料では，重大事故等発生時，即ち，原災法第 10条第 1項

に基づく特定事象が発生して，東海第二発電所に災害対策本部

を設置し，本店（東京）に本店対策本部を設置した場合におけ

る体制について示す。 

1. 重大事故等対策に係る体制の概要 

発電所において，重大事故等を起因とする原子力災害が発生

するおそれがある場合，又は発生した場合に，事故原因の除

去，原子力災害の拡大の防止，その他必要な活動を円滑に行う

ため，所長（原子力防災管理者）は，事象に応じて緊急時警戒

体制，緊急時非常体制又は緊急時特別非常体制（以下総称して

「緊急時体制」という。）を発令し，発電所長を緊急時対策本

部長（以下「本部長」という。）とする緊急時対策本部を設置

する。（第１表） 

 

 

また，発電所における緊急時体制の発令を受けた本社は，本

社における緊急時体制を発令し，本社に緊急時対策総本部を設

置する。 

 

発電用原子炉施設に異常が発生し，その状況が原子力災害対

策特別措置法（以下「原災法」という。）第十条第一項に該当

する事象又は第十五条第一項に該当する事象（以下「原災法該

当事象」という。）である場合の通報，体制の発令，対策本部

の設置等については，原災法第七条に基づき作成している島根

原子力発電所原子力事業者防災業務計画（以下「防災業務計

画」という。）に定めている。 

防災業務計画には，緊急時対策本部の設置，原子力防災要員

を含む緊急時対策要員を置くこと，並びにこれを支援するため

緊急時対策総本部を設置することを規定している。これらの組

織により全社（全社とは，中国電力株式会社及び中国電力ネッ

トワーク株式会社のことをいい，以下同様とする。）として原

子力災害事前対策，緊急事態応急対策，及び原子力災害中長期

対策を実施できるようにしておくことで，原災法第三条で求め

られる原子力事業者の責務を果たしている。 

 

発電用原子炉施設の異常時には，緊急時対策本部の対応が事

象収束に対して有効に機能するように，保安規定及び社内規程

において，防災訓練等を通じて平時から機能の確認を行う。 
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以下に具体的な重大事故等時の体制について示す。 

 

(1) 体制の特徴 

当社は，福島第一原子力発電所事故から得られた課題から原

子力防災組織に適用すべき必要要件を定め，米国における非常

事態対応のために標準化された IncidentCommand System(ICS)

を参考に，重大事故等の中期的な対応が必要となる場合及び発

電所の複数の原子炉施設で同時に重大事故等が発生した場合に

対応できるよう，原子力防災組織を構築している。（別紙１） 

 

発電所における原子力防災組織は，その基本的な機能とし

て，①意思決定・指揮，②情報収集・計画立案，③現場対応，

④対外対応，⑤ロジスティック・リソース管理を有しており，

①の責任者として本部長が当たり，②～⑤の機能ごとに責任者

として「統括」を置いている。さらに，「統括」の下に機能班

を配置し，それぞれの機能班に「班長」を置いている。 

 

原子力防災組織の活動に当たり，各機能の責任者は情報収集

を進め，それらの結果を踏まえ当面の活動目標を設定する（目

標設定会議の開催）。 

あらかじめ定める要領等に記載された手順の範囲内におい

て，本部長の権限は各統括又は各班長に委譲されており，各統

括及び各班長は上位職の指示を待つことなく，自律的に活動す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 体制の特徴 

原子力防災組織は，本部長，災害対策本部長代理（以下

「本部長代理」という。），本部員及び発電用原子炉主任技術

者で構成される「本部」と，8つの作業班で構成され，各班の

役割分担，対策の実施責任を有する班長を定め，指揮命令系統

を明確にし，効果的な重大事故等対策を実施し得る体制を整備

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害対策本部において，指揮命令は基本的に本部長を最上位

に置き，階層構造の上位から下位に向かってなされる。一方，

下位から上位へは，実施事項等が報告される。また，プラント

状況や各班の対応状況についても各本部員より適宜報告される

ため，常に綿密な情報の共有がなされる。 

東海第二発電所専従の本部長代理（1名）は，実施組織及び

支援組織の取りまとめとして，これらに係わる本部員の指揮命

令を行う。 

あらかじめ定めた手順に従って運転班（当直）が行う運転操

作や復旧操作については，当直発電長の判断により自律的に実

施し，運転本部員に実施事項等が報告される。 

東海第二発電所の災害対策本部体制を構成する職位及び班を以

下に示す。 

以下に具体的な重大事故等時の体制について示す。 

 

(1) 体制の特徴 

緊急時対策本部は，重大事故等対策を実施する実施組織，実

施組織に対して技術的助言を行う技術支援組織及び実施組織が

事故対策に専念できる環境を整える運営支援組織で編成し，そ

れぞれの役割分担，指揮命令系統を明確にし，効果的な重大事

故等対策を実施し得る体制を整備する。 

 

 

  発電所における原子力防災組織は，その基本的な機能とし

て，①意思決定・指揮，②情報収集・計画立案，③復旧対応，

④プラント監視対応，⑤対外対応，⑥情報管理，⑦ロジスティ

ック・リソース管理を有しており，①の責任者として本部長が

当たり，②～⑦の機能ごとに責任者として「統括」を置いてい

る。さらに，「統括」の下に機能班を配置し，それぞれの機能

班に「班長」を置いている。 

原子力防災組織の活動に当たり，各機能の責任者は情報収集

を進め，それらの結果を踏まえ当面の活動目標を設定する（戦

略会議の開催）。 

あらかじめ定める要領等に記載された手順の範囲内におい

て，本部長の権限は各統括又は各班長に委譲されており，各統

括及び各班長は上位職の指示を待つことなく，自律的に活動す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・体制及び運用の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

島根２号炉は，本部

長に判断が集中しない

よう，各機能の責任者

として統括を配置した

原子力防災組織を構築 
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②～⑤の機能を担う必要要員規模は対応すべき事故の様相，

また事故の進展や収束の状況により異なるが，プルーム通過の

前・中・後でも要員の規模を拡大・縮小しながら円滑な対応が

可能な組織設計となっている。 

 

(2) 重大事故等に対処する要員の確保に関する基本的な考え方 

夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）において重大事故等

が発生した場合でも速やかに対策を行えるよう，発電所内に必

要な重大事故等に対処する要員である運転員，緊急時対策要員

及び自衛消防隊を常時確保する。 

 

 

 

重大事故等の対応で，高線量下における対応が必要な場合に

おいても，社員で対応できるよう重大事故等に対処する要員を

確保する。 

 病原性の高い新型インフルエンザや同様に危険性のある新感

染症等が発生し，所定の重大事故等に対処する要員に欠員が生

じた場合は，夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）を含め重

大事故等に対処する要員の補充を行うとともに，そのような事

ａ．本部員 

災害対策本部体制は緊急時対策所に構築され，以下の要員

（災害対策要員）から構成される。 

・本部長：原子力防災管理者（所長） 

・本部長代理：副原子力防災管理者 

・発電用原子炉主任技術者 

・本部員：担当班の統括 

ｂ．作業班 

基本的な役割，機能ごとに以下の各班を構成し，それぞれの

本部員の指揮命令の下，活動を実施する。 

①情報班 

②広報班 

③庶務班 

④消防班 

⑤技術班 

⑥放射線管理班 

⑦保修班 

⑧運転班 

各班の必要要員規模は，対応すべき事故の様相又は事故の進

展や収束の状況により異なるが，プルーム通過の前・中・後に

おいても要員の規模を拡大・縮小しながら円滑な対応が可能な

組織とする。 

 

(2) 災害対策要員の確保に関する基本的な考え方 

夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）において，重大事故

等が発生した場合でも速やかに対策を行えるように発電所構内

に必要な要員を常時確保する。また，火災発生時の初期消火活

動に対応するため，初期消火要員についても発電所構内に常時

確保する。 

 

 

重大事故等の対応で，高線量下における対応が必要な場合に

おいても，社員で対応できるように要員を確保する。 

 

病原性の高い新型インフルエンザや同様に危険性のある新感

染症等が発生し，所定の要員に欠員が生じた場合は，夜間及び

休日（平日の勤務時間帯以外）を含め要員の補充を行うととも

に，そのような事態に備えた体制に係る管理を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②～⑦の機能を担う必要要員規模は対応すべき事故の様相，

また事故の進展や収束の状況により異なるが，プルーム通過の

前・中・後でも要員の規模を拡大・縮小しながら円滑な対応が

可能な組織とする。 

  

(2) 重大事故等に対処する要員の確保に関する基本的な考え方 

夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）において，重大事故

等が発生した場合でも速やかに対策を行えるよう，発電所内に

必要な重大事故等に対処する要員である運転員，緊急時対策要

員及び自衛消防隊を常時確保する。 

 

 

 

重大事故等の対応で，高線量下における対応が必要な場合に

おいても，社員及び協力会社社員で対応できるよう重大事故等

に対処する要員を確保する。 

病原性の高い新型インフルエンザや同様に危険性のある新感

染症等が発生し，所定の重大事故等に対処する要員に欠員が生

じた場合は，夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）を含め重

大事故等に対処する要員の補充を行うとともに，そのような事

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・体制の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

島根２号炉は，協力

会社社員も宿日直し重

大事故等に対応 
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態に備えた重大事故等に対処する要員の体制に係る管理を行

う。 

緊急時対策要員の補充の見込みが立たない場合は，原子炉停

止等の措置を実施し，確保できる重大事故等に対処する要員

で，安全が確保できる原子炉の運転状態に移行する。 

  

  また，あらかじめ定めた連絡体制に基づき，夜間及び休日を

含めて必要な緊急時対策要員を非常召集できるよう，定期的に

連絡訓練を実施する。 

 

 (3) 重大事故等対策における判断者及び操作者について 

a． 判断者の明確化 

重大事故等対策の判断は全て発電所にて行うこととし，本社

対策本部は全社大での体制にて，発電所で実施される対策活動

の支援を行う。 

運転員が使用する手順書（以下「運転操作手順書」とい

う。）に従い実施される事故時のプラント対応の判断は，事故

発生号炉の当直副長が行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必要な要員の補充の見込みが立たない場合は，原子炉運転停

止等の措置を実施し，確保できる要員で，安全が確保できる原

子炉の運転状態に移行する。 

 

また，あらかじめ定めた連絡体制に基づき，夜間及び休日

（平日の勤務時間帯以外）を含めて必要な要員を非常招集でき

るよう，定期的に通報連絡訓練を実施する。 

 

 (3) 重大事故等対策における判断者及び操作者について 

ａ．判断者の明確化 

重大事故等対策の災害対策活動に関する一切の業務は，災害

対策本部の下で行う。また，災害対策本部において行う対策活

動を本店対策本部は支援する。 

運転班（当直）が行う運転操作や復旧操作については，あら

かじめ定めた手順に従って当直発電長の判断により実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方，あらかじめ定めた手順によらない操作及び対応につい

ては，原子炉施設の運転に関し保安の監督を職務とする発電用

原子炉主任技術者の助言を踏まえ，本部長代理（1名）が最終

的に判断する。 

 

発電所における重大事故等対策に係る判断は，本部長代理

（1名）が行う。 

 

 

態に備えた重大事故等に対処する要員の体制に係る管理を行

う。 

重大事故等に対処する要員の補充の見込みが立たない場合

は，原子炉停止等の措置を実施し，確保できる重大事故等に対

処する要員で，安全が確保できる原子炉の運転状態に移行す

る。 

また，あらかじめ定めた連絡体制に基づき，夜間及び休日

（平日の勤務時間帯以外）を含めて必要な重大事故等に対処す

る要員を非常招集できるよう，定期的に連絡訓練を実施する。 

 

 (3) 重大事故等対策における判断者及び操作者について 

ａ．判断者の明確化 

重大事故等対策の判断はすべて発電所にて行うこととし，緊

急時対策総本部は全社大での体制にて，発電所で実施される対

策活動の支援を行う。 

運転員が使用する手順書（以下「運転操作手順書」とい

う。）に従い実施される事故時のプラント対応の判断は，当直

副長が行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方，あらかじめ定めた手順によらない操作及び対応につい

ては，発電用原子炉施設の運転に関し保安の監督を職務とする

発電用原子炉主任技術者の助言を踏まえ，本部長が最終的に判

断する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・申請号炉数の相違 

【柏崎 6/7】 

①の相違 

・体制の相違 

 【東海第二】 

 島根２号炉の中央制

御室は，島根１号炉と

共用であり，複数号炉

の同時被災時におい

て，情報の混乱や指揮

命令が遅れることのな

いよう当直副長の指揮

に基づき運転操作対応

を実施（以下，③の相

違） 

・体制の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，あら

かじめ定めた手順によ

らない操作も本部長が

判断 
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一方，発電所対策本部で実施される対応の判断は，緊急時対

策要員が使用する手順書（以下「緊急時対策本部用手順書」と

いう。）上で役割分担に応じて定める責任者が行う。 

プラントの同時発災時等において複数号炉での対処が必要な

事象が発生した場合，運転操作手順書に従い実施される事故時

のプラント対応の判断は，事故発生号炉の当直副長が行い，発

電所対策本部は各プラントの状況（号機班）や使用可能な設備

（復旧班），事象の進展（計画班・保安班）等の状況について

目標設定会議等で共有し，本部長が対応すべき優先順位の最終

的な判断を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

b． 操作者の明確化 

各種手順書は，運転員が使用する運転操作手順書と発電所緊

急時対策要員が使用する緊急時対策本部用手順書と，使用主体

によって整備している。 

 

 

 

ただし，使用目的によっては，相互の手順の完遂により機能

を達成する場合があることから，重大事故等対処設備の操作に

外部機関との対応，広報の統括を本部長代理（1名）が行

う。 

 

 

国及び地方公共団体等の関係機関及び社外の支援組織との連

携に係る対応の判断は，本店対策本部長が行う。 

 

一部の敷地を共有する東海発電所との同時被災により各発電

所での対応が必要な事象が発生した場合，災害対策本部は各発

電所の状況や使用可能な設備，事象の進展等の状況を共有し，

東海発電所長及び東海第二発電所長を兼務する本部長が対応す

べき優先順位の最終的な判断を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ．操作者の明確化 

各種手順書は，使用主体に応じて，中央制御室及び現場で当

直（運転員）及び重大事故等対応要員（運転操作対応）が使用

する運転手順書（以下「運転手順書」という。）及び緊急時対

策所及び現場で災害対策要員（当直（運転員）及び重大事故等

対応要員（運転操作対応）を除く）が使用する手順書（以下

「災害対策本部手順書」という。）を整備する。 

ただし，使用目的によっては，相互の手順の完遂により機能

を達成する場合があることを踏まえ，重大事故等対策設備の操

 

 

 

 

なお，国及び自治体等の関係機関及び社外の支援組織との連

携に係る対応の判断は，緊急時対策総本部長が行う。 

 

 

 

 

 

 

緊急時対策本部で実施される対応の判断は，緊急時対策要員

が使用する手順書（以下「緊急時対策本部用手順書」とい

う。）上で役割分担に応じて定める責任者が行う。 

プラントの同時発災時等において複数号炉での対処が必要な

事象が発生した場合，運転操作手順書に従い実施される事故時

のプラント対応の判断は，当直副長が行い，緊急時対策本部は

各プラントの状況（プラント監視班）や使用可能な設備（復旧

班），事象の進展（技術班）等の状況について戦略会議等で共

有し，本部長が対応すべき優先順位の最終的な判断を行う。な

お，廃止措置号炉である１号炉については，１号炉の燃料プー

ルに保管されている燃料に対する必要な措置を実施することと

なるが，燃料プールの冷却機能を喪失した場合においても，燃

料プールの水温が 100℃に到達するのは約 11日後と評価※して

いるため，２号炉の対応が優先される。 

※ 添付資料 1.0.16「重大事故等時における停止号炉の影響

について」による。 

 

ｂ．操作者の明確化 

各種手順書は，運転員が使用する運転操作手順書と緊急時対

策要員が使用する緊急時対策本部用手順書と，使用主体によっ

て整備している。 

 

 

 

ただし，使用目的によっては，相互の手順の完遂により機能

を達成する場合があることから，重大事故等対処設備の操作に

・体制の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，対外

対応の責任者として広

報統括を配置 

 

 

・体制の相違 

【東海第二】 

東海第二固有の対応 

 

 

 

 

 

 

 

・申請号炉数の相違 

【柏崎 6/7】 

①の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.0-1983



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

当たっては，中央制御室と発電所対策本部の間で緊密な情報共

有を図りながら行うこととする。 

 

2．柏崎刈羽原子力発電所における重大事故等対策に係る体制に

ついて 

(1) 発電所対策本部の体制概要 

a． 発電所長の役割 

発電所長は，発電所対策本部の本部長として統括管理を

行い，責任を持って，原子力防災の活動方針の決定を行

う。なお，発電所長が不在の場合又は欠けた場合は，あら

かじめ定めた順位に従い，副原子力防災管理者がその職務

を代行する。（第 2表） 

  

 

 

 

 

 

b． 発電所対策本部の構成 

(a) 発電所対策本部 

発電所対策本部は，実施組織及び支援組織に区分され

る。さらに支援組織は，技術支援組織及び運営支援組織に

区分される。 

 

実施組織は，重大事故等対策を実施する責任者として号

機統括を配置し，号機統括のもと，号機班，当直（運転

員），復旧班及び自衛消防隊で構成する。 

 

 

 

 

支援組織のうち技術支援組織は，復旧計画の戦略立案及

び発電所内外の放射能の状況把握等を行う責任者として計

画・情報統括を配置し，計画・情報統括のもと，計画班及

び保安班で構成する。 

 

 

支援組織のうち運営支援組織は，対外対応を行う責任者

作に当たっては，中央制御室と災害対策本部の間で緊密な情報

共有を図りながら行うこととする。 

 

2. 東海第二発電所における重大事故等対策に係る体制について 

 

(1) 災害対策本部の体制概要 

ａ．本部長（所長）及び本部長代理の役割 

所長は，本部長として原子力防災組織を統括管理するととも

に，必要な要員を招集し状況の把握に努め，原子力災害の発生

又は拡大の防止のために必要な応急措置を行う。 

本部長（所長）が不在の場合は，あらかじめ定めた順位に従

い，副原子力防災管理者がその職務を代行する。（第 1.0.10

－2表） 

本部長代理は，実施組織及び支援組織の取り纏めを行う。ま

た本部長の指示を受けて，原子力オフサイトセンターでの対応

及び特定の課題を迅速に確認し，関連する班に具体的な対応を

指示する。 

 

ｂ．災害対策本部の構成 

(a) 災害対策本部 

災害対策本部は，実施組織及び支援組織に区分される。さら

に，支援組織は，技術支援組織及び運営支援組織に区分され

る。 

 

実施組織は，当直，重大事故等対策に係る現場活動を行う重

大事故等対応要員及び初期消火活動を行う自衛消防隊から構成

される。重大事故等対応要員は，保修班及び運転班で構成さ

れ，各班には班長及び班員に対して必要な指示を行う本部員

と，班員に対して具体的な作業指示や本部に作業状況の報告を

行う班長を配置する。 

 

支援組織のうち技術支援組織は，技術班，放射線管理班，保

修班及び運転班から構成され，各班には班長及び班員に対して

必要な指示を行う本部員と，班員に対して具体的な作業指示や

本部に作業状況の報告を行う班長を配置する。 

 

 

支援組織のうち運営支援組織は，情報班，広報班及び庶務班

当たっては，中央制御室と緊急時対策本部の間で緊密な情報共

有を図りながら行うこととする。 

 

 2. 島根原子力発電所における重大事故等対策に係る体制につ

いて 

(1) 緊急時対策本部の体制概要 

ａ．発電所長の役割 

発電所長は，緊急時対策本部の本部長として統括管理を

行い，責任を持って，原子力防災の活動方針の決定を行

う。なお，発電所長が不在の場合又は欠けた場合は，あら

かじめ定めた順位に従い，副原子力防災管理者がその職務

を代行する。（第２表） 

 

 

 

 

 

 

ｂ．緊急時対策本部の構成 

(a) 緊急時対策本部 

緊急時対策本部は，実施組織及び支援組織に区分され

る。さらに，支援組織は，技術支援組織及び運営支援組織

に区分される。 

 

実施組織は，重大事故等対策を実施する責任者としてプ

ラント監視統括及び復旧統括を配置し，プラント監視統括

のもと，プラント監視班及び当直（運転員），復旧統括の

もと，復旧班及び自衛消防隊で構成する。 

 

 

 

支援組織のうち技術支援組織は，復旧計画の戦略立案及

び発電所内外の放射能の状況把握等を行う責任者として技

術統括を配置し，技術統括のもと，技術班及び放射線管理

班で構成する。 

 

 

支援組織のうち運営支援組織は，対外対応を行う責任者

 

 

 

 

 

 

・体制の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，全体

の統括管理を本部長が

行い，各機能の責任者

として統括を配置し対

応を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・体制の相違 

【柏崎 6/7】 

  島根２号炉は単号炉

申請のため，号機統括

を配置していない 

 

 

・体制の相違 

【東海第二】 

  島根２号炉は，復旧

班とプラント監視班を

実施組織として整理 
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として対外対応統括及び発電所対策本部の運営を支援する

責任者として総務統括を配置し，対外対応統括のもと，通

報班及び立地・広報班で構成し，総務統括のもと，資材班

及び総務班で構成する。 

 

各班及び当直にはそれぞれ責任者である班長，当直副長

を配置する。 

統括及び班長が欠けた場合は，同じ機能を担務する下位

の要員が代行するか又は上位の職位の要員が下位の職位の

要員の職務を兼務することとし，具体的な代行者の配置に

ついては上位の職位の要員が決定することをあらかじめ定

める。 

当直副長が欠けた場合は，当直長が当直副長の職務を兼

務することをあらかじめ定める。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

から構成され，各班には班長及び班員に対して必要な指示を行

う本部員と，班員に対して具体的な作業指示や本部に作業状況

の報告を行う班長を配置する。（第 1.0.10－1図～第 1.0.10

－6図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害対策本部（全体体制）111名は，当社社員と自衛消防隊

の消火担当及び給水確保対応に当たる協力会社社員（13名）

で構成される。 

 

なお，災害対策本部において初動対応を行う要員（災害対策

要員（初動））39名については，自衛消防隊の消火担当（7

名）の要員以外を当社社員で構成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

として広報統括，情報管理を行う責任者として情報統括及

び緊急時対策本部の運営を支援する責任者として支援統括

を配置し，広報統括のもと，報道班及び対外対応班，情報

統括のもと，情報管理班及び通報班，支援統括のもと，支

援班及び警備班で構成する。 

各班及び当直にはそれぞれ責任者である班長，当直副長

を配置する。 

統括及び班長が欠けた場合は，同じ機能を担務する下位

の要員が代行するか又は上位の職位の要員が下位の職位の

要員の職務を兼務することとし，具体的な代行者の配置に

ついては，上位の職位の要員が決定することをあらかじめ

定める。 

当直副長が欠けた場合は，当直長が当直副長の職務を兼

務することをあらかじめ定める。 

    

緊急時対策本部（全体体制）101名は，当社社員と給水確

保，電源確保，燃料確保，アクセスルート確保，放射線管

理及び消火対応に当たる協力会社社員（18名）で構成され

る。 

   なお，夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）において，

初動対応を行う重大事故等に対処する要員 47名について

は，当社社員と給水確保，電源確保，燃料確保，アクセスル

ート確保，放射線管理及び消火対応に当たる自衛消防隊長及

び協力会社社員（18名）等で構成する。 

廃止措置号炉である１号炉は，すべての使用済燃料が１

号炉の燃料プールに保管され，十分な期間にわたり冷却さ

れた状態であり，対応作業までに時間的な余裕があるた

め，監視や運転操作対応については，号炉ごとに確立した

指揮命令系統のもと，中央制御室に常駐している運転員に

より対応に当たる。 

また，可搬型設備により１号炉の燃料プールへ注水する

操作については，平日の勤務時間帯においては発電所内に

勤務する緊急時対策要員，夜間及び休日（平日の勤務時間

帯以外）においては，発電所外から参集した緊急時対策要

員で２号炉の対応を優先しつつ対応に当たる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・体制の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，消火

担当要員以外も協力会

社社員が対応 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

 島根２号炉は，廃止

措置中である１号炉の

対応方針について記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.0-1985



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

＜実施組織＞ 

号機統括：対象号炉に関する事故の影響緩和・拡大防止

に関わるプラント設備の運転操作への助言，可搬

型設備を用いた対応，不具合設備の復旧の統括 

号機班：当直からの重要パラメータ及び常設設備の状況

の入手，対策本部へインプット，事故対応手段の

選定に関する当直のサポート，当直からの支援要

請に関する号機統括への助言 

当直（運転員）：重要パラメータ及び常設設備の状況把

握と操作，中央制御室内監視・操作の実施，事故

の影響緩和，拡大防止に関わるプラントの運転操

作 

 

 

 

 

 

 

復旧班：事故の影響緩和・拡大防止に関わる可搬型設備

の準備と操作，可搬型設備の準備状況の把握，号

機統括へインプット，不具合設備の復旧の実施 

 

自衛消防隊：火災発生時における消火活動 

 

 

 

＜技術支援組織＞ 

計画・情報統括：事故対応方針の立案，プラントパラメ

ータ等の把握とプラント状態の予測，本部長への

技術的進言・助言（重大事故等対処設備等，構内

設備の活用） 

計画班：事故対応に必要な情報（パラメータ，常設設備

の状況・可搬型設備の準備状況等）の収集，プラ

ント状態の進展予測・評価，プラント状態の進展

予測・評価結果の事故対応方針への反映，アクシ

デントマネジメントの専門知識に関する計画・情

報統括のサポート 

保安班：発電所内外の放射線・放射能の状況把握，影響

＜実施組織＞ 

当直（運転員）：事故の影響緩和・拡大防止に関する運転上の

措置，初期消火活動等（7名） 

消防班：自衛消防隊による初期消火活動（12名） 

重大事故等対応要員：役割別に各班に分かれる。 

保修班：事故の影響緩和・拡大防止に関する給水対応，電源対

応，アクセスルート確保対応及び拡散抑制対応（3

名） 

（給水対応）給水確保に伴う措置（8名） 

（電源対応）電源確保に伴う措置（6名） 

（アクセスルート確保対応）アクセスルート確保に伴

う措置（2名） 

（拡散抑制対応）放射性物質の拡散抑制に伴う措置

（13名） 

運転班：事故の影響緩和・拡大防止に関する運転上の措置

（3名） 

重大事故等対応要員のうち保修班の要員は，実施組織が行う

各災害対策活動を相互に助勢して実施できる配置とし，対応す

る必要がある災害対策活動に対処可能な体制とする。 

火災発生時には，火災の発生場所に応じて当直あるいは守衛

が初期消火を行い，出動要請を受けた自衛消防隊が初期消火を

引き続いて実施する。また，平日（勤務時間中）と夜間及び休

日（平日の勤務時間帯以外）では初期消火の対応要領が異なる

が，どちらの場合においても，迅速かつ適切に初期消火活動を

行うことができる。（別紙 1） 

 

＜技術支援組織＞ 

技術班：事故状況の把握・評価，プラント状態の進展予測・評

価，事故拡大防止対策の検討及び技術的助言等（2

名） 

 

 

 

 

 

 

 

放射線管理班：影響範囲の評価，被ばく管理，汚染拡大防止措

＜実施組織＞ 

プラント監視統括：事故状況の把握の統括，事故の影響

緩和及び拡大防止に必要な運転上の操作への助言 

プラント監視班：当直（運転員）からの重要パラメータ

の入手，事故対応手段の選定に関する当直（運転

員）への情報提供 

 

 

当直（運転員）：事故の影響緩和及び拡大防止に係るプ

ラントの運転上の操作 

 

 

 

 

 

 

復旧統括：可搬型設備を用いた対応，不具合設備の復旧

及び消火活動の統括 

復旧班：事故の影響緩和及び拡大防止に係る可搬型重大

事故等対処設備の準備と操作並びに不具合設備の

応急措置のための復旧作業方法の作成及び復旧作

業の実施 

自衛消防隊：消火活動 

   火災発生時には，発電所内に常駐する自衛消防隊

（自衛消防隊長及び初期消火要員）が初期消火活

動を実施する。（別紙２） 

＜技術支援組織＞ 

技術統括：原子炉の運転に関するデータの収集，分析及

び評価の統括，原子炉の運転に関する具体的復旧

方法，工程等作成の統括，発電所内外の放射線，

放射性物質濃度の状況把握に係る測定の統括  

技術班：原子炉の運転に関するデータの収集，分析及び

評価，原子炉の事故の影響緩和及び拡大防止に必

要な運転に関する技術的措置，原子炉の運転に関

する具体的復旧方法，工程等作成 

 

 

放射線管理班：発電所内外の放射線及び放射性物質濃度

 

・体制の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，各機

能の責任者として，統

括を配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・体制の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，各機

能の責任者として，統

括を配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.0-1986



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

範囲の評価，被ばく管理，汚染拡大防止措置に関

する緊急時対策要員への指示，影響範囲の評価に

基づく対応方針に関する計画・情報統括への助

言，放射線の影響の専門知識に関する計画・情報

統括のサポート 

 

 

 

 

 

 

 

＜運営支援組織＞ 

対外対応統括：対外対応活動の統括，対外対応情報の収

集，本部長へインプット 

通報班：対外関係機関へ通報連絡 

立地・広報班：自治体派遣者の活動状況把握とサポート，

マスコミ対応者への支援 

総務統括：発電所対策本部の運営支援の統括 

資材班：資材の調達及び輸送に関する一元管理，原子力緊

急事態支援組織からの資機材受入調整 

総務班：要員の呼集，参集状況の把握，対策本部へインプ

ット，食料・被服の調達，宿泊関係の手配，医療

活動，所内の警備指示，一般入所者の避難指示，

物的防護施設の運用指示等 

  

柏崎刈羽原子力発電所における緊急時対策本部体制と指

揮命令及び情報の流れについて別紙 2に記す。また，発電

所原子力防災組織（緊急時対策要員，運転員及び自衛消防

隊）の体制について第 1図～第 3図に，中央制御室の運転

員の体制を第 4図～第 6図に，自衛消防隊の体制について

別紙 3に記す。 

 

 

 

 

 

 

置等に関する技術的助言，二次災害防止に関

する措置等（2名） 

発電所内外の放射線・放射能の状況把握（4名） 

 

 

保修班：（統括）不具合設備の応急復旧，放射性物質の汚染除

去，事故の影響緩和・拡大防止に関する対応指示及び

技術的助言等（4名） 

運転班：プラント状態の把握及び災害対策本部への報告，事故

の影響緩和・拡大防止に関する対応指示及び技術的助

言等（2名） 

 

＜運営支援組織＞ 

広報班：発生した事象に関する広報，関係地方公共団体の対

応，報道機関等の社外対応，発電所内外へ広く情報提

供等（3名） 

情報班：事故に関する情報収集・整理及び連絡調整，本店対策

本部及び社外機関との連絡調整等（4名） 

 

庶務班：（総務）災害対策本部の運営，防災資機材の調達及び

輸送，社外関係機関への連絡（10名） 

（施設防護）事業所内の警備，避難誘導（3名） 

（保健安全）医療（救護）に関する措置，二次災害

防止に関する措置（3名） 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 災害対策要員 

災害対策要員は重大事故等に対処するために必要な指示を行

う本部要員，各作業班員，現場にて対応を行う重大事故等対応

要員，当直（運転員）及び自衛消防隊（初期消火要員）で構成

する。 

 

 

の状況把握に係る測定，放射性物質の影響範囲の

推定，緊急時対策活動に係る立入禁止措置，退去

措置，除染等の放射線管理並びに重大事故等に対

処する要員・退避者の線量評価及び汚染拡大防止

措置・除染  

 

 

 

 

 

 

 

＜運営支援組織＞ 

広報統括：報道機関対応支援，対外対応活動の統括 

報道班：緊急時対策総本部が行う報道機関対応の支援 

対外対応班：自治体からの問合せ対応，自治体派遣者の

支援 

情報統括：関係機関への通報連絡，情報管理等の統括 

情報管理班：情報の収集，共有等 

通報班：関係機関への通報連絡等 

支援統括：緊急時対策本部の運営支援，警備対応の統括 

支援班：緊急時対策本部の運営支援，重大事故等に対処

する要員の人員把握，避難誘導，資機材及び輸送

手段の確保，救出・医療活動 

警備班：出入り管理及び警備当局対応，緊急車両の誘導 

  

島根原子力発電所における緊急時対策本部体制と指揮命

令及び情報の流れについて別紙１に記す。また，原子力防

災組織（重大事故等に対処する要員）の体制について第１

図～第３図に，中央制御室の運転員の体制を第４図，第５

図に，自衛消防隊の体制について別紙２に記す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・体制の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，復旧

班とプラント監視班を

実施組織として整理 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

(b) 発電所対策本部設置までの流れ 

発電所において，警戒事象（その時点では公衆への放射

線による影響やそのおそれが緊急のものではないが，原災

法第 10条第１項に基づく特定事象に至るおそれがある事

象）が発生した場合，発電所長はただちに原子力警戒態勢

を，特定事象又は原災法第 15条第１項に該当する事象が発

生した場合，発電所長はただちに緊急時態勢を発令すると

ともに本社原子力運営管理部長へ報告する。 

発電所総務班長は，発電所対策本部を設置するため，発

電所緊急時対策要員を非常召集する。（第 7図） 

発電所長は，発電所における緊急時態勢を発令した場

合，速やかに発電所対策本部を設置する。 

  

 

 

 

 

 

c． 緊急時対策要員が活動する施設 

重大事故等が発生した場合において，発電所対策本部におけ

る実施組織及び支援組織が関係箇所との連携を図り迅速な対応

により事故対応を円滑に実施するために，以下の施設及び設備

を整備する。これらは，重大事故等時において，初期に使用す

る施設及び設備であり，これらの施設又は設備を使用すること

によって発電用原子炉の状態を確認し，必要な所内外各所へ通

報連絡を行い，また重大事故等対処のため夜間においても速や

かに現場へ移動する。なお，これらは重大事故等への対応にお

ける各班，要員数を踏まえ数量を決定し，原子力防災訓練にお

いて，適切に活動を実施できる数量であることを確認してい

る。（別紙 4，別紙 5） 

 (a) 支援組織の活動に必要な施設及び設備 

重大事故等対応に必要なプラントのパラメータを確認す

るための安全パラメータ表示システム（SPDS），発電所内

外に通信連絡を行い関係箇所と連携を図るための統合原子

力防災ネットワークを用いた通信連絡設備（テレビ会議シ

ステム，IP-電話機，IP-FAX），衛星電話設備，無線連絡設

備等を備えた 5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所を整備す

る。 

(c) 災害対策本部設置までの流れ 

東海第二発電所において，重大事故等の原子力災害が発生す

るおそれがある場合，原子力防災管理者（所長）は直ちに警戒

事態を宣言するとともに本店発電管理室長へ報告する。原子力

防災管理者は速やかに発電所警戒本部を設置し，災害対策本部

体制を構成する災害対策要員に対し非常招集を行う。 

さらに，発電所において，原災法第 10条第 1項に定める特

定事象等を含む重大事故等の原子力災害が発生した場合，原子

力防災管理者（所長）は直ちに非常事態を宣言するとともに本

店発電管理室長へ報告する。原子力防災管理者は速やかに災害

対策本部を設置し，災害対策本部体制を構成する災害対策要員

に対し非常招集を行う。 

なお，夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）において，当

直発電長から事象の発生の連絡を受けた原子力防災管理者（所

長）は，当直発電長に災害対策本部の要員の招集を指示し，通

報連絡要員が一斉通報システムを用いて災害対策要員の非常招

集を行う。（第 1.0.10－7図） 

 

ｃ．災害対策要員が活動する施設 

重大事故等時に，災害対策本部における実施組織及び支援組

織が関係箇所との連携を図り迅速な対応により事故対応を円滑

に実施するために，以下の施設及び設備を整備する。 

これらは，重大事故等時の初期に使用する施設及び設備であ

り，これらの施設又は設備を使用することにより発電用原子炉

の状態を確認し，重大事故等への対応に必要な各班及びその要

員数を決定するとともに，発電所内外の必要な各所へ通報連絡

を行う。また，平時における防災訓練では，上記の各班及びそ

の要員数により適切に活動を実施できることを確認する。（別

紙 2） 

 

 (a) 支援組織の活動に必要な施設及び設備 

重大事故等対応に必要なプラントのパラメータを確認するた

めの安全パラメータ表示システム（以下「ＳＰＤＳ」とい

う。），発電所内外に通信連絡を行い関係箇所と連携を図るた

めの統合原子力防災ネットワークに接続する通信連絡設備（テ

レビ会議システム，ＩＰ－電話機，ＩＰ－ＦＡＸ），衛星電話

設備及び無線連絡設備等を備えた緊急時対策所を整備する。 

 

(b) 緊急時対策本部設置までの流れ 

発電所において，警戒事態該当事象（その時点では公衆

への放射線による影響やそのおそれが緊急のものではない

が原災法該当事象に至るおそれがある事象），原災法該当

事象が発生した場合，所長（原子力防災管理者）はただち

に緊急時体制を発令するとともに本社電源事業本部部長

（原子力管理）へ報告する。 

情報統括は，緊急時対策本部を設置するため，重大事故

等に対処する要員を非常招集する。（第６図） 

所長（原子力防災管理者）は，発電所における緊急時体

制を発令した場合，速やかに緊急時対策本部を設置する。 

   なお，夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）において，

当直長から事象の発生連絡を受けた連絡責任者は，所長（原

子力防災管理者）に発生事象の報告を行うとともに，手順書

に従い，要員招集システムを用いて重大事故等に対処する要

員の非常招集を行う。 

 

 

ｃ．重大事故等に対処する要員が活動する施設 

重大事故等が発生した場合において，緊急時対策本部におけ

る実施組織及び支援組織が関係箇所との連携を図り迅速な対応

により事故対応を円滑に実施するために，以下の施設及び設備

を整備する。これらは，重大事故等時において，初期に使用す

る施設及び設備であり，これらの施設又は設備を使用すること

によって発電用原子炉の状態を確認し，必要な所内外各所へ通

報連絡を行い，また重大事故等対処のため夜間においても速や

かに現場へ移動する。なお，これらは重大事故等への対応にお

ける各班，要員数を踏まえ数量を決定し，原子力防災訓練にお

いて，適切に活動を実施できる数量であることを確認してい

る。（別紙３，別紙４） 

(a) 支援組織の活動に必要な施設及び設備 

重大事故等対応に必要なプラントのパラメータを確認す

るための安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ），発電

所内外に通信連絡を行い関係箇所と連携を図るための統合

原子力防災ネットワークに接続する通信連絡設備（テレビ

会議システム，ＩＰ－電話機，ＩＰ－ＦＡＸ），衛星電話

設備及び無線通信設備等を備えた緊急時対策所を整備す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

・体制の相違 

【柏崎 6/7】 

  島根は情報統括が招

集 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

(b) 実施組織の活動に必要な施設及び設備 

中央制御室，5号炉原子炉建屋内緊急時対策所及び現場と

の連携を図るため，携帯型音声呼出電話設備，無線連絡設

備，衛星電話設備等を整備する。また，電源が喪失し照明

が消灯した場合でも，迅速な現場への移動，操作及び作業

を実施し，作業内容及び現場状況の情報共有を実施できる

よう可搬型照明設備を整備する。 

 

(2) 発電所対策本部の要員参集 

平日の勤務時間帯に原子力警戒態勢又は緊急時態勢が発令さ

れた場合，電話，送受話器等にて発電所構内の緊急時対策要員

に対して非常召集を行い，発電所対策本部を設置した上で活動

を実施する。柏崎刈羽原子力発電所では，中長期的な対応も交

替できるよう運転員以外の発電所員についてもほぼ全員（約

850名）が緊急時対策要員であることから，平日の勤務時間帯

での要員確保は可能である。 

夜間及び休日に原子力警戒態勢又は緊急時態勢が発令された

場合，発電所対策本部体制が構築されるまでの間については，

運転員及び発電所内に常駐している緊急時対策要員を主体とし

た初動体制を確立し，迅速な対応を図る。 

 

 

また，平日勤務時間帯，夜間及び休日いずれの場合において

も，緊急時対策所で初動態勢時に対応する要員は，対応者（執

務できない場合の交替者を含む）を明確にした上で，5号炉定

検事務室又はその近傍及び第二企業センター又はその近傍で分

散して執務若しくは宿泊することとし，非常召集時は 5号炉原

子炉建屋内緊急時対策所に参集する。 

 

 

以下，発電所構内の要員数が少なくなる夜間及び休日におけ

る緊急時態勢発令時の体制について記載する。 

 

 

 

 

 

 

(b) 実施組織の活動に必要な施設及び設備 

中央制御室，緊急時対策所及び現場との連携を図るため，携

行型有線通話装置，無線通話設備及び衛星電話設備等を整備す

る。また，電源が喪失し照明が消灯した場合でも，迅速な現場

への移動，操作及び作業を実施し，作業内容及び現場状況の情

報共有を実施できるようヘッドライト及びランタン等を配備す

る。 

 

(2) 災害対策本部の要員招集 

平日の勤務時間帯に重大事故等が発生した場合には，送受話

器（ページング），所内放送等にて発電所構内の災害対策本部

体制を構成する災害対策要員に対して非常招集を行い，災害対

策本部を設置した上で活動を実施する。東海第二発電所では，

中長期的な対応も交替できるよう当直（運転員）以外の発電所

職員についてもほぼ全員が災害対策要員としており，平日の勤

務時間中での要員確保は可能である。 

夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）に重大事故等が発生

した場合には，一斉通報システムを用いて災害対策本部体制を

構成する災害対策要員に対し非常招集を行うとともに，災害対

策本部体制が構築されるまでの間については，当直（運転員）

及び発電所構内に常駐している災害対策要員による初動体制を

確立し，統括待機当番者の指示の下，迅速な対応を図る。 

また，発電所構内に常駐している災害対策要員のうち運転班

の要員は，原則中央制御室に参集する。その他の参集する要員

は，緊急時対策所に参集する。 

 

 

 

 

 

以下に，発電所構内の要員数が少なくなる夜間及び休日（平

日の勤務時間帯以外）における重大事故等時の体制について記

載する。この時間帯においても，重大事故等時に適切に対応を

行うことができる。（第 1.0.10－3図，第 1.0.10－5図，第

1.0.10－6図，第 1.0.10－7図，第 1.0.10－8図，第 1.0.10－

9図） 

 

 

(b) 実施組織の活動に必要な施設及び設備 

中央制御室，緊急時対策所及び現場との連携を図るた

め，有線式通信設備，無線通信設備及び衛星電話設備等を

整備する。また，電源が喪失し照明が消灯した場合でも，

迅速な現場への移動，操作及び作業を実施し，作業内容及

び現場状況の情報共有を実施できるよう可搬型照明設備を

整備する。 

  

(2) 緊急時対策本部の要員参集 

平日の勤務時間帯に緊急時体制が発令された場合，電話，所

内通信連絡設備等にて発電所構内の重大事故等に対処する要員

に対して非常招集を行い，緊急時対策本部を設置したうえで活

動を実施する。島根原子力発電所では，中長期的な対応も交替

できるよう運転員以外の発電所員についてもほぼ全員（約 450

名）が緊急時対策要員であることから，平日の勤務時間帯での

要員確保は可能である。 

夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）に緊急時体制が発令

された場合，要員招集システムを用いて緊急時対策本部体制を

構成する重大事故等に対処する要員に対し非常招集を行うとと

もに，緊急時対策本部体制が構築されるまでの間については，

発電所内に常駐している重大事故等に対処する要員による初動

体制を確立し，迅速な対応を図る。 

また，平日の勤務時間帯，夜間及び休日（平日の勤務時間帯

以外）の場合においても，重大事故等に対処する要員は，非常

招集時，原則緊急時対策所に参集する。 

 

 

 

 

 

以下，発電所構内の要員数が少なくなる夜間及び休日（平日

の勤務時間帯以外）における緊急時体制発令時の体制について

記載する。 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

a． 運転員 

6号及び 7号炉について，中央制御室の運転員は，当直長，

当直副長，当直主任，現場支援担当，当直副主任，主機操作員

及び補機操作員の計 18名／直を配置している。（第 4図） 

1プラント運転中，1プラント運転停止中※1については，

運転員を 13名（第 5図）とし，また 2プラント運転停止中に

ついては，運転員を 10名（第 6図）とする。 

 

 

※1 原子炉の状態が冷温停止（原子炉冷却材温度が 100℃未

満）及び燃料交換の期間 

 

重大事故時には事故発生号炉の当直副長が，重大事故等対策

に係る運転操作に関する指揮・命令・判断を行い，中央制御室

で運転操作を行う運転員及び現場で対応する運転員は，当直副

長指示のもと重大事故等対策の対応を行うために整備された手

順書に従い事故対応を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

複数号炉の同時被災時においても，号炉ごとの運転操作指揮

を指揮・命令・判断に関して必要な力量を有している※2 当直

副長が行い，号炉ごとに運転操作に係る情報収集や事故対策の

検討等を行うことにより，情報の混乱や指揮命令が遅れること

のない体制とする。 

 

 

※2 「指揮・命令に関して必要な力量を有している」とは，

BWR運転訓練センターにおいて，指揮命令，状況判断等に

ついて習得する上級初期訓練，及び重大事故等への拡大を

防ぐ取り組み，炉心損傷後の対応，状況判断を含む予測に

ついて習得する SA（上級）訓練を受講していることを言

う。 

 

ａ．当直 

原子炉運転時における中央制御室の当直（運転員）は，当直

発電長 1名，当直副発電長 1名及び当直運転員 5名の計 7名／

直を配置している（第 1.0.10－5図）。また，原子炉運転停止

中※１における当直（運転員）は，現場対応操作を考慮して，

当直発電長 1名，当直副発電長 1名及び当直運転員 3名の計 5

名／直を配置している（第 1.0.10－6図）。 

 

 

※1 原子炉の状態が冷温停止（原子炉冷却材温度が 100℃未

満）及び燃料交換の期間 

 

重大事故等時には，当直発電長が重大事故等対策に係る運転

操作に関する指揮・命令・判断を行い，当直副発電長は当直発

電長を補佐する。中央制御室で運転操作を行う当直運転員及び

現場で対応する当直運転員は，当直発電長指示の下，重大事故

等対策の対応を行うために整備された手順書に従い事故対応を

行う。当直発電長は適宜，災害対策本部と連携し重大事故等対

応操作の状況を報告する。 

 

原子炉運転停止中の当直（運転員）の数は，原子炉運転時当

直（運転員）の数より少ないが，当直内の各役割及び指揮命令

系統は維持される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ａ．運転員 

２号炉について，中央制御室の運転員は，当直長１名，

当直副長１名，運転士２名，及び補助運転士３名の計７名

／直を配置している。(第４図) 

２号炉の運転停止中※１については，運転員を５名（第５

図）とする。 

なお，廃止措置号炉である１号炉は，当直主任１名及び

補助運転士１名の計２名／直を配置している。 

 

※１ 原子炉の状態が冷温停止（原子炉冷却材温度が 100℃

未満）及び燃料交換の期間 

 

重大事故等時には２号当直副長が，重大事故等対策に係

る運転操作に関する指揮・命令・判断を行い，中央制御室

で運転操作を行う運転員及び現場で対応する運転員は，２

号当直副長の指示のもと重大事故等対策の対応を行うため

に整備された手順書に従い事故対応を行う。当直長は，適

宜，緊急時対策本部のプラント監視班長又は連絡責任者と

連携しプラント対応操作の状況を報告する。 

 

２号炉停止中の運転員の数は，２号炉運転中の運転員の

数より少ないが，当直内の役割分担及び指揮命令系統は維

持される。 

 

なお，廃止措置号炉である１号炉との同時被災時におい

ては，１号炉はすべての使用済燃料が１号炉の燃料プール

に保管され，十分な期間にわたり冷却された状態であるこ

とから，監視や運転操作対象が１号炉の燃料プールに限定

されること及び運転操作指揮を１号炉の当直主任が行うこ

とにより，２号炉の重大事故等の指揮において，情報の混

乱や指揮命令が遅れることはない。 

  

  

 

 

 

 

 

 

・体制の相違 

【柏崎 6/7】 

①の相違 

・体制及び申請号炉数

の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は単号炉

申請のため，２号炉が

運転又は停止中のみ記

載 

 

・申請号炉数の相違 

【柏崎 6/7】 

①の相違 

・体制の相違 

【東海第二】 

③の相違 

 

 

 

 

 

 

・体制の相違 

【柏崎 6/7】 

廃止措置号炉である

島根１号炉との共用の

中央制御室における体

制を考慮し，号炉ごと

の指揮命令系統を確立

している 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

当直長は適宜，発電所対策本部の号機班長と連携しプラント

対応操作の状況を報告する。 

 

また，号炉ごとの当直主任及び主機操作員は中央制御室内の

プラント操作・監視，現場操作の指示を行い，現場支援担当・

当直副主任・補機操作員は 2名以上が 1組で号炉ごとの現場操

作を行う。 

なお，運転員の勤務形態は，通常サイクル 5班 2交替で運用

しており，重大事故等時においても，中長期での運転操作等の

対応に支障が出ることがないよう，通常時と同様の勤務形態を

継続することとしていること及び重大事故の対応に当たっては

号炉ごとに完結できるよう，号炉ごとに中央制御室運転員 2

名，現場運転員 4名（2人 1組で 2チーム）の体制を整えてい

ること，また作業に当たり被ばく線量が集中しないよう配慮す

る運用としていることから，特定の運転員に作業負荷や被ばく

線量が集中することはない。 

 

 

また，柏崎刈羽原子力発電所 1～5号炉には 22名の運転員が

当直業務を行っており，発電所に緊急時態勢が発令された場

合，必要に応じて速やかに各号炉の使用済燃料プールに保管さ

れている燃料に対する必要な措置を実施することにより，複数

号炉の同時被災の場合にも適切に対応できる。具体的には，使

用済燃料プール水位の監視を実施するとともに，スロッシング

や使用済燃料プールの損傷による水位低下に対し，常設設備等

を使用した冷却水補給操作等の必要な措置を実施する。使用済

燃料プールへ注水する操作については，復旧班（1～5号炉）

が当たる。 

  

b． 発電所内に常駐している緊急時対策要員 

 

夜間及び休日には，発電所内に常駐している緊急時対策

所にて 6号及び 7号炉の対応を行う要員 28名（意思決定・

指揮を行う要員 4名，実施組織として現場対応を行う要員

12名，技術支援組織として情報収集・計画立案を行う要員

5名，運営支援組織として対外対応を行う要員 5名及びロジ

スティック・リソース管理を行う要員 2名），現場で対応

を行う復旧班要員 14名（注水隊 4名，送水隊 2名，電源隊

 

 

 

 

 

 

 

なお，当直（運転員）の勤務形態は，通常サイクル 5班 2交

替で運用しており，重大事故等時においても，中長期的な運転

操作等の対応に支障が出ることがないよう，通常時と同様の勤

務形態を継続することとしていること，及び重大事故等の対応

に当たっては有効性評価を考慮して中央制御室の当直運転員 2

名及び現場運転員 6名（現場の当直運転員 3名と重大事故等対

応要員のうち運転操作対応 3名（2人 1組 3チーム））の体制

を整えている。また，特定の作業に当たり被ばく線量が集中し

ないよう配慮する運用としていることから，特定の現場運転員

に作業負荷や被ばく線量が集中することはない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ．発電所構内に常駐する災害対策要員（当直（運転員）除

く） 

夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）には，発電所構内に

常駐する災害対策要員（当直（運転員）除く）が，緊急時対策

所で初動対応を行う。 

重大事故等時には，初動対応の全体を指揮する統括待機当番

者 1名は当直発電長からの連絡を受けて，現場を指揮する現場

統括待機者 1名，外部通報・連絡及び情報収集を行う要員 2名

※２，現場対応を行う運転班，保修班及び消防班の要員 26名

当直長は，適宜，緊急時対策本部のプラント監視班長又は連

絡責任者と連携しプラント対応操作の状況を報告する。 

 

また，当直主任及び運転士は中央制御室内のプラント操作・

監視，現場操作の指示を行い，運転士及び補助運転士は２名以

上が１組で現場操作を行う。 

 

なお，運転員の勤務形態は，通常サイクル５班２交替で運用

しており，重大事故等時においても，中長期での運転操作等の

対応に支障が出ることがないよう，通常時と同様の勤務形態を

継続することとしていること及び重大事故の対応に当たっては

号炉ごとに完結できるよう，２号炉は中央制御室運転員２名，

現場運転員４名（２人１組で２チーム）の体制を整えているこ

と，また作業に当たり被ばく線量が集中しないよう配慮する運

用としていることから，特定の運転員に作業負荷や被ばく線量

が集中することはない。 

 

 

また，１号炉は，当直長（２号炉との兼任）のもと２名の運

転員が当直業務を行っており，発電所に緊急時体制が発令され

た場合，必要に応じて速やかに１号炉の燃料プールに保管され

ている燃料に対する必要な措置を実施することにより，２号炉

との同時被災の場合にも適切に対応できる。具体的には，燃料

プール水位の監視を実施するとともに，スロッシングや燃料プ

ールの損傷による水位低下に対し，常設設備等を使用した冷却

水補給操作等の必要な措置を実施する。 

１号炉の燃料プールへ注水する操作については，発電所外か

ら参集要員が参集した時点で対応に当たる。 

  

ｂ．発電所内に常駐している緊急時対策要員及び自衛消防隊 

 

夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）には，発電所内

に常駐している緊急時対策所で対応を行う要員５名（意思

決定・指揮を行う要員１名，対外対応・情報管理を行う要

員４名），現場で対応を行う復旧班要員 28名（電源確保要

員３名，給水確保要員６名，送水確保要員６名，燃料確保

要員４名，アクセスルート確保要員２名，自衛消防隊長１

名，消防チーム６名），チェンジングエリアの設営等を行

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は現場操

作を２チームで実施 

東海第二は，現場操

作を３チームで実施 
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6名，瓦礫隊 2名），チェンジングエリアの設営等を行う保

安班要員 2名の合計 44名（1～7号炉の対応を行う必要な要

員は合計 50名）を非常召集し，発電所対策本部の初動体制

を確立するとともに，各要員は任務に応じた対応を行う。

（第 2図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお，6号及び 7号炉の対応を行う緊急時対策要員合計

44名（1～7号炉の対応を行う必要な要員は合計 50名）が

発電所内に常駐しており，重大事故等時においても，中長

期での緊急時対策所や現場での対応に支障が出ることがな

いよう，緊急時対策要員は交替で対応可能な人員を確保し

ていること及び重大事故等の対応に当たっては作業ごとに

対応可能な要員を確保し，対応する手順において役割と分

担を明確化していること，また，作業に当たり被ばく線量

が集中しないよう配慮する運用としていることから，特定

の現場要員に作業負荷や被ばく線量が集中することはな

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（内訳：運転操作要員 3名，アクセスルート確保要員 2名，電

源・給水確保要員 10名，自衛消防隊 11名，）並びに放射線測

定等を行う放射線管理班要員 2名の合計 32名を非常招集し，

災害対策本部の初動体制を確立する。（別紙 3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重大事故等の応急対応については，必要な対応を実施可能な

要員を確保することとし，これを初動体制の各班の機能及び要

員数により対応可能としている。このため，特定の現場要員に

作業負荷や被ばく線量が集中することはない。（第 1.0.10－2

図） 

 ※2 情報班員のうち１名が中央制御室に常駐し初動対応を

行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

う放射線管理要員３名及び中央制御室が機能しない場合に

対応を行う運転補助要員２名の合計 38名を非常招集し，緊

急時対策本部の初動体制を確立するとともに，各要員は任

務に応じた対応を行う。（第２図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお，緊急時対策要員及び自衛消防隊 38名が発電所内に

常駐しており，重大事故等時においても，中長期での緊急

時対策所や現場での対応に支障が出ることがないよう，緊

急時対策要員及び自衛消防隊は交替で対応可能な人員を確

保していること及び重大事故等の対応に当たっては作業ご

とに対応可能な要員を確保し，対応する手順において役割

と分担を明確化していること，また，作業に当たり被ばく

線量が集中しないよう配慮する運用としていることから，

特定の現場要員に作業負荷や被ばく線量が集中することは

ない。 

また，廃止措置号炉である１号炉は，すべての使用済燃

料が１号炉の燃料プールに保管され，十分な期間にわたり

冷却された状態であり，対応作業までに時間的な余裕があ

るため，監視や運転操作対応については，号炉ごとに確立

した指揮命令系統のもと，中央制御室に常駐している運転

員により対応に当たる。 

また，可搬型設備により１号炉の燃料プールへ注水する

操作については，平日の勤務時間帯においては発電所内に

勤務する緊急時対策要員，夜間及び休日（平日の勤務時間

帯以外）においては，発電所外から参集した緊急時対策要

員で２号炉の対応を優先しつつ対応に当たる。 

 

 

 

 

・体制の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，大規

模損壊発生時に活動を

期待する運転補助要員

を配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，初動

で情報管理班員は緊急

時対策所において対応 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

 島根２号炉は，廃止

措置中である１号炉の

対応方針について記載 
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c． 発電所外から発電所に参集する緊急時対策要員 

 

(a) 非常召集の流れ 

夜間及び休日に重大事故等が発生した場合に，発電所

外にいる緊急時対策要員を速やかに非常召集するため，

「自動呼出・安否確認システム」，「通信連絡手段」等

を活用し，要員の非常召集を行う。（第 8図） 

 

新潟県内で震度 6弱以上の地震が発生した場合には，

非常召集連絡がなくても自発的に発電所に参集する。 

 

地震等により家族，自宅等が被災した場合や自治体か

らの避難指示等が出された場合は，家族の身の安全を確

保した上で参集する。 

 

 

集合場所は，基本的には柏崎エネルギーホール又は刈

羽寮とするが，発電所の状況が入手できる場合は，直接

発電所へ参集可能とする。 

 

 

 

 

 

 

柏崎エネルギーホール又は刈羽寮に参集した要員は，発

電所対策本部と非常召集に係る以下の確認，調整を行い，

発電所に集団で移動する。（第 10図） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｃ．発電所外から発電所に参集する災害対策要員 

 

(c) 非常招集の流れ 

夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）に重大事故等が発生

した場合には，発電所外にいる災害対策要員を速やかに非常招

集するため，「一斉通報システム」，「通信連絡手段」等を活

用し災害対策要員の非常招集を行う。（第 1.0.10－9図） 

 

東海村周辺地域で震度 6弱以上の地震が発生した場合には，

非常招集の連絡がなくても支障がない限り発電所の緊急時対策

所又は発電所外集合場所（第三滝坂寮）に参集する。なお，地

震等により家族及び自宅などが被災した場合や地方公共団体か

らの避難指示等が出された場合は，家族の身の安全を確保した

上で参集する。 

 

 

 

 

 

招集する災害対策要員のうち，あらかじめ指名されている発

電所参集要員である災害対策要員は，直接発電所の緊急時対策

所に参集する。あらかじめ指名された発電所参集要員以外の要

員は，発電所外の集合場所に参集し，災害対策本部の指示に従

い対応する。 

 

発電所外の集合場所に参集した要員は，災害対策本部と非常

招集に係る以下の確認，調整を行い，発電所に集団で移動す

る。（第 1.0.10－10図） 

 

① 発電所の状況（設備及び所員の被災等） 

② 参集した要員の確認（人数，体調等） 

③ 重大事故等対応に必要な装備（汚染防護具，マスク，線 

量計等） 

④ 発電所への持参品（通信連絡設備，照明機器等） 

⑤ 気象及び災害情報等 

 

 

 

ｃ．発電所外から発電所に参集する重大事故等に対処する

要員 

(a) 非常招集の流れ 

夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）に重大事故等が

発生した場合に，発電所外にいる重大事故等に対処する要

員を速やかに非常招集するため，「要員招集システム」，

「通信連絡手段」等を活用し，要員の非常招集を行う。

（第７図） 

松江市内で震度６弱以上の地震が発生した場合には，社

内規程に基づき，非常招集連絡がなくても自主的に発電所

に参集する。 

地震等により家族，自宅等が被災した場合や自治体から

の避難指示等が出された場合は，家族の身の安全を確保し

たうえで参集する。 

 

 

集合場所は，基本的には構外参集拠点（緑ヶ丘施設，宮

内（社宅・寮）及び佐太前寮）とするが，発電所の状況が

入手できる場合は，直接発電所へ参集可能とする。 

 

 

 

 

 

 

構外参集拠点（緑ヶ丘施設，宮内（社宅・寮）及び佐太

前寮）に参集した重大事故等に対処する要員は，緊急時対

策本部と非常招集に係る以下の確認，調整を行い，発電所

に集団で移動する。（第９図） 

①発電所の状況（発電所への移動が可能なプラント状況

かどうか（格納容器ベントの実施見通し），発電所に

行くための必要な装備（放射線防護服，マスク，線量

計を含む。）） 

②その他発電所で得られた情報（発電所への移動に関す

る道路状況等，移動するうえで有益な情報） 

③発電所へ移動する人の情報（人数，体調，移動手段

（徒歩，車両），連絡先） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，有効

性評価シナリオで参集

要員を考慮していない 
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(b) 非常召集となる要員 

発電所対策本部（全体体制）については，発電所員約

1,120名のうち，約 900名（平成 29年 4月現在）が柏崎市

又は刈羽村に在住しており，数時間で相当数の要員の非常

召集が可能である。（別紙 8） 

 

なお，夜間及び休日において，重大事故等が発生した場

合の緊急時対策要員の参集動向（所在場所（準備時間を含

む）～集合場所（情報収集時間を含む）～発電所までの参

集に要する時間）を評価した結果，要員の参集手段が徒歩

移動のみを想定した場合かつ，年末年始やゴールデンウィ

ーク等の大型連休であっても，5時間 30分以内に参集可能

な要員は半数以上（350名以上）と考えられることから，事

象発生から 10時間以内に外部から発電所へ参集する 6 号及

び 7号炉の対応を行うために必要な緊急時対策要員※3

（106名（発電所全体で 114名））は確保可能であることを

確認した。 

 

また，事象発生から 10時間以内の重大事故等時の対応に

おいては，発電所内に常時確保する 44名の緊急時対策要員

により対応が可能であるが，早期に班長以下の要員数が約 2

倍となれば，より迅速・多様な重大事故等への対処が可能

と考えられる。このため，徒歩参集，要員自身の被災，過

酷な天候，道路の被害等を考慮し，事象発生から約 6時間

を目処に，外部から発電所に参集する 40名の緊急時対策要

員※3を確保する。 

※3 要員数については，今後の訓練等の結果により人数を見直

す可能性がある。 

 

   非常召集により参集した要員の中から状況に応じて必要要

員を確保し，夜間及び休日の体制から緊急時態勢の体制に移

行する。なお，残りの要員については交替要員として待機さ

せる。 

 

 

 

 

 

 (a) 非常招集により参集する要員 

災害対策本部の要員については，発電所員約 260名のうち，

約 130名が発電所から 5ｋｍ圏内に居住している。（平成 28

年 7月現在） 

 

 

夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）に重大事故等が発生

した場合に，災害対策要員の所在や参集ルート等を踏まえて参

集時間と参集する災害対策要員数を評価した。その結果，要員

の参集開始時間を招集連絡の 30分後とすることや，要員の参

集手段を徒歩移動とするという保守的な条件においても，重大

事故等の発生の 2時間後には約 110名が参集すると評価され

る。この評価結果は，東海第二発電所で抽出される全ての事故

シナリオにおいて，外部からの参集要員に要求される参集時間

及び要員数を十分に達成できる。（別紙 4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参集した要員が災害対策本部の初動体制に加わることで，災

害対策本部は初動体制から全体体制に移行する。統括待機当番

者は，本部長の参集後には，本部長代理となる。また，初動体

制における情報班，保修班，放射線管理班，運転班は，参集し

た要員による班員数の増加により，現場の応急対応を長期に渡

り円滑かつ確実に実施することが可能となる。さらに，参集し

た要員により，中長期的な対応等を検討する技術班が全体体制

の中で設置される。なお，残りの要員は交代要員として待機す

る。（第 1.0.10－2図） 

(b) 非常招集となる要員 

緊急時対策本部（全体体制）については，発電所員約 540

名のうち，約 390名（令和３年３月現在）が 10km圏内に在

住しており，数時間で相当数の要員の非常招集が可能であ

る。（別紙７） 

 

なお，夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）におい

て，重大事故等が発生した場合の重大事故等に対処する要

員の参集動向（所在場所（準備時間を含む。）～集合場所

（情報収集時間を含む。）～発電所までの参集に要する時

間）を評価した結果，要員の参集手段が徒歩移動のみを想

定した場合かつ，年末年始やゴールデンウィーク等の大型

連休であっても，７時間以内に参集可能な重大事故等に対

処する要員は 150名以上（発電所員約 540名の約３割）と

考えられる。このことから，夜間及び休日（平日の勤務時

間帯以外）の初動体制の拡大を図り，長期的な事故対応を

行うために外部から発電所へ参集する緊急時対策要員（54

名※２）は，要員参集の目安としている８時間以内に確保可

能であることを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

※２要員数については，今後の訓練等の結果により人数を見直

す可能性がある。 

 

非常招集により参集した重大事故等に対処する要員の中から

状況に応じて必要要員を確保し，夜間及び休日（平日の勤務時

間帯以外）の体制から緊急時対策本部の体制に移行する。な

お，残りの要員については交替要員として待機させる。 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

島根２号炉は，参集

の目安である８時間で

参集可能な 10km圏内と

して設定 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

島根２号炉は，有効

性評価シナリオで参集

要員を考慮していない

が，重大事故等への対

応にあたって，外部か

らの参集要員の目安時

間を設定 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 通報連絡 

原子力警戒態勢又は緊急時態勢が発令された場合の通報連絡

は通報班が行うが，夜間及び休日の場合，発電所に常駐してい

る緊急時対策要員のうち 5名（対外対応統括，通報班，立地・

広報班）並びに本社通報対応者 3名で行うものとし，内閣総理

大臣，原子力規制委員会，新潟県知事，柏崎市長，刈羽村長及

びその他定められた通報連絡先に，所定の様式により FAXを用

いて一斉送信することにより，複数地点への連絡を迅速に行う

体制とする。（別紙 6） 

 (b) 非常招集により参集する対象者 

発電所外から参集する災害対策本部の要員は，夜間及び休日

（平日の勤務時間帯以外）においても，拘束当番として 72名

を確保する。 

確保する拘束当番者の選定に当たっては，対象者の居住場所

を考慮する。他操作との流動性が少ない特定の力量を有する参

集要員（運転員）については，参集の確実さを向上させるため

に，あらかじめ発電所近傍に待機させる運用とする。また，保

修班において作業に必要な有資格者（各種主任技術者や大型車

両及びクレ－ンなどの免状取得者）を配置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 通報連絡 

災害対策本部の全体体制における重大事故等発生時における

通報連絡は情報班が行うが，夜間及び休日（平日の勤務時間帯

以外）に重大事故等が発生した場合には，発電所に常駐する初

動体制における当直発電長又は通報連絡要員が，内閣総理大

臣，原子力規制委員会，茨城県知事，東海村村長，原子力防災

専門官，原子力緊急時支援・研修センター及びその他定められ

た通報連絡先に，所定の様式によりＦＡＸを用いて一斉送信す

ることにより，複数地点への連絡を迅速に行う。（別紙 5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｄ．自衛消防隊 

夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）に火災が発生し

た際，発電所に常駐している自衛消防隊長及び初期消火要

員による初期消火活動を実施する。 

初期消火要員は，常時 10名以上で編成し，当直長１名，

運転員２名，連絡責任者１名，誘導員１名及び消防チーム

（初期消火活動を専任とする）６名を配置している。 

重大事故等に対処する要員参集後は，自衛消防隊長１

名，消防チーム６名に，参集した消火班８名も加わった自

衛消防体制を構築する。 

重大事故等の対応中に発電所敷地内で現場操作を妨げる

ような火災が発生した場合には，緊急時対策要員のうち，

給水・送水確保要員６名を活用するが，消火活動が終了し

た時点で，自衛消防隊長の判断により速やかに重大事故等

の対応に係る現場操作に戻ることとしている。 

 

上記の体制を構築することにより，夜間及び休日（平日

の勤務時間帯以外）に火災が発生した際にも，重大事故等

の対応に影響を及ぼすことがないようにする。（別紙２） 

(3) 通報連絡 

緊急時体制が発令された場合の通報連絡は情報管理班及び通

報班が行うが，夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）の場

合，発電所に常駐している連絡責任者１名，連絡担当者３名の

計４名で行うものとし，内閣総理大臣，原子力規制委員会，島

根県知事，松江市長，鳥取県知事及びその他定められた通報連

絡先に，所定の様式によりＦＡＸを用いて一斉送信することに

より，複数地点への連絡を迅速に行う体制とする。（別紙５） 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，有効

性評価シナリオで参集

要員を考慮していない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，発電

所に常駐している要員

のみで通報連絡を実施 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

a． 内閣総理大臣，原子力規制委員会，新潟県知事，柏崎市長

及び刈羽村長に対しては，電話で FAX の着信の確認を行

うとともに，その他通報連絡先へも FAX を送信した旨を

連絡する。 

b． その後，緊急時対策要員の召集で，参集した通報班の要員

確保により，更なる時間短縮を図る。 

 

 

(4) 発電所対策本部内における各機能班との情報共有について 

発電所対策本部内における各機能班，本社対策本部間との基

本的な情報共有方法は以下のとおりである。今後の訓練等で有

効性を確認し適宜見直していく。（第 11図） 

 

a． プラント状況，重大事故等への対応状況の情報共有 

①号機班が安全パラメータ表示システム（SPDS）及び通信

連絡設備を用い，当直長又は当直副長からプラント状況

を逐次入手し，ホワイトボード等に記載するとともに，

主要な情報について発電所対策本部全体に共有するため

発話する。 

②計画班は，情報共有ツールをもとにプラントパラメータ

を確認し，状況把握，今後の進展予測，中期的な対応・

戦略を検討する。 

③各機能班は，適宜，入手したプラント状況，周辺状況，

重大事故等への対応状況をホワイトボード等に記載する

とともに，適宜 OA 機器（パーソナルコンピュータ等）内

の共通様式に入力することで，対策本部内の全要員，本

社対策本部との情報共有を図る。 

④号機統括は，配下の各機能班の発話，情報共有ツールを

もとに全体の状況把握，今後の進展予測・戦略検討に努

めるとともに，定期的に配下の各班長を召集して，プラ

ント状況，今後の対応方針について説明し，状況認識，

対応方針を共有する。 

⑤本部長は定期的に各統括と対外対応を含む対応戦略等を

協議し，その結果を本部席から対策本部内の全要員に向

けて発話し，全体の共有を図る。 

⑥号機班を中心に，本部長，各統括の発話内容を OA 機器内

の共通様式に入力し，発信情報，意思決定，指示事項等

の情報を更新することにより，情報共有を図る。 

ａ．各通報連絡先に対しては，あらかじめ指名された通報連絡

当番者が電話により，ＦＡＸの着信確認又はＦＡＸを送信

した旨を連絡する。 

 

ｂ．その後，災害対策要員の招集により通報連絡要員を確保

し，更なる時間短縮を図る。 

 

 

(4) 災害対策本部内の情報共有について 

災害対策本部内及び本店対策本部との基本的な情報共有方法

は，以下のとおりである。今後の訓練等で有効性を確認し適宜

見直していく。（第 1.0.10－11図, 第 1.0.10－12図，第

1.0.10－13図） 

ａ．プラント状況，重大事故等への対応状況の情報共有 

①情報班は，通信連絡設備を用い当直発電長又は情報班員から

プラント状況を逐次入手し，ホワイトボード等に記載すると

ともに，主要な情報を災害対策本部に報告する。 

 

 

②技術班は，ＳＰＤＳデ－タ表示装置によりプラントパラメー

タを監視し，状況把握，今後の進展予測及び中期的な対応・

戦略を検討する。 

③各作業班は，適宜，入手したプラント状況，周辺状況，重大

事故等への対応状況をホワイトボード等に記載するととも

に，適宜ＯＡ機器（パーソナルコンピュータ等）内の共通様

式に入力することで，災害対策本部内の全要員，本店対策本

部との情報共有を図る。 

④本部長代理は，本部と各作業班の発話，情報共有記録をもと

に全体の状況把握，今後の進展予測・戦略検討に努めとも

に，プラント状況，今後の対応方針について災害対策本部内

に説明し，状況認識，対応方針の共有化を図る。 

 

⑤本部長代理は，定期的に対外対応を含む対応戦略等を災害対

策本部本部員と協議し，その結果を災害対策本部内の全要員

に向けて発話し，全体の共有を図る。 

⑥情報班を中心に，本部長，本部長代理，各本部員の発話内容

をＯＡ機器内の共通様式に入力し，発信情報，意思決定，指

示事項等の情報を記録・保存し，情報共有を図る。 

ａ．内閣総理大臣，原子力規制委員会，島根県知事，松江市長

及び鳥取県知事に対しては，電話でＦＡＸの着信の確認を

行うとともに，その他通報連絡先へもＦＡＸを送信した旨

を連絡する。 

ｂ．その後，重大事故等に対処する要員の招集で，参集した情

報管理班及び通報班の要員確保により，更なる時間短縮を

図る。 

 

(4) 緊急時対策本部内における各機能班との情報共有について 

緊急時対策本部内における各機能班，緊急時対策総本部との

基本的な情報共有方法は以下のとおりである。今後の訓練等で

有効性を確認し適宜見直していく。（第 10図） 

 

ａ．プラント状況，重大事故等への対応状況の情報共有 

①プラント監視班が安全パラメータ表示システム（ＳＰＤ

Ｓ）及び通信連絡設備を用い，当直長又は当直副長から

プラント状況を逐次入手し，ホワイトボード等に記載す

るとともに，主要な情報について緊急時対策本部内全体

に共有するため発話する。 

②技術班は，ＳＰＤＳデータ表示装置をもとにプラントパ

ラメータを確認し，状況把握，今後の進展予測及び中期

的な対応・戦略を検討する。 

③各機能班は，適宜，入手したプラント状況，周辺状況，

重大事故等への対応状況をホワイトボード等に記載する

とともに，適宜ＯＡ機器(パーソナルコンピュータ等)内

の共通様式に入力することで，緊急時対策本部内の全要

員，緊急時対策総本部との情報共有を図る。 

④プラント監視統括，復旧統括は，配下の各機能班の発

話，ＳＰＤＳデータ表示装置をもとに全体の状況把握，

今後の進展予測・戦略検討に努めるとともに，定期的に

配下の各班長に対して，プラント状況，今後の対応方針

について説明し，状況認識，対応方針を共有する。 

⑤本部長は，定期的に各統括と対外対応を含む対応戦略等

を協議し，その結果を本部席から緊急時対策本部内の全

要員に向けて発話し，全体の共有を図る。 

⑥情報管理班を中心に，本部長，各統括の発話内容をＯＡ

機器内の共通様式に入力し，発信情報，意思決定，指示

事項等の情報を更新することにより，情報共有を図る。 

柏崎 6/7は本社要員

も通報連絡を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・体制の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は単号炉

申請のため，号機班を

配置していない 

・体制の相違 

【東海第二】 

 東海第二は情報班員

を中央制御室に配置

し，プラント情報を入

手 

島根２号炉は，プラ

ント監視班長又は連絡

責任者と当直長が連絡

を取りプラント情報を

入手 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

b． 指示・命令，報告 

①各機能班は各々の責任と権限があらかじめ定められてお

り，本部席での発話や他の機能班から直接聴取，OA 機器

内の共通様式からの情報に基づき，自律的に自班の業務

に関する検討・対応を行うとともに，その対応状況をホ

ワイトボード等への記載，並びに OA 機器内の共通様式に

入力することで，対策本部内の情報共有を図る。また，

重要な情報について上司である統括へ報告するが，無用

な発話，統括への報告・連絡・相談で対策本部内の情報

共有を阻害しないように配慮している。 

 

②各統括は，配下の各班長から報告を受け，各班長に指

示・命令を行うとともに，重要な情報について，適宜本

部席で発話することで情報共有する。 

③本部長は，各統括からの発話，報告を受け，適宜指示・

命令を出す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④号機班を中心に，本部長，各統括の指示・命令，報告，

発話内容を OA 機器内の共通様式に入力することで，本部

対策内の全要員，本社対策本部との情報共有を図る。 

 

 

c． 本社対策本部との情報共有 

発電所対策本部と本社対策本部の情報共有は通信連絡設

備，OA機器内の共有様式を用いて行う。 

 

 

 

 

ｂ．指示・命令，報告 

①災害対策本部では，指揮命令は本部長を最上位とし，階層構

造の上位から下位に行われる。一方，下位から上位へは，プ

ラント状況や対応状況等が報告される。東日本大震災時にお

ける東海第二発電所での対応経験を踏まえ，情報班員を中央

制御室に平時から待機させることで，重大事故等発生時に

は，情報班員がプラント状況や中央制御室の状況を重大事故

等発生の直後から災害対策本部に報告する。また，各班の対

応状況についても各本部員より災害対策本部内に適宜報告さ

れることから，常に綿密に情報が共有される。 

 

 

 

 

②本部長は，本部長代理からの発話，報告を受け，適宜指示・

命令を行う。 

③本部長代理は，実施組織及び支援組織の各班の作業及び関連

する情報の報告を受けて取り纏め，本部長に報告する。ま

た，実施組織及び支援組織の各班の本部員に具体的な指示・

命令を行う。 

④各本部員は，配下の各作業班長から報告を受け，各班長に指

示・命令を行うとともに，重要な情報を災害対策本部内で適

宜発話し情報共有するとともに，本部長代理に報告する。 

⑤各作業班長は，各班員に対応の指示を行うとともに，班員の

対応状況等の情報を入手し，情報を整理した上で本部員へ報

告する。 

⑥情報班を中心に，本部長，本部長代理，各本部員の指示・命

令，報告，発話内容をホワイトボード等への記載，並びにＯ

Ａ機器内の共通様式に入力することで，災害対策本部内の全

要員，本店対策本部との情報共有を図る。 

 

ｃ．本店対策本部との情報共有 

災害対策本部と本店対策本部間の情報共有は，テレビ会議シ

ステム，通信連絡設備，ＯＡ機器内の共通様式を用いて行う。 

 

 

 

 

ｂ．指示・命令，報告 

①各機能班は，各々の責任と権限があらかじめ定められて

おり，本部席での発話や他の機能班から直接聴取，ＯＡ

機器内の共通様式からの情報に基づき，自律的に自班の

業務に関する検討・対応を行うとともに，その対応状況

をホワイトボード等への記載，並びにＯＡ機器内の共通

様式に入力することで，緊急時対策本部内の情報共有を

図る。また，重要な情報について上司である統括へ報告

するが，無用な発話，統括への報告・連絡・相談で緊急

時対策本部内の情報共有を阻害しないように配慮してい

る。 

②各統括は，配下の各班長から報告を受け，各班長に指

示・命令を行うとともに，重要な情報について，適宜本

部席で発話することで情報共有する。 

③本部長は，各統括からの発話，報告を受け，適宜指示・

命令を出す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④情報管理班を中心に，本部長，各統括の指示・命令，報

告，発話内容をＯＡ機器内の共通様式に入力すること

で，緊急時対策本部内の全要員，緊急時対策総本部との

情報共有を図る。 

 

ｃ．緊急時対策総本部との情報共有 

緊急時対策本部と緊急時対策総本部の情報共有は，テレ

ビ会議システム，通信連絡設備，ＯＡ機器内の共通様式を

用いて行う。 

 

 

 

 

 

 

・体制の相違 

【東海第二】 

 東海第二は情報班員

を中央制御室に配置

し，プラント情報を入

手 

島根２号炉は，プラ

ント監視班長又は連絡

責任者と当直長が連絡

を取りプラント情報を

入手 
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(5) 交替要員の考え方 

平日の勤務時間帯に原子力警戒態勢又は緊急時態勢が発令さ

れた場合，電話，送受話器等にて発電所構内の緊急時対策要員

及び発電用原子炉主任技術者に対して非常召集を行う。 

 

夜間及び休日の場合，発電所内に宿直している運転員 18 名

及び緊急時対策要員の初動要員 44名（主要な統括・班長を含

む。）にて初期対応を実施する（第 2図）。それ以外の緊急時

対策要員は，自動呼出・安否確認システムにより非常召集され

る（第 8図）。（(2)発電所対策本部の要員参集 c.発電所外か

ら発電所に参集する緊急時対策要員 参照 

 

 

 

6号及び 7号炉の発電用原子炉主任技術者については，重大

事故等の発生連絡を受けた後，速やかに発電所対策本部に駆け

つけられるよう，早期に非常召集が可能なエリア（柏崎市若し

くは刈羽村）にそれぞれ 1名待機させる。 

発電用原子炉主任技術者は，非常召集中であっても通信連絡

設備（衛星電話設備（可搬型）等）を携行することにより，発

電所対策本部からプラントの状況，対策の状況等の情報連絡が

受けられるとともに自ら確認することができる。 

 

また，初動後の交替についても考慮し，主要な統括・班長，

6号及び 7号炉の発電用原子炉主任技術者の交替要員について

も，発電所への参集が可能となるよう配慮する。 

 

平日の勤務時間帯，夜間及び休日の場合いずれの場合も，時

間の経過とともに必要とする人員（106名：第 1図）以上が集

まることから，長期的対応に備え，対応者と待機者を人選す

る。（第 9図，別紙 8） 

 

 

必要人数を発電所に残し，残りは発電所外（原子力事業所災

害対策支援拠点，自宅等）で待機し，基本的に 12時間（目

途）ごとに発電所外で待機している要員と交替することで長期

的な対応にも対処可能な体制を構築する。 

 

(5) 交代要員の考え方 

平日の勤務時間帯に重大事故等が発生した場合には，送受話

器（ページング），所内放送等にて発電所構内の災害対策本部

体制を構成する災害対策要員及び発電用原子炉主任技術者に対

し非常招集を行う。 

夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）に重大事故等が発生

した場合には，当直（運転員）7名及び発電所構内に宿直して

いる重大事故等に対処する災害対策要員 32名にて初期対応を

実施する（第 1.0.10－2図，第 1.0.10－8図）。それ以外の災

害対策要員及び発電用原子炉主任技術者は，一斉通報システム

により非常招集される。（第 1.0.10－9図）※３ 

※3 (2)災害対策本部の要員招集 c.発電所外から発電所に招

集する災害対策要員を参照 

 

非常招集の対象となる発電用原子炉主任技術者又は代行者に

ついては，招集連絡を受けた後，速やかに災害対策本部に駆け

つけられるよう，東海村又は隣接市町村に配置する。 

 

発電用原子炉主任技術者は，参集途上であっても通信連絡手

段（衛星電話設備（携帯型）等）を携行することにより，災害

対策本部からプラントの状況及び対策の状況等を確認あるいは

情報連絡を受けることができる。 

 

また，初動対応者の交代を考慮し，主要な本部要員，班長，

発電用原子炉主任技術者の交代要員は，発電所に比較的早期に

参集できるように配慮する。 

 

平日の勤務時間帯，夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）

のいずれの場合も，参集する災害対策要員は時間の経過に伴っ

て増加し全体体制の要員数（111名：第 1.0.10－1図）以上に

なる。このため，長期的対応に備えて，対応者と待機者を人選

する（第 1.0.10－9図）。 

 

必要人数を発電所に残し，残りは発電所外（原子力事業所災

害対策支援拠点，自宅等）で待機する。対応者は，基本的には

12時間（目途）ごとに待機要員と交替することで長期的な対

応にも対処可能な体制を構築する。 

 

(5) 交替要員の考え方 

平日の勤務時間帯に緊急時体制が発令された場合，電話，所

内通信連絡設備等にて発電所構内の重大事故等に対処する要員

に対して非常招集を行う。 

 

夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）の場合，発電所内に

宿直している運転員７名及び緊急時対策要員及び自衛消防隊の

初動要員 38名にて初期対応を実施する（第２図）。それ以外

の重大事故等に対処する要員は，要員招集システムにより非常

招集される（第７図）。（(2) 緊急時対策本部の要員参集 

ｃ．発電所外から発電所に参集する重大事故等に対処する要員 

参照） 

 

 

発電用原子炉主任技術者については，重大事故等の発生連絡

を受けた後，速やかに緊急時対策本部に駆けつけられるよう，

早期に非常招集が可能なエリア（松江市）に発電用原子炉主任

技術者又は代行者を１名待機させる。 

発電用原子炉主任技術者は，参集途上であっても通信連絡設

備（衛星電話設備（携帯型）等）を携行することにより，緊急

時対策本部からプラントの状況，対策の状況等の情報連絡が受

けられるとともに自ら確認することができる。 

 

また，初動後の交替についても考慮し，主要な統括・班長，

発電用原子炉主任技術者の交替要員についても，発電所への参

集が可能となるよう配慮する。 

 

平日の勤務時間帯，夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）

のいずれの場合も，参集する重大事故等に対処する要員は時間

の経過に伴って増加し全体体制の要員数（101名：第１図）以

上になる。このため，長期的対応に備えて，対応者と待機者を

人選する（第８図，別紙７）。 

 

必要人数を発電所に残し，残りは発電所外（原子力事業所災

害対策支援拠点，自宅等）で待機し，基本的に 12時間（目

途）ごとに発電所外で待機している要員と交替することで長期

的な対応にも対処可能な体制を構築する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・申請号炉数の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は単号炉

申請のため，２号炉の

炉主任のみを対象 
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なお，プルーム通過時においても対応する必要がある活動に

対し，緊急時対策所に交替要員を確保した必要最小限の体制

（主要な統括・班長，6号及び 7号炉の発電用原子炉主任技術

者をそれぞれ 2名確保）を構築する（第 3図）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお，プルーム通過時には，必要な活動に対して交替要員を

考慮した最小限の要員を緊急時対策所，中央制御室及び現場

（原子炉建屋付属棟 3階）に合計 72名が待機する。 

緊急時対策所には 66名（内訳：主要な本部員・班長，発電

用原子炉主任技術者の災害対策対応 24名とその交替要員 24

名，中央制御室から退避 4名，現場から退避 14名）が待機

し，中央制御室待避室には同様に 3名（内訳：当直 3名）が待

機し，現場（原子炉建屋付属棟 3階）にも同様に 3名（内訳：

重大事故等対応要員である運転班員 3名）が待機する。なお，

プルーム通過中は，現場作業は行わないが，緊急時対策所の各

班の機能は維持される。（第 1.0.10－4図）。 

 

(6) プルーム通過前後の体制の移行 

ａ．プルーム通過前 

緊急時対策所の災害対策本部の体制は，格納容器ベントに伴

うプルームの通過に備え，プルーム通過前に災害対策本部の体

制を変更する。プルーム通過時においても緊急時対策所に必要

な災害対策要員を残し，それ以外の災害対策要員は事前に原子

力事業所災害対策支援拠点に一時退避する。 

中央制御室の当直（運転員）及び情報班員は,プルーム通過

中の監視に必要な要員を除き緊急時対策所に退避する。中央制

御室で監視に当たる当直（運転員）は，中央制御室待避室を正

圧化させてプルームの通過に備える。 

 

また，格納容器ベント対応のために第二弁操作室で操作に当

たる運転班班員も，プルーム通過前に第二弁操作室に移動し，

第二弁操作室を正圧化させてプルーム通過に備える。 

 

 

ｂ．プルーム通過中 

プルーム通過中は，重大事故等の現場対応は実施できない

が，緊急時対策所における災害対策本部の本部長及び本部員に

よる本部体制及び各班の機能は維持され，ＳＰＤＳデータ表示

装置や監視カメラ等を用いてプラント状況や周囲状況の把握及

び作業再開後の対応について，緊急時対策所内で議論される。 

プルーム通過後の作業再開は，可搬型モニタリング・ポスト等

の指示が急激に低下し，指示が安定したことをもって判断す

る。 

なお，格納容器ベントに伴うプルーム通過時には，必要な活

動に対して交替要員を考慮した最小限の要員を緊急時対策所及

び中央制御室に合計 69名が待機する。 

緊急時対策所には，64名（内訳：主要な本部員，統括，班

長，発電用原子炉主任技術者等の 23名とその交替要員 23名，

中央制御室から待避４名，現場から待避 14名）が待機し，中

央制御室待避室には同様に５名（内訳：当直長１名，２号当直

副長１名，２号当直主任又は２号運転士１名，２号補助運転士

２名）が待機する。なお，プルーム通過中は，現場対応は行わ

ないが，緊急時対策所の各班の機能は維持される（第３図）。 

 

 

(6) 格納容器ベントに伴うプルーム通過前後の体制の移行 

 ａ．プルーム通過前 

緊急時対策本部の体制は，格納容器ベントに伴うプルームの

通過に備え，プルーム通過前に緊急時対策本部の体制を変更す

る。プルーム通過時においても緊急時対策所に必要な重大事故

等に対処する要員を残し，それ以外の重大事故等に対処する要

員は事前に原子力事業所災害対策支援拠点等に一時退避する。 

  中央制御室の運転員は，プルーム通過中の監視に必要な要員

を除き緊急時対策所に待避する。中央制御室で監視に当たる運

転員は，中央制御室待避室を正圧化させてプルームの通過に備

える。 

 

 

 

 

 

 

 ｂ．プルーム通過中 

  プルーム通過中は，重大事故等の現場対応は実施できない

が，緊急時対策所における緊急時対策本部の本部長及び各統

括・班長による本部体制及び各班の機能は維持され，ＳＰＤＳ

データ表示装置や監視カメラ等を用いてプラント状況や周囲状

況の把握及び作業再開後の対応について，緊急時対策所内で議

論される。プルーム通過後の作業再開は，可搬式モニタリン

グ・ポスト等の指示が減少に転じ，指示が安定したことをもっ

て判断する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，情報

管理班員は緊急時対策

所において対応し，現

場でベント対応を行っ

た運転員は中央制御室

待避室に一時待避 
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ｃ．プルーム通過後 

プルームの通過が判断され次第，緊急時対策所建屋の空調を

正圧化状態から空気浄化モードに移行し，緊急時対策所建屋の

チェンジングエリアの運用を再開する。第二弁操作室に待機し

ていた運転班員の緊急時対策所への帰還は，チェンジングエリ

アの運用再開後を原則とするが，チェンジングエリアの運用開

始前に，やむを得ず帰還する必要がある場合には，緊急時対策

所建屋内のエアロックのエリアにおいて，放射線防護具の脱衣

及び汚染検査を行う。 

プルーム通過前に緊急時対策所に退避していた中央制御室の

当直（運転員）及び情報班員は，プルーム通過後，中央制御室

のチェンジングエリアの運用が再開され次第中央制御室に移動

する。また，原子力事業所災害対策支援拠点に退避していた災

害対策要員を，本部長は災害対策本部の体制をプルーム通過時

の体制から重大事故等時の対応体制に戻すことに合わせ，発電

所に要員を招集する。 

 

(7) 廃止措置中の東海発電所の原子力防災体制との関係 

廃止措置中の東海発電所は全ての核燃料は搬出済みであり，

今後，原子炉構造物が解体される。東海発電所には核燃料物質

がないため，東海第二発電所のような重大事故等が発生するこ

とはない。 

しかし，東海発電所において原災法及び関連法令に定める特

定事象が発生した場合には，東海第二発電所及び東海発電所で

同時に災害対策本部を確立することとなる。 

災害対策要員の観点から，東海第二発電所及び東海発電所に

災害対策本部を確立した場合における東海第二発電所の重大事

故等対応が東海発電所の事故対応から受ける影響について以下

に示す。 

 

ａ．東海発電所で発生が想定される事故 

「原災法」及び「原子力災害対策特別措置法施行令」では，

国民の生命及び財産の保護の観点から，これに影響する又は影

響する可能性がある事象が発生した場合には，事業者の通報が

要求されている。さらに，「原子力災害対策指針」及び「原子

力災害対策特別措置法に基づき原子力防災管理者が通報すべき

事象等に関する規則」では，原子炉の状況に応じた通報すべき

事象（ＥＡＬ）が定められている。 

 ｃ．プルーム通過後 

  プルームの通過が判断され次第，緊急時対策所の空調を緊急

時対策所正圧化装置（空気ボンベ）による加圧状態から緊急時

対策所空気浄化送風機への切替えを行い，緊急時対策所のチェ

ンジングエリアの運用を再開する。 

 

 

 

 

プルーム通過前に緊急時対策所に待避していた中央制御室の

運転員は，プルーム通過後，中央制御室のチェンジングエリア

の運用が再開され次第中央制御室に移動する。また，原子力事

業所災害対策支援拠点等に退避していた重大事故等に対処する

要員を，本部長は緊急時対策本部の体制をプルーム通過時の体

制から重大事故等時の対応体制に戻すことに合わせ，発電所に

要員を招集する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，現場

でベント対応を行った

運転員も中央制御室待

避室に一時待避 

 

 

 

 

 

 

 

 

・体制の相違 

【東海第二】 

②の相違 
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廃止措置中の東海発電所に該当するＥＡＬは「敷地境界付近

の放射線量の上昇」，「火災爆発等による管理区域外での放射

線の放出」及び「事業所外運搬での放射線量の上昇」がある。 

東海発電所廃止措置計画認可申請書（平成 23年度申請）で

は，廃止措置作業においてＥＡＬに該当する可能性がある事象

として，「廃止措置工事において発生した放射性物質（粉じ

ん）を捕捉した高性能粒子フィルタの破損による敷地境界の線

量率の上昇」等が記載されている。また，廃止措置作業におい

て「事業所内外運搬で，輸送容器からの放射性物質の流出によ

る放射線量の上昇」も挙げられる。 

このように，廃止措置中の東海発電所においても原災法第

10条に該当する特定事象が発生する可能性があり，これが，

東海第二発電所の重大事故等と同時に発生した場合には，東海

第二発電所と東海発電所において災害対策本部を同時に確立す

ることとなる。 

 

 

ｂ．東海第二発電所災害対策要員の東海発電所災害対策要員と

の関係 

東海第二発電所と東海発電所の災害対策要員は，原則として

別組織とするが，東海第二発電所の災害対策本部の一部の要員

は，東海発電所の災害対策本部の要員を兼務する。 

重大事故等の対応に係る現場作業を行う要員及びその要員に指

示をする要員並びに特定施設に係る課題等の専門的な現場作業

又は検討を行う要員は，各発電所の独立した組織とするが，下

記に示すとおり，東海発電所の災害対策の災害対策本部体制と

別組織とすることで安全上の阻害的影響がある要員は，東海発

電所の災害対策本部の要員と兼務する。 

東海第二発電所と東海発電所の災害対策要員を兼務する要員

は，以下のとおり。 

(a) 災害対策本部長 

 他発電所への悪影響を及ぼす事故状況を把握した上で，両発

電所に係る事故対応上の意思決定（要員の避難，作業中断等）

が必要である。このため，別組織の要員では，事故収束及び要

員の安全確保に支障を来す。 

(b) 広報班 

 広報においては，同一敷地内に二つの発電所がある場合，両

発電所の状況に関する情報を統合して同時に提供する必要があ
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3．発電所外における重大事故等対策に係る体制について 

発電所において原子力警戒態勢又は緊急時態勢の発令を受け

た場合，発電所における重大事故等対策に係る活動を支援する

体制を構築する。（第 12 図） 

 

以下に発電所外における体制について示す。 

 

(1) 本社対策本部 

a． 本社対策本部の体制概要 

(a) 社長の役割 

社長は，本社対策本部の本部長として統括管理を行い，

全社大での体制にて原子力災害対策活動を実施するため本

社対策本部長としてその職務を行う。なお，社長が不在の

場合は，あらかじめ定めた順位に従い，本社対策本部の副

本部長がその職務を代行する。 

 (b) 本社対策本部の構成 

本社対策本部は，原子力部門のみでなく他部門も含めた

全社大での体制にて，重大事故等の拡大防止を図り，事故

により放射性物質を環境に放出することを防止するため

に，特に中長期の対応について発電所対策本部の活動を支

援することとし，事故進展評価及び放射線管理に関する支

る。このため，別組織の要員が個々に情報提供すると，報道機

関や住民に混乱を招く。 

(c) オフサイトセンター対応 

 オフサイトセンターの情報提供においては，同一敷地内に二

つの発電所がある場合，両発電所の状況に関する情報を統合し

て同時に提供する必要がある。このため，別組織の要員が個々

に情報提供すると，他機関の円滑な防災業務の遂行に支障を来

す。 

 

また，広報班及びオフサイトセンターに指示・命令する本部

長代理についても，同様に，安全性への影響の観点から兼務と

する。 

東海第二発電所災害対策要員 111名は，東海第二発電所専従

要員 97名及び兼務要員 14名から構成される。なお，東海発電

所災害対策要員 72名は，東海発電所専従者 58名及び兼務者

14名により構成される。（別紙 6） 

 

3. 発電所外における重大事故等対策に係る体制について 

発電所において原子力警戒事態又は非常事態が宣言された場

合，本店対策本部及び原子力事業所災害対策支援拠点におい

て，発電所における重大事故等対策に係る活動を支援する体制

を構築する。（第 1.0.10－12図） 

以下に発電所外における体制について示す。 

 

(1) 本店対策本部 

ａ．本店対策本部の体制概要 

(a) 本店対策本部長（社長）の役割 

社長は，本店対策本部長として統括管理を行い，全社大での

体制にて原子力災害対策活動を実施するため，本店対策本部長

としてその職務を行う。なお，社長が不在の場合は，あらかじ

め定めた順位に従い，本店対策本部の副本部長がその職務を代

行する。 

(b) 本店対策本部の構成 

本店対策本部は，重大事故等の拡大防止を図り，事故により

放射性物質を環境に放出すること防止するために，特に中長期

の対応について災害対策本部の活動を支援する。 

重大事故等の応急対応を実施する災害対策本部の各班を支援

するために，本店対策本部には対応する各班を設置するととも

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 発電所外における重大事故等対策に係る体制について 

発電所において緊急時体制の発令を受けた場合，緊急時対策

総本部及び原子力事業所災害対策支援拠点において，発電所に

おける重大事故等対策に係る活動を支援する体制を構築する。

（第 11図） 

以下に発電所外における体制について示す。 

 

(1) 緊急時対策総本部 

ａ．緊急時対策総本部の体制概要 

(a) 社長の役割 

社長は，緊急時対策総本部の総本部長として統括管理を

行い，全社大での体制にて原子力災害対策活動を実施する

ため緊急時対策総本部長としてその職務を行う。なお，社

長が不在の場合は，あらかじめ定めた順位に従い，緊急時

対策総本部の副総本部長がその職務を代行する。 

 (b) 緊急時対策総本部の構成 

緊急時対策総本部は，原子力部門のみでなく他部門も含

めた全社大での体制にて，重大事故等の拡大防止を図り，

事故により放射性物質を環境に放出することを防止するた

めに，特に中長期の対応について緊急時対策本部の活動を

支援することとし，事故進展評価及び放射線管理に関する
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援の他，発電所対策本部が事故対応に専念できるよう発電

所対策本部が必要とする資機材や人員の手配・輸送，社内

外の情報収集及び災害状況の把握，報道機関への情報発

信，原子力緊急事態支援組織等関係機関への連絡，原子力

事業所災害対策支援拠点の選定・運営，他の原子力事業者

等への応援要請やプラントメーカ等からの対策支援対応

等，技術面・運用面で支援する体制を整備する。（第 13

図） 

復旧統括：発電所事故対応作業の支援統括 

復旧班：発電所の復旧方法の検討，立案及び発電所への助

言等 

計画・情報統括：プラント情報や放射線に関する情報，事

故進展評価等の統括 

情報班：事故状況，対応状況の把握及び本社対策本部内で

の情報共有，一元管理 

計画班：事故状況の把握，進展評価，環境への影響評価，

発電所の復旧計画の策定支援等 

保安班：放射性物質の放出量評価，周辺環境への影響の予

測・評価，放射線管理用資機材の配備，発電所関

係者の線量管理等の支援等 

対外対応統括：対外対応活動の統括 

情報発信に関して社会的感性に基づいた本部長への提言 

官庁連絡班：原子力規制庁等の関係官庁への通報連絡及び

官庁への情報提供と質問対応等 

広報班：広報活動における全社統一方針と戦略の策定及び

プレス対応（プレス文，QA作成含む）等 

立地班：発電所の立地地域対応の支援，自治体・緊急事態

応急対策等拠点施設（以下「オフサイトセンタ

ー」という。）への情報提供，自治体・オフサイ

トセンターからの要望対応等 

総務統括：発電所復旧要員が的確に復旧活動を行うための

支援の統括 

通信班：社内外関係各所との通信連絡設備について復旧・

確保の支援等 

総務班：本社対策要員の非常召集，発電所対策要員の職場

環境の整備，人員輸送手段の確保等 

厚生班：本社対策本部における食料・被服の調達及び宿泊

関係の手配，発電所対策要員の食料・被服の調達

に，災害対策本部が事故対応に専念できるように，社内外の情

報収集及び災害状況の把握，報道機関への情報発信，原子力緊

急事態支援組織等関係機関への連絡，原子力事業所災害対策支

援拠点の選定・運営を行う各班を設置する。 

また，他の原子力事業者等への応援要請やプラントメーカ等

からの対策支援対応等，技術面・運用面で支援する体制を整備

する。（第 1.0.10－13図） 

 

情報班：事故に関する情報の収集，災害対策本部への指導・

援助及び本店対策本部内での連絡調整，社外関係機

関との連絡・調整及び法令上必要な連絡，報告等 

庶務班：通信施設の確保，要員の確保，応援計画案の作成及び

各班応援計画の取り纏め等 

広報班：報道機関等の対応，広報関係資料の作成，応援計画案

の作成等 

技術班：原子炉・燃料の安全に係る事項の検討，発電所施設・

環境調査施設の健全性確認，災害対策本部が行う応急

活動の検討，応援計画案の作成等 

放射線管理班：放射線管理に係る事項の検討，個人被ばくに係

る事項の検討，応援計画の作成等 

保健安全班：緊急被ばく医療に係る事項の検討，応援計画案の

作成等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支援の他，緊急時対策本部が事故対応に専念できるよう緊

急時対策本部が必要とする資機材や人員の手配・輸送，社

内外の情報収集及び災害状況の把握，報道機関への情報発

信，原子力緊急事態支援組織等関係機関への連絡，原子力

事業所災害対策支援拠点の選定・運営，他の原子力事業者

等への応援要請やプラントメーカ等からの対策支援対応

等，技術面・運用面で支援する体制を整備する。（第 12

図） 

統括班：緊急時対策総本部指令の伝達，情報収集，社外

関係個所への連絡及び関係官庁等への報告連

絡，応急措置の検討，統合原子力防災ネットワ

ークの接続確保，その他緊急時対策総本部運営

に関する事項 

放射線班：放射線被ばく状況の把握・推定，原子力災害

医療，その他放射線管理に関する事項 

技術班：事故状況の把握・評価，統括班支援 

広報班：報道機関対応，お客さまへの広報関係，社外諸

団体との折衝 

総務班：食料等の調達及び宿泊施設の手配，被害申出窓

口の開設 

警備班：警備関係 

資材班：応急復旧用資機材及び輸送手段の確保，その他

必要な物品の調達 

労務班：従業員・応援者の健康管理，作業服の調達 

外部電源復旧班：送電設備被害・復旧状況の把握，送電

設備の応急措置・復旧対策の検討，発電所保安

用外部電源の送電確保に係る需給運用 

通信班：保安通信回線の確保 

情報システム班：情報共有システムの維持管理 

支援班：原子力事業所災害対策支援拠点の設営，運営，

情報収集，要員の入退域管理，資機材の調達，

輸送，その他原子力災害対策活動の後方支援 

支援班（東京支社）：中央官庁等対応，原子力規制庁緊

急時対応センターへの派遣 

地域対応班：原子力防災活動における関係自治体との連

携，原子力事業者間協力協定に基づく他電力と

の防災活動の連携 
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支援，現地医療体制整備支援等 

資材班：発電所の復旧活動に必要な資機材の調達，適切な

箇所への搬送等 

支援統括：発電所の復旧に向けた支援拠点や支援の受入の

統括 

後方支援拠点班：原子力事業所災害対策支援拠点の立ち上

げ・運営，同拠点における社外関係機関（自衛

隊，消防，警察等）との情報連絡等 

支援受入調整班：官庁（自衛隊，消防，警察等）への支援

要請・調整の窓口等 

電力支援受入班：事業者間協力協定に基づく他原子力事業

者からの支援受入調整，原子力緊急事態支援組織

からの支援受入調整等 

 

b． 本社対策本部設置までの流れ 

発電所において，警戒事象が発生した場合，発電所長は

ただちに原子力警戒態勢を，特定事象又は原災法第 15条第

１項に該当する事象が発生した場合，発電所長はただちに

緊急時態勢を発令するとともに本社原子力運営管理部長へ

報告する。 

報告を受けた本社原子力運営管理部長はただちに社長に

報告し，社長は本社における原子力警戒態勢又は緊急時態

勢を発令する。 

本社原子力運営管理部長から連絡を受けた本社総務班長

は，本社対策本部を設置するため，本社緊急時対策要員を

非常召集する。（第 14図） 

社長は，本社における原子力警戒態勢又は緊急時態勢を

発令した場合，速やかに原子力施設事態即応センターに本

社対策本部を設置する。 

 

なお，夜間及び休日において，本社対策本部体制が構築

されるまでの間については，本社近傍で待機している原子

力部門の宿直者 3 名にて初期対応を行うが，事象の規模に

応じて，他部門の宿直者（10 名程度）の応援を含めた体制

で初動対応を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ．本店対策本部設置までの流れ 

発電所において原子力警戒事態又は非常事態が宣言された場

合，発電管理室長は，本店対策本部組織の要員を非常招集す

る。（第 1.0.10－14図） 

発電管理室長は，発電所に災害対策本部が設置された場合，

社長を本部長とする本店対策本部を設置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお，夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）において，本

店対策本部体制が構築されるまでの間については，本店近傍で

待機している宿直者 2名にて初期対応を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ．緊急時対策総本部設置までの流れ 

発電所において，緊急時体制の発令に該当する事象が発生し

た場合，所長（原子力防災管理者）はただちに緊急時体制を発

令するとともに本社電源事業本部部長（原子力管理）へ報告す

る。 

 

報告を受けた本社電源事業本部部長（原子力管理）はただち

に社長に報告し，社長は本社における緊急時体制を発令する。 

 

本社電源事業本部部長（原子力管理）は，緊急時対策総本部

を設置するため，本社緊急時対策要員を非常招集する。（第

13図） 

社長は，本社における緊急時体制を発令した場合，速やかに

原子力施設事態即応センターに緊急時対策総本部を設置する。 

 

 

なお，緊急時対策総本部の要員は，主に広島市内に居住して

いることから，発電所において大規模な自然災害が発生した場

合でも容易に参集できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・体制及び運用の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

島根２号炉は，参集

にて対応 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

c． 広報活動 

原子力災害発生時における広報活動については，原災法第

16条第 1項に基づき設置される原子力災害対策本部（全面緊

急事態時の場合）と連携することとしており，原子力規制庁緊

急時対応センター（ERC）及びオフサイトセンターとの情報発

信体制を構築し，本社対策本部にて対応を行う。（第 15図） 

また，近隣住民を含めた広範囲の住民からの問い合わせにつ

いては，相談窓口等で対応を行い，記者会見情報等については

ホームページ等を活用し，情報発信する。 

 

 

(2) 原子力事業所災害対策支援拠点 

発電所構内には，7 日間外部支援なしに災害対応が可能な資

機材として，必要な数量の食料，飲料水，防護具類（不織布カ

バーオール，ゴム手袋，全面マスク等），燃料を配備してい

る。 

 

また，発電所において緊急時態勢が発令された場合，発電所

外からの支援体制として，以下のとおり原子力事業所災害対策

支援拠点を整備している。 

社長は，発電所における重大事故等対策に係る活動を支援す

るために，原災法第 10条通報後，原子力事業所災害対策支援

拠点の設営を本社支援統括に指示する。 

本社支援統括は，あらかじめ選定している施設の候補の中か

ら放射性物質が放出された場合の影響等を考慮した上で原子力

事業所災害対策支援拠点を指定する。（別紙 7） 

後方支援拠点班長は，原子力事業所災害対策支援拠点へ必要

な要員を派遣するとともに，原子力事業所災害対策支援拠点を

運営し，発電所における重大事故等対策に係る活動を支援す

る。 

原子力事業所災害対策支援拠点へ派遣された要員は，現場責

任者の指揮の下，各チームの役割に基づき活動を行う。（第

16図） 

 

また，事態の長期化による作業員等の増員に伴って増加する

放射線管理業務等を行うための追加要員（24時間対応及び交

替要員含む）については，全社大からの支援要員で対応するこ

とを基本とする。 

ｃ．広報活動 

原子力災害発生時における広報活動については，原災法第

16条第１項に基づき設置される原子力災害対策本部（全面緊

急事態発生時の場合）と連携することとしており，原子力規

制庁緊急時対応センター（ＥＲＣ）及び緊急事態応急対策等

拠点施設（オフサイトセンター）との情報発信体制を構築

し，災害対策本部と連携し対応を行う。（第 1.0.10－15図） 

また，近隣住民を含めた広範囲の住民からの問い合わせにつ

いては，相談窓口等で対応を行い，記者会見情報等については

ホームページ等を活用し，情報発信する。 

 

(2) 原子力事業所災害対策支援拠点 

発電所において非常事態が宣言された場合に，発電所外から

7日間支援を受けなくとも災害対応が実施できるよう，発電所

構内には，災害対応を可能とするための資機材として，必要な

数量の食料，飲料水，防護具類（不燃布カバーオール，ゴム手

袋，全面マスク等），燃料を配備している。 

一方で，災害対応が更に長期化する可能性を考慮し，発電所

外からの支援体制として，以下のとおり原子力事業所災害対策

支援拠点を整備する。 

本店対策本部長（社長）は，発電所における重大事故等対策

に係る活動を支援するため，原災法第 10条通報後に，原子力

事業所災害対策支援拠点の設営を庶務班長に指示する。 

庶務班長は，あらかじめ選定している施設の候補の中から放

射性物質が放出された場合の影響等を考慮した上で原子力事業

所災害対策支援拠点を指定する。（別紙 5）また，原子力事業

所災害対策支援拠点へ必要な要員を派遣するとともに，原子力

事業所災害対策支援拠点を運営し，発電所における重大事故等

対策に係る活動を支援する。 

 

原子力事業所災害対策支援拠点へ派遣された要員は，現地責

任者の指揮のもと，後方支援業務を行う。（第 1.0.10－16

図） 

 

 

 

 

 

ｃ．広報活動 

原子力災害発生時における広報活動については，原災法第十

六条第一項に基づき設置される原子力災害対策本部（全面緊急

事態時の場合）と連携することとしており，原子力規制庁緊急

時対応センター（ＥＲＣ）及びオフサイトセンターとの情報発

信体制を構築し，緊急時対策総本部にて対応を行う。（第 14

図） 

また，近隣住民を含めた広範囲の住民からの問い合わせにつ

いては，相談窓口等で対応を行い，記者会見情報等については

ホームページ等を活用し，情報発信する。 

 

(2) 原子力事業所災害対策支援拠点 

発電所構内には，７日間外部支援なしに災害対応が可能な資

機材として，必要な数量の食料，飲料水，防護具類（汚染防護

服，ゴム手袋，全面マスク等），燃料を配備している。 

 

 

また，発電所において緊急時体制が発令された場合，発電所

外からの支援体制として，以下のとおり原子力事業所災害対策

支援拠点を整備している。 

社長は，発電所における重大事故等対策に係る活動を支援す

るために，原災法該当事象の通報後，原子力事業所災害対策支

援拠点の設営を本社統括班長に指示する。 

本社統括班長は，あらかじめ選定している施設の候補の中か

ら放射性物質が放出された場合の影響等を考慮したうえで原子

力事業所災害対策支援拠点を指定する。（別紙６） 

本社支援班長は，原子力事業所災害対策支援拠点へ必要な要

員を派遣するとともに，原子力事業所災害対策支援拠点を運営

し，発電所における重大事故等対策に係る活動を支援する。 

 

原子力事業所災害対策支援拠点へ派遣された要員は，支援拠

点指揮者の指揮の下，それぞれの役割に基づき活動を行う。

（第 15図） 

 

また，事態の長期化による作業員等の増員に伴って増加する

放射線管理業務等を行うための追加要員（24時間対応及び交

替要員含む。）については，全社大からの支援要員で対応する

ことを基本とする。 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は緊急時

対策総本部にて広報対

応を実施 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

(3) 中長期的な体制 

重大事故等発生後の中長期的な対応が必要になる場合に備え

て，本社対策本部が中心となって社内外の関係各所と連携し，

適切かつ効果的な対応を検討できる体制を整備する。 

具体的には，プラントメーカ（株式会社東芝，日立 GEニュ

ークリア・エナジー株式会社）及び協力会社等から重大事故等

時に現場操作対応等を実施する人員の派遣や事故収束に向けた

対策立案等の技術支援や設備の補修に必要な予備品等の供給及

び人員の派遣等について，協議及び合意の上，支援計画を定

め，「柏崎刈羽原子力発電所における原子力防災組織の発足時

の事態収拾活動への協力」に係る協定を締結し，重大事故等時

に必要な支援が受けられる体制を整備している。 

 (3) 中長期的な体制 

重大事故等発生後の中長期的な対応が必要になる場合に備え

て，本店対策本部が中心となって社内外の関係各所と連係し，

適切かつ効果的な対応を検討できる体制を整備する。 

具体的には，プラントメーカ（日立ＧＥニュークリア・エナ

ジー株式会社）及び協力会社から，重大事故等発生後に現場操

作対応等を実施する要員の派遣や，事故収束に向けた対策立案

等の技術支援や要員の派遣等について，協議・合意の上，東海

第二発電所の技術支援に関するプラントメーカとの覚書を締結

し，重大事故等発生後に必要な支援が受けられる体制を整備す

る。 

(3) 中長期的な体制 

重大事故等発生後の中長期的な対応が必要になる場合に備え

て，緊急時対策総本部が中心となって社内外の関係各所と連携

し，適切かつ効果的な対応を検討できる体制を整備する。 

具体的には，プラントメーカ（日立ＧＥニュークリア・エナ

ジー株式会社）及び協力会社等から重大事故等時に現場操作対

応等を実施する人員の派遣や事故収束に向けた対策立案等の技

術支援や設備の補修に必要な予備品等の供給及び人員の派遣等

について，協議及び合意のうえ，支援計画を定め，「非常災害

発生時における応急復旧の支援に関する覚書」を締結し，重大

事故等時に必要な支援が受けられる体制を整備している。 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

第 1.0.10－2表 所長（原子力防災管理者）不在時の代行順位 

 

第２表 本部長不在時の代行順位 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

  

第 1.0.10－1図 災害対策本部体制 

 

 

 

第１図 島根原子力発電所 原子力防災組織 体制図 

（要員参集後） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

 
第 1.0.10－2図 災害対策本部の初動体制及び全体体制の構成 

 

 

第２図 島根原子力発電所 原子力防災組織 体制図 

（夜間及び休日） 

 

 
 ※２

３号炉中央制御室

１，２号炉中央制御室


※１　火災発生時は自衛消防隊として活動を行う。

※２　１，２号炉含め本体制にて対応するが，１号炉については必要な措置を講じるまでに

　　　時間的余裕があるため，２号炉対応を優先する。

※３　故意による大型航空機の衝突その他のテロリズムの発生により，１，２号炉中央制御室

　　　（運転員を含む。）が機能しない場合に活動を期待する要員。

２号運転員 ６

　運転員

※Ｂ 当直長 １ １号運転員 ２

　自衛消防隊

※Ａ 自衛消防隊長 １ 消防チーム ６

アクセスルート確保要員 ２

運転補助要員 ２

※Ａ

※Ｂ

送水確保要員 ６

燃料確保要員 ４

電源確保要員 ３

連絡担当者 ３

放射線管理要員 ３

給水確保要員 ６

１

　重大事故等に対処する要員

　緊急時対策要員

指示者
［副原子力防災管理者］

１ 連絡責任者

合計：４７名

※１

※１

※１

※１ ※１

※１ ※１

※１

※３

※１
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

 

第 1.0.10－4図 災害対策本部の要員（プルーム通過時） 

 

第３図 島根原子力発電所 原子力防災組織 体制図 

（プルーム通過時） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

 

 

第 1.0.10－5図 中央制御室の当直（運転員）等の体制 

（原子炉運転時） 

 

 

・体制及び申請号炉数

の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は単号炉

申請のため，２号炉が

運転又は停止中のみ記

載 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第４図 中央制御室運転員の体制（２号炉運転中の場合） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

 

 

第 1.0.10－6図 中央制御室の当直（運転員）等の体制 

（原子炉運転停止中） 

 

 

 

 

・体制及び申請号炉数

の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は単号炉

申請のため，２号炉が

運転又は停止中のみ記

載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第５図 中央制御室運転員の体制（２号炉停止中の場合） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

  

 

・体制及び申請号炉数

の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は単号炉

申請のため，２号炉が

運転又は停止中のみ記

載 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1.0.10－7図 発電所における非常事態宣言と災害対策要員の

非常招集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６図 発電所における体制発令と重大事故等に対処する要員

の非常招集 

                  

1.0-2017



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

 

 

第 1.0.10－9図 一斉通報装置による災害対策要員の非常招集連

絡 

 

 

第７図 要員招集システムによる非常招集連絡 

 

 
 要員招集システムによる対応要員の招集

当直長等

連絡責任者

連絡

入力

回答確認
重大事故等に対処する要員

メール

回答入力

・緊急連絡・安否確認システム

・一斉招集システム

要員招集システム

気象庁
（気象業務支援センター）

連絡責任者が要員招集システムを操作し，招集メールを発信する。

※１

※２

※１ 発電所沿岸で津波警報，大津波警報が発令された場合は気象庁の情報により要員招集システムからも

招集メールが自動配信される。

※２ 松江市内で震度６弱以上の地震が発生した場合，自主的に参集を開始するが，地震情報は当該シス

テムからも自動配信される。

本社緊急時対策要員も

同様に招集される
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第 1.0.10－11図 緊急時対策所（災害対策本部）内における各

作業班，本店対策本部との情報共有イメージ 

 

 

第 10図 緊急時対策所における各機能班，緊急時対策総本部 

との情報共有イメージ 
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第 1.0.10－12図 重大事故等発生時の支援体制（概要） 
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第 1.0.10－13図 本店対策本部の組織及び職務  

第 12図 緊急時対策総本部の構成 
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第 1.0.10－14図 本店（東京）における態勢発令と災害対策要

員の 非常招集（非常招集の連絡経路） 

 

第 13図 本社における体制発令と緊急時対策要員の非常招集 
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第 1.0.10－16図 原子力事業所災害対策支援拠点の体制 

 

第 15図 緊急時対策総本部及び原子力事業所災害対策 

支援拠点の構成 
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別紙１ 

別紙１ 福島第一原子力発電所事故を踏まえた原子力防災組織の

見直しについて 

(1)福島第一原子力発電所事故対応の課題と必要要件 

ａ．福島第一原子力発電所事故対応の課題 

当社福島第一原子力発電所事故対応では発電所対策本

部の指揮命令が混乱し，迅速・的確な意思決定ができな

かったが，緊急時活動や体制面における課題及び，それ

ぞれの課題に対する必要要件を第 1 表に示す。 

 

  

 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

 柏崎 6/7は，自社の

福島第一原子力発電所

事故の教訓を記載 
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※ 当社の「社内事故調報告書（福島原子力事故調査報告書）」

や，「福島原子力事故の総括および原子力安全改革プラン」以

外にも，以下に示すような報告書が公表されており，これらの

中には当社が取り組むべき有益な提言が含まれていると認識し

ている。 

・ 東京電力福島原子力発電所における事故調査・検証委員会 

最終報告（政府事故調） 

・ 東京電力福島原子力発電所事故調査委員会報告書（国会事

故調） 

・ 東京電力株式会社福島第一原子力発電所事故の技術的知見

について（原子力安全・保安院） 

・ 「福島第一」事故検証プロジェクト最終報告書（大前研

一） 

・ Lessons Learned from the Nuclear Accident at the 

Fukushima Daiichi Nuclear Power Station（INPO） 

・ 福島原発事故独立検証委員会 調査・検証報告書（民間事故

調） 
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ｂ．原子力防災組織に必要な要件の整理 

柏崎刈羽原子力発電所及び本社の原子力防災組織は，福島第

一原子力発電所での課題を踏まえ，発電所の複数の原子炉施設

で同時に重大事故等が発生した場合及び重大事故等の中期的な

対応が必要となる場合でも対応できるようにするため，当社の

原子力防災組織へ反映すべき必要要件及び要件適用の考え方を

第 2 表に整理した。 
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なお，当社の原子力防災組織へ反映すべき必要な要件の整理

に当たり，弾力性をもった運用が可能である，米国の消防，警

察，軍等の災害現場・事件現場等における標準化された現場指

揮に関するマネジメントシステム［ICS（Incident Command 

System）］を参考にしている。ICS の主な特徴を第 3 表に示

す。また，ICS における災害対策本部活動サイクルを第 1 図に

示す。 
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ICS は上記の特徴から，たとえ想定を超えるような事態を迎えて

も，柔軟に対応し事態を収拾することを目的とした弾力性を持っ

たシステムであり，当社の原子力防災組織へ反映すべき必要な要

件におおむね合致していると考えている。 
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(2)具体的な改善策 

当社の原子力防災組織の具体的な改善策について以下に記

す。 

a．組織構造上の特徴 

○基本的な機能として 5 つの役割にグルーピング。 

○指揮命令が混乱しないよう，また，監督限界を考慮し，指

揮官（本部長）の直属の部下（統括）を 7 名以下，統括

の直属の部下（各班の班長）も 7 名以下となるよう組織

を構成（発電所 第 2 図，本社 第 3 図）。班員について

も役割に応じたチーム編成とすることで， 班長以下の指

揮命令系統にも監督限界を配慮（例：総務班の場合は，

厚生チーム，警備チーム，医療チーム，総務チーム等，

役割ごとに分類）。 

○号機班は，プラント状況の様相・規模に応じて縮小，拡張

可能なよう号炉ごとに配置。（第 2 図） 

○ロジスティック機能を計画立案，現場対応機能から分離。 

○対外対応に関する責任者として対外対応統括を配置。 

○社外対応を行う要所となるポジションにはリスクコミュニ

ケーターを配置。 

○現場指揮官の意思決定をサポートする役割を持つ指揮専属

スタッフとして安全監督担当を配置。現場の安全性につ

いて，指揮官（本部長）に助言を行うともに，現場作業

員の安全性を確保するために協働し，緊急時対策要員の

安全確保に努める役割を担う。安全監督担当は，部門横

断的な活動を行うことができる点で本部長，統括と各班

長の指揮命令系統とは異なった位置づけとなっており，

現場作業員の安全性確保に関し，各統括・班長に対して

是正を促すことができる。 

 

 

 

b．組織運営上の特徴 

○指揮命令系統上にいない人物からの指示で動くことが

ないようにする。 

○最終的な対応責任は発電所対策本部にあり，重大事故

等時における本社対策本部の役割は，事故の収束に向

けた発電所対策本部の活動の支援に徹すること，現地

の発電所長からの支援要請に基づいて活動することを
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原則とし，事故対応に対する細かい指示や命令，コメ

ントの発信を行わない。 

○必要な役割や対応について，あらかじめ本部長の権限

を委譲することで，各統括や班長が自発的な対応を行

えるようにする。 

○発電所の被災状況や，プラントの状況を共有する社内

情報共有ツール（チャット，COP（Common 

Operational Picture））を整備することにより，発

電所や本社等の関係者に電話や紙による情報共有に加

え，より円滑に情報を共有できるような環境を整備す

る。 

（第 4 図） 

○ＴＶ会議で共有すべき情報は，全員で共有すべき情報

に限定する等，発話内容を制限することで，適切な意

思決定，指揮命令を行える環境を整備する。 

○発電所対策本部と本社対策本部間の情報共有は，ＴＶ

会議システム，社内情報共有ツールとあわせて，同じ

ミッションを持つ総括，班長間で通信連絡設備を使用

し，連絡，情報共有を行う。 

○外部からの支援に頼らずに当社社員が自ら対応できる

ように可搬型代替注水ポンプやホイールローダ等をあ

らかじめ配備し，運転操作を習得。 

○本社は，後方支援拠点となる原子力事業所災害対策支

援拠点を速やかに立ち上げられるよう，拠点を整備

し，あらかじめ派遣する人員を選定。 

○本社は，災害発生後，発電所が必要としている資機材

を迅速に送ることができるよう，調達・輸送面に関す

る運用をあらかじめ手順化。 
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(3)改善後の効果について 

原子力防災組織を改善したことにより，以下の効果があ

ると考えている。 

○指示命令系統が機能ごとに明確になる。 

○管理スパンが設定されたことにより，指揮者（特に本

部長）の負担が低減され，指揮者は，プラント状況等を客

観的に俯瞰し，指示が出せるようになる。 

○本部長から各統括に権限が委譲され，各統括の指示の

下，各機能班が自律的に自班の業務に対する検討・対応を

行うことができるようになる。 

○運用や情報共有ツール等を改善することにより，発電

所対策本部，各機能班のみならず，本社との情報共有がス

ムーズに行えるようになる。 

訓練シナリオを様々に変えながら訓練を繰り返すこと

で，技量の維持・向上を図るとともに，原子力災害は初期

段階における状況把握と即応性が重要であることから，そ

れらを中心に更なる改善を加えることにより，実践力を高

めることが可能になると考えている。 

また,複数プラント同時事故に対応するブラインド訓練

（訓練員に事前にシナリオを知らせない訓練）を継続する

ことにより,重大事故等時のマネジメント力と組織力が向上

していくものと考えている。 
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別紙 2 

 

柏崎刈羽原子力発電所における緊急時対策本部体制と指揮命令及

び情報の流れ 

 

当社は福島第一原子力発電所の事故から得られた教訓を踏ま

え，事故以降，原子力防災組織の見直しを進めてきている。具体

的には，緊急時訓練を繰り返し実施して見直しを重ね，実効的な

組織を目指して継続的な改善を行っているところである。 

こうした取り組みを経て現在柏崎刈羽原子力発電所において組

織している緊急時対策本部の体制について，以下に説明する。 

 

1. 基本的な考え方 

柏崎刈羽原子力発電所の原子力防災組織を第 1 図に示す。 

緊急時対策本部の体制の構築に伴う基本的な考え方は以下のと

おり。 

・機能ごとの整理 

まず基本的な機能を以下の 4 つに整理し，機能ごとに責

任者として「統括」を配置する。 

さらに「統括」の下に機能班を配置する。 

（１） 情報収集・計画立案 

（２） 現場対応 

（３） 対外対応 

（４） ロジスティック・リソース管理 

 

 

これらの統括の上に，組織全体を統括し，意思決定，指

揮を行う「本部長」を置く。このように役割，機能を明確

に整理するとともに，階層化によって管理スパンを適正な

範囲に制限する。 

・権限委譲と自律的活動 

あらかじめ定める要領等に記載された手順の範囲内にお

いて，本部長の権限は各統括，班長に委譲されており，各

統括，班長は上位職の指示を待つことなく，自律的に活動

する。 

なお，各統括，班長が権限を持つ作業が人身安全を脅か

す状態となる場合においては,本部長へ作業の可否判断を求

めることとする。 

 別紙１ 

 

島根原子力発電所における緊急時対策本部体制と指揮命令及び情

報の流れ 

 

 

 

 

 

島根原子力発電所における原子力防災組織の体制について，以

下に説明する。 

 

１．基本的な考え方 

島根原子力発電所の原子力防災組織を第１図に示す。 

緊急時対策本部の体制の構築に伴う基本的な考え方は以下の

とおり。 

・機能ごとの整理 

まず基本的な機能を以下の６つに整理し，機能ごとに責

任者として「統括」を配置する。 

さらに「統括」の下に機能班を配置する。 

(1) 情報収集・計画立案 

(2) 復旧対応 

(3) プラント監視対応 

(4) 対外対応 

(5) 情報管理 

(6) ロジスティック・リソース管理 

これらの統括の上に，組織全体を統括し，意思決定，指

揮を行う「本部長」を置く。このように役割，機能を明確

に整理するとともに，階層化によって管理スパンを適正な

範囲に制限する。 

・権限委譲と自律的活動 

あらかじめ定める要領等に記載された手順の範囲内にお

いて，本部長の権限は各統括，班長に委譲されており，各

統括，班長は上位職の指示を待つことなく，自律的に活動

する。 

なお，各統括，班長が権限を持つ作業が人身安全を脅か

す状態となる場合においては,本部長へ作業の可否判断を求

めることとする。 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

柏崎 6/7は，自社の

福島第一原子力発電所

事故の教訓を記載 
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・戦略の策定と対応方針の確認 

計画・情報統括は，本部長のブレーンとして事故対応の

戦略を立案し，本部長に進言する。また，こうした視点か

ら対応実施組織が行う事故対応の方向性の妥当性を常に確

認し，必要に応じて是正を助言する。 

・申請号炉と長期停止号炉の分離 

号炉ごとに行う現場対応については，申請号炉である 6 

号及び 7 号炉と長期停止号炉である１～５号炉に対応する

組織を分離する。 

 

 

・申請号炉の復旧操作対応 

申請号炉である 6 号及び 7 号炉については，万一の両プ

ラント同時被災の場合の輻輳する状況にも適切に対応でき

るようにするため，各号炉を統括する者をそれぞれに置き

（「6号統括」と「7 号統括」），統括以下，号炉ごとに独

立した組織とすることで，要員が担当号炉に専念できる体

制とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・戦略の策定と対応方針の確認 

技術統括は，本部長のブレーンとして事故対応の戦略を

立案し，本部長に進言する。また，実施組織が行う事故対

応の方向性の妥当性を常に確認し，必要に応じて是正を助

言する。 

 

 

 

 

 

 

・復旧操作対応 

原子力防災組織は，適切に緊急時対応ができるようにす

るため，緊急時対策本部内における機能ごとに責任者とし

て「統括」（技術統括，復旧統括，プラント監視統括，広報

統括，情報統括及び支援統括）を配置する。 

 

 

 

・申請号炉と廃止措置号炉への対応 

廃止措置号炉である１号炉は，すべての使用済燃料が１

号炉の燃料プールに保管され，十分な期間にわたり冷却さ

れた状態であり，対応作業までに時間的な余裕があるた

め，監視や運転操作対応については，号炉ごとに確立した

指揮命令系統のもと，中央制御室に常駐している運転員に

より対応に当たる。 

また，可搬型設備により１号炉の燃料プールへ注水する

操作については，平日の勤務時間帯においては発電所内に

勤務する緊急時対策要員，夜間及び休日（平日の勤務時間

帯以外）においては，発電所外から参集した緊急時対策要

員で２号炉の対応を優先しつつ対応に当たる。 

プラント監視対応：１号運転員及びプラント監視班員に

て確認 

復旧対応：復旧班員にて対応。復旧班長２名のうち１名

が，必要な指示を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

・申請号炉数の相違 

【柏崎 6/7】 

  

 

 

 

・体制及び申請号炉数

の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，全体

の統括管理を本部長が

行い，各機能の責任者

として統括を配置し対

応を実施 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，廃止

措置中である１号炉の

対応方針について記載 
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・本部長の管理スパン 

以上のように統括を配置すると，本部長は 1～7 号炉の現

場の対応について，1～5 号統括，6 号統括，7 号統括の 3 

名を管理することになる。 

本部長は各統括に基本的な役割を委譲していることか

ら，3 名の統括を通じて全号炉の管理をするが，プラント

が事前の想定を超えた状況になり，2 基を超えるプラント

で本部長が統括に対して直接の指示を行う必要が生じた場

合には，本部長の判断により，本部長が指名した者と本部

長が役割を分割し，それぞれの担当号炉を分けて管理す

る。（第 2 図） 

 

 

・発電所全体に亘る活動 

発電所全体を所管する自衛消防隊は，火災の発生箇所，

状況に応じて，1～5 号統括，6号統括，7 号統括のいずれ

かの指揮下で活動する。 

また，発電所全体を所管する保安班は，計画・情報統括

配下に配置する。 

 

・本部長の管理スパン 

以上のように，統括を配置することで，本部長は１，２

号炉の現場対応について，技術統括，復旧統括，プラント

監視統括の３名を管理することになる。 

本部長は各統括に基本的な役割を委譲していることか

ら，３名の統括を通じて１，２号炉の管理をする。 

 

 

 

 

 

 

 

  ・発電所全体に亘る活動 

発電所全体を所管する自衛消防隊は，復旧統括の指揮下

で活動する。 

また，発電所全体を所管する放射線管理班は，技術統括

配下に配置する。 

 

 

 

 

・体制の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は単号炉

申請のため，号機統括

を配置していない 

 

 

 

 

 

 

 

・体制及び申請号炉数

の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，自衛

消防隊は復旧統括の指

揮下で活動 
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2. 役割・機能（ミッション） 

緊急時対策本部における各職位の役割・機能（ミッション）

を，第 1 表に示す。 

この中で，特に緊急時にプラントの復旧操作を担当する号機

班と復旧班及び号機統括の役割・機能について，以下のとおり

補足する。 

 

○号機班： プラント設備に関する運転操作について，当直に

よる実際の対応を確認する。この運転操作には，常

設設備を用いた対応まで含む。これらの運転操作の

実施については，本部長から当直副長にその実施権

限が委譲されているため，号機班から特段の指示が

なくても，当直が手順にしたがって自律的に実施

し，号機班へは実施の報告が上がって来ることにな

る。万一，当直の対応に疑義がある場合には，号機

班長は当直に助言する。 

 

 

 

 

 

○復旧班： 設備や機能の復旧や，可搬型設備を用いた対応を

実施する。これらの対応の実施については，復旧班

にその実施権限が委譲されているため，復旧班が手

順にしたがって自律的に準備し，号機統括へ状況の

報告を行う。 

 

 

○号機統括：当直及び号機班と復旧班の実施するプラント復旧

操作に関する報告を踏まえて，担当号炉における復

旧活動の責任者として当該活動を統括する。 

なお，あらかじめ決められた範囲での復旧操作

については当直及び復旧班にその実施権限が委譲

されているため，号機統括は万一対応に疑義があ

る場合に是正の指示を行う。また，当該号炉の火

災の場合には，自衛消防隊の指揮を行う。 

 ２．役割・機能（ミッション） 

緊急時対策本部における各職位の役割・機能（ミッション）

を，第１表に示す。 

この中で，特に緊急時にプラントの復旧操作を担当するプラ

ント監視班，復旧班，プラント監視統括，及び復旧統括の役

割・機能について，以下のとおり補足する。 

 

○プラント監視班：プラント設備に関する運転操作について，

運転員による実際の対応を確認する。こ

の運転操作には常設設備を用いた対応ま

で含む。 

これらの運転操作の実施については，本

部長から当直長にその実施権限が委譲さ

れているため，プラント監視班から特段

の指示がなくても，運転員が手順に従っ

て自律的に実施し，プラント監視班へは

実施の報告が上がって来ることになる。

万一，運転員の対応に疑義がある場合に

は，プラント監視班長は運転員に助言す

る。 

 

○復旧班：設備や機能の復旧や，可搬型設備を用いた対応を実 

施する。 

これらの対応の実施については，復旧班にその実

施権限が委譲されているため，復旧班が手順に従

って自律的に準備し，復旧統括への状況の報告を

行う。 

 

○プラント監視統括：運転員及びプラント監視班の実施するプ

ラント運転操作に関する報告を踏まえ

て，プラント運転操作の責任者として当

該活動を統括する。 

なお，あらかじめ決められた範囲での

運転操作については運転員及びプラン

ト監視班にその実施権限が委譲されて

いるため，プラント監視統括は万一対

応に疑義がある場合に是正の指示を行

う。 
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○復旧統括：復旧班の実施するプラント復旧活動に関する報告

を踏まえて，プラント復旧活動の責任者として当

該活動を統括する。 

なお，あらかじめ決められた範囲での復旧活動

については復旧班にその実施権限が委譲されて

いるため，復旧統括は万一対応に疑義がある場

合に是正の指示を行う。 

また，火災の場合には，自衛消防隊の指揮を行

う。 
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3. 指揮命令及び情報の流れについて 

緊急時対策本部において，指揮命令は基本的に本部長を頭

に，階層構造の上位から下位に向かってなされる。一方，下位

から上位へは，実施事項等が報告される。これとは別に，常に

横方向の情報共有が行われ，例えば同じ号炉の号機班と復旧班

等，連携が必要な班の間には常に綿密な情報の共有がなされ

る。 

なお，あらかじめ定めた手順の範囲内において，本部長の権

限は各統括，班長に委譲されているため，その範囲であれば特

に本部長や統括からの指示は要しない。複数号炉にまたがる対

応や，あらかじめ定めた手順を超えるような場合には，本部長

や統括が判断を行い，各班に実施の指示を行う。 

以上のような指揮命令及び情報の流れについて，具合例とし

て以下の２つのケースの場合を示す。 

 

（ケース１）可搬型代替注水ポンプによる 6 号炉への注水（定

められた手順で対応が可能な場合の例：第 3 図） 

・復旧班長（6 号炉）の指示の下，6 号復旧班が自律的に

可搬型代替注水ポンプによる送水を準備，開始する。 

 

・復旧班長（6 号炉）は，6 号統括に状況を報告するとと

もに号機班（6 号炉）にも情報を共有する。 

 

・6 号炉当直副長の指示の下，当直が自律的に原子炉圧力

容器への注水ラインを構成する。 

 

・号機班長（6 号炉）は，6 号統括に状況を報告するとと

もに復旧班（6 号炉）にも情報を共有する。 

 

・号機班長（6 号炉）は復旧班から共有された情報をもと

に，原子炉圧力容器への注水の準備ができたことを当直

に連絡する。 

・当直は原子炉圧力容器への注水を開始する。 

 

 

・号機班長（6 号炉）は 6 号統括に，原子炉圧力容器への

注水開始を報告する。 

 

 ３．指揮命令及び情報の流れについて 

緊急時対策本部において，指揮命令は基本的に本部長を頭

に，階層構造の上位から下位に向かってなされる。一方，下位

から上位へは，実施事項等が報告される。これとは別に，常に

横方向の情報共有が行われ，例えばプラント監視班と復旧班

等，連携が必要な班の間には常に綿密な情報の共有がなされ

る。 

なお，あらかじめ定めた手順の範囲内において，本部長の権

限は各統括，班長に委譲されているため，その範囲であれば特

に本部長や統括からの指示は要しない。複数号炉にまたがる対

応や，あらかじめ定めた手順を超えるような場合には，本部長

や統括が判断を行い，各班に実施の指示を行う。 

以上のような指揮命令及び情報の流れについて，具体例とし

て以下の場合を示す。 

 

（具体例）大量送水車による原子炉圧力容器への注水（定められ

た手順で対応が可能な場合の例：第３図） 

・復旧統括の指示の下，復旧班が自律的に大量送水車によ

る送水の準備を開始する。 

 

・復旧班長は，復旧統括に大量送水車の準備状況を報告

し，復旧統括はプラント監視統括に情報を共有する。 

 

・２号当直副長の指示の下，当直が自律的に原子炉圧力容

器への注水ラインを構成する。 

 

・プラント監視班長は，プラント監視統括に状況を報告

し，プラント監視統括は復旧統括に情報を共有する。 

 

・復旧班は，２号当直副長の指示により，大量送水車の注

水弁開操作を開始する。 

・復旧班は，２号当直副長に注水弁開操作完了を報告す

る。 

・２号当直副長は，原子炉圧力容器への注水が開始された

ことをプラント監視班長に報告する。 

・プラント監視班長は，プラント監視統括へ注水弁開操作

完了した旨を報告し，プラント監視統括は，報告を受け

本部内に情報を共有する。 
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（ケース２）複数個所の火災発生（自衛消防隊の指揮権が委譲さ

れる場合の例：第 4 図） 

・6 号炉での火災消火のため，6 号統括が自分の指揮下に

入るよう自衛消防隊に命じ出動を指示する。 

・自衛消防隊が 6 号炉で活動中に 1 号炉で火災発生。1 号

炉当直副長は初期消火班にて対応する。 

・両火災の対応の優先度について 1～5 号統括と 6 号統括

を中心に本部にて協議し，本部長の判断にて「6 号炉で

の消火活動の継続」を決定する。 

・6 号炉消火後，6 号統括は，自衛消防隊に 1 号炉へ移動

するよう指示し，自衛消防隊の指揮権を 1～5 号統括に委

譲する。 

・自衛消防隊は 1～5 号統括の指揮の下，1 号炉の消火活動

を実施する。 

 

 

 

・体制の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号機は単号炉

申請であり，自衛消防

隊は復旧統括の指揮下

で活動 
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4. その他 

(1) 夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）の体制 

夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）については，上述し

た体制をベースに，特に初動対応に必要な要員を中心に宿直体

制をとり，常に必要な要員数を確保することによって事故に対

処できるようにする。その後に順次参集する要員によって徐々

に体制を拡大していく。 

(2) 要員が負傷した際等の代行の考え方 

特に夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）において万一何

らかの理由で要員が負傷する等により役割が実行できなくなっ

た場合には，平日の勤務時間帯のように十分なバックアップ要

員がいないことが考えられる。こうした場合には，同じ機能を

担務する下位の職位の要員が代行するか又は上位の職位の要員

が下位の職位の要員の職務を兼務する（例：復旧班長が負傷し

た場合は復旧班副班長が代行するか又は統括が兼務する）。 

具体的な代行者の選定については，上位職の者（例えば班長

の代行者については統括）が決定する。 

 ４．その他 

(1) 夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）の体制 

夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）については，初動対

応に必要な要員を中心に宿日直体制をとり，常に必要な要員数

を確保することによって事故に対処できるようにする。その後

に順次参集する要員によって徐々に体制を拡大していく。 

 

(2) 要員が負傷した際等の代行の考え方 

特に夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）において万一何

らかの理由で要員が負傷する等により役割が実行できなくなっ

た場合には，平日の勤務時間帯のように十分なバックアップ要

員がいないことが考えられる。こうした場合には，同じ機能を

担務する下位又は同位の職位の要員が代行するか又は上位の職

位の要員が下位の職位の要員の職務を兼務する（例：連絡責任

者が負傷した場合は，連絡担当者が代行する）。 

具体的な代行者の選定については，上位職の者が決定する。 
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 第１表 各職位のミッション  
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第１図 島根原子力発電所 原子力防災組織 体制図 

 

 

※１　本部員含む ①：意思決定・指揮
※２　火災発生時以外は復旧班員として活動を行う。 ②：情報収集・計画立案
※３　火災発生時は自衛消防隊として活動を行う。 ③：復旧対応
※４　１，２号炉含め本体制にて対応するが，１号炉については ④：プラント監視対応
　　　必要な措置を講じるまでに時間的余裕があるため，２号炉 ⑤：対外対応
　　　対応を優先する。 ⑥：情報管理

⑦：ロジスティック・リソース管理

　重大事故等に対処する要員

※４

本部長 ２号炉原子炉主任技術者

技術班長

放射線管理班長

技術班員

放射線管理班員

技術統括

復旧班長 復旧班員復旧統括

プラント監視班長 プラント監視班員プラント監視統括

報道班長

対外対応班長

報道班員

対外対応班員

広報統括

情報管理班長

通報班長

情報管理班員

通報班員

情報統括

支援班長

警備班長

支援班員

警備班員

支援統括

緊急時対策要員

技術支援組織

実施組織

運営支援組織

復旧班
現場要員

※１

①

②

⑤

⑦

放射線管理班
現場要員

④

⑥

自衛消防隊長 消火班

消防チーム

※２ ※２

運転補助要員

３号炉中央制御室

運転員

１号運転員

２号運転員

１，２号炉中央制御室

※３

※３

※Ｂ

自衛消防隊

※Ａ

※Ａ

③

※Ｂ 当直長
※３
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・体制の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，廃止

措置号炉である１号炉

との同時発災が発生し

た場合においても２号

炉体制で対応する 
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第２図 大量送水車による原子炉圧力容器への注水が必要になっ

た場合の情報の流れ（例） 
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・体制の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は単号炉

申請であり，自衛消防

隊は復旧統括の指揮下

で活動（複数同時火災

発生時の対応について

は，別紙２に記載す

る） 
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別紙３ 

自衛消防隊の体制について 

 

1．自衛消防隊の体制 

自衛消防隊の体制を第 1 表に記す。 

火災が発生した際，発電所内に常駐している消防隊長及び初

期消火班による初期消火活動が行われる。その後，参集した消

火班も加わった自衛消防体制が構築される。 

 

 

 

 

 

 

（ ）内は人数 

 

 

別紙1 

自衛消防隊の体制について 

 

1．自衛消防隊の体制 

(1) 自衛消防隊の編成 

東海第二発電所の建屋内外及び周辺防護区域において火

災が発生した場合，発電所構内に常駐している当直守衛員

及び当直（運転員）が，自衛消防隊（内訳：自衛消防隊長 1

名，自衛消防副隊長 1名及び消火担当 7名）を編成し，初

期消火活動を行う。（図 1，表 1） 

また，火災発生時は，施設防護グループマネージャーが

当直守衛員消防隊を出動させ初期消火活動を行う。 

 

 

 

 

図１ 自衛消防隊の編成 

 

 

 

 

 

 

 

別紙２ 

自衛消防隊の体制について 

 

１．自衛消防隊の体制 

  自衛消防隊の体制を第１表に記す。 

  火災が発生した際，発電所内に常駐している自衛消防隊長及

び初期消火要員による初期消火活動が行われる。その後，参集

した消火班も加わった自衛消防体制が構築される。 

 

 

 

 

 

第１表 自衛消防隊編成表 

 

（ ）内は人数 
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※１：1～5 号炉は各号炉15 名で構成。6,7 号炉は通常15 名，

6，7 号炉同時火災では16 名で構成。 

※２：発電関連設備での火災発生時が対象，[ ]内は各号炉の初

期消火要員。 

※３：単独火災発生時は1 号炉初期消火要員1 名を補充。 

※４：単独火災発生時は6,7 号炉初期消火要員1 名を補充。 

※５：6，7 号炉のいずれか一方の号炉の火災では3 名で活動。

6，7 号炉同時火災では運転員1 名を補充し4 名で活動。 

※６：初期消火班の正門警備員(2)は，発電所周辺警備を行うた

めに正門警備所（防火帯外側）に常駐しており，森林火災

発生時には，公設消防を火災現場に誘導する。なお，火災

の影響がおよぶ場合には安全な場所へ待避する。 

 

用語の定義 

・発電関連設備 

周辺防護区域内において，原子力発電所の運転等に直接関係す

る建物（原子炉建屋等），防護区域外であっては水処理建屋，

１５４ｋＶ変電所，６６ｋＶ開閉所，給水建屋等の運転員の巡

視区域の建物等をいう。 

・その他区域 

発電関連設備以外で，発電所敷地内にある当社所有の建物（事

務本館，免震重要棟，防護本部，副防護本部，サービスホー

ル，技能訓練棟，原子炉保修訓練棟，予備品倉庫（大湊），発

電倉庫（大湊）等），高台保管場所，森林，伐採木仮置き場等

をいう。 

表 1 初期消火活動のための要員と主な役割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 火災発生時の消火活動要員の動き 

夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）と，平日勤務時間帯

における火災発生時の消火活動に係る要員の動きを表 2に示

す。夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）の時間帯について

も，現場の監視及び消火活動は十分に対応可能である。以下に

詳細を記載する。 

東海第二発電所当直（運転員）は東海第二発電所管理区域

（建屋内外）及び周辺防護区域を所掌とし，また，当直守衛員

は屋外全般を所掌として，火災発生時には初期消火対応及び公

設消防への連絡を行う。 

初動対応において出動要請を受けた自衛消防隊は，初期消火

に引き続いて消火対応を行い，公設消防の到着後は公設消防の

指揮下で消火対応を行う。 

※１ 重大事故等対応中に発電所敷地内で復旧班の現場操作を妨げ

るような火災が発生した場合，自衛消防隊長の指揮のもと，

消火活動を行う。 
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自衛消防隊は，隊長，副隊長（夜間及び休日（平日の勤務時

間帯以外）は，訓練により力量を確保している宿直当番者）及

び当直守衛員 9人により構成される。消火担当 7人により，化

学消防自動車及び水槽付消防ポンプ自動車を同時に使用した消

火活動が可能である。 

当直（運転員）及び当直守衛員が，各々の所掌において火災

を発見した場合は，上記のとおり初期消火対応及び公設消防へ

の連絡を行うとともに，当直（運転員）と当直守衛員の間で迅

速に情報共有する。 

 

表 2 火災発生時の消火活動要員の動き 
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2．6 号及び 7 号炉の重大事故発生時における複数同時火災時の

対応 

緊急時対応中に 6 号及び 7 号炉で火災が発生し同時に消火

活動が必要になった場合の対応について示す。6号及び 7 号炉

の同時火災については，6号及び 7号炉のそれぞれの建屋本館

内部（6 号及び 7 号炉で計 2 箇所）での火災（以下「内部火

災」という。）のケースと，発電所敷地内での火災（以下「外

部火災」という。）が 2 箇所で発生したケースの 2 ケースを

示す。 

 

 

 

 

 

 

2-1．内部火災の場合 

(1) 前提条件 

・緊急時対応の最中に，6 号及び 7 号炉で原因の特定されな

い同時火災を想定する。 

・火災の発生防止対策，感知・消火対策を実施していることか

ら，初期消火要員が対応する火災は，原子炉建屋，タービン

建屋等の可燃物が少ない火災区域で発生し消火器で短時間に

消火できる規模の火災を想定する。 

・緊急時対応において，運転員の現場操作に際して消火活動が

必要な火災に対しては，運転員の一部を活用する。 

・原子炉の運転状態として，6 号及び 7 号炉共に運転中，片

方運転・片方停止，両方停止を想定し，各運転状態における

運転員の人数を前提とする。 

 

(3) 消火活動用資機材及び水源 

東海第二発電所の消火活動用資機材の種類及び水源を以下に

示す。 

・屋外消火栓（水源：防火水槽及び原水タンク）（東海発電所

と共用） 

・屋内消火栓（水源：ろ過水タンク及び多目的タンク） 

・消火器 

・化学消防自動車（1台）及び水槽付消防ポンプ自動車（1

台） 

2．重大事故等時における複数同時火災時の対応 

(1) 概要 

東海第二発電所敷地内において同時に複数箇所で火災が発生

した場合，災害対策本部の確立前については，当直発電長は火

災によるアクセスルート及び重大事故等対応に及ぼす影響等を

考慮して消火活動の優先度を判断し，自衛消防隊を出動させ消

火活動に当たらせる。災害対策本部の確立後については，当直

発電長からの報告を受けた本部長代理が，上記と同様の観点か

ら消火活動の優先度を判断し，自衛消防隊を出動させ消火活動

に当たらせる。 

東海第二発電所敷地内において同時に複数箇所で火災が発生

した場合の対応の例として，東海第二発電所の建屋内部の 2箇

所での同時火災のケ－ス（以下「建屋内同時火災」という。）

及び東海第二発電所敷地内（屋外）の 2箇所での同時火災のケ

－ス（以下「屋外同時火災」という。）について以下に示す。 

(2) 建屋内同時火災 

ａ．前提条件 

・重大事故等の対応中に，東海第二発電所建屋内で原因を特定

しない同時火災が発生することを想定する。 

・建屋内同時火災が発生した場合，当直運転員は初期消火活動

に当たる。しかし，自衛消防隊が消火現場に到着し，当直運

転員から消火活動を交替する場合や，火災によるアクセスル

ートや重大事故等対応に及ぼす影響の程度によっては，当直

発電長の判断により，当直運転員が重大事故等の現場対応操

作を優先する。 

・建屋内の火災であるため，消火活動は建屋内の消火器，消火

栓を使用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．重大事故等発生時における複数同時火災時の対応 

 

  緊急時対応中に島根原子力発電所構内において火災が発生

し，消火活動が必要になった場合の対応について示す。火災に

ついては，建物本館内部での火災（以下「内部火災」とい

う。）が２箇所で発生したケースと，発電所敷地内での火災

（以下「外部火災」という。）が２箇所で発生したケースの２

ケースを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

2.1 内部火災の場合 

(1) 前提条件 

・緊急時対応の最中に，建物本館内部で原因の特定されない同

時火災を想定する。 

 ・火災の発生防止対策，感知・消火対策を実施していることか

ら，初期消火要員が対応する火災は，原子炉建物，タービン

建物等の可燃物が少ない火災区域で発生し消火器で短期間に

消火できる規模の火災を想定する。 

・緊急時対応において，運転員の現場操作に際して消火活動が

必要な火災に対しては，運転員の一部を活用する。 

・原子炉の運転状態として，２号炉運転中及び停止中を想定

し，各運転状態における運転員の人数を前提とする。 
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(2) 内部火災での対応及び体制 

6号及び 7号炉での同時火災に対する対応フローを第 1図

に，初期消火要員の体制を第 2図に，運転員の体制を第 3

図～第 5図に示す。 

当直長は，火災の状況を含めプラント状況の把握や緊急

時対策本部との連絡を行っていることから，初期消火活動

の指示と現場指揮本部設置までの活動の指揮を執る。消防

隊長は，号機統括の指示を受け，速やかに現場指揮本部を

設置するとともに，設置後は消火活動の指揮を執る。指揮

権の委譲の際には，当直長と現場指揮者から状況説明を受

ける。その後は，現場指揮者から直接的，間接的に適宜状

況報告を受け両方の火災対応の指揮を執るとともに，緊急

時対策本部との連絡を行う。 

 

 

 

消火体制については，6号及び 7号炉同時火災発生に対応

するために，初期消火要員として選任されている運転員，

消防車隊員（委託）で 2班を編成する。初期消火要員に選

任されている運転員は原子炉の運転状態に依らず通常 3名

（運転中は専任，1ないし 2プラント停止中は 1名専任 2名

兼任）であることから，他の運転員 1名を初期消火要員に

充て，1班当たり運転員 2名，消防車隊 3名の計 5名で初期

消火活動を行う。 

なお，建屋内での火災発生に対して，原子炉の高温停止

及び低温停止を達成し維持するための安全機能を有する構

築物，系統及び機器を設置する区域で煙充満や放射線の影

響により消火活動が困難となる区域は，固定式消火設備を

設置する設計としており，当該火災区域での火災発生に対

して初期消火隊員に依存することなく，速やかな消火活動

が可能である。 

 

よって，プラントの運転状態に依らず緊急時対応中の 6

号及び 7号炉の同時火災に対して，プラント当たり 1班 5

名の初期消火要員で十分に消火活動が可能で，その活動も

短時間であることから，初期消火要員に充てた運転員は，

消火活動後速やかに現場操作対応を行うことが可能であ

り，緊急時対応に支障を及ぼすことはない。 

ｂ．対応及び体制 

東海第二発電所の建屋内同時火災の対応フローを図 2に，初期消

火体制を図 3に示す。 

 

当直発電長は，火災の状況を含めプラント状況の把握や災害

対策本部との連絡を行うとともに，現場指揮所設置までの当直

運転員が行う初期消火活動の指揮を執る。 

 

自衛消防隊長は，災害対策本部（消防班長）の指示を受け，

速やかに現場指揮所を設置するとともに，設置後は消火活動を

指揮する。指揮権の委譲の際には，当直発電長と現場対応者

（当直運転員等）から両方の火災状況の説明を受ける。その後

は，一方の火災現場に現場指揮及び連絡を担当する担当者を配

置し，適宜状況報告を受け両方の火災対応の指揮を執るととも

に，災害対策本部との連絡を行う。 

 

消火体制について，初期消火要員として当直発電長から指名

された当直運転員等が自衛消防隊で初期消火対応を行い，その

後は自衛消防隊で 2班を編成し消火活動に当たる。消火活動

は，自衛消防隊長及び自衛消防隊員 6名の計 7名の体制で対応

可能であり，必要により現場指揮所と火災現場の連絡担当を配

置する。 

 

 

 

(2) 内部火災での対応及び体制 

建物本館内部での同時火災に対する対応フローを第１図

に，建物本館内部での同時火災発生時の初期消火要員の体

制を第２図に，運転員の体制を第３図，第４図に示す。 

当直長は，火災の状況を含めプラント状況の把握や緊急

時対策本部との連絡を行っていることから，初期消火活動

の指示と現場指揮所設置までの指揮を執る。自衛消防隊長

は，指示者又は復旧統括の指示を受け，速やかに現場指揮

所を設置するとともに，設置後は消火活動の指揮を執る。

指揮権の委譲の際には，当直長と現場対応者から状況説明

を受ける。その後は，消火班長から直接的，間接的に適宜

状況報告を受け，両方の火災対応の指揮を執るとともに，

緊急時対策本部との連絡を行う。 

 

 

 

消火体制については，初期消火要員として選任されてい

る運転員２名，消防チーム（委託）６名で編成する。 

 

 

 

 

 

 

なお，建物内での火災発生に対して，原子炉の高温停止

及び冷温停止を達成し維持するための安全機能を有する構

築物，系統及び機器を設置する区域で煙充満や放射線の影

響により消火活動が困難となる区域は，固定式消火設備を

設置する設計としており，当該火災区域での火災発生に対

して初期消火要員に依存することなく，速やかな消火活動

が可能である。 

 

よって，プラントの運転状態に依らず緊急時対応中の内

部火災に対して，８名の初期消火要員で十分に消火活動が

可能で，その活動も短時間であることから，初期消火要員

に充てた運転員は，消火活動後速やかに現場操作対応を行

うことが可能であり，緊急時対応に支障を及ぼすことはな

い。 
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ただし，原子力警戒態勢又は緊急時態勢が発令され号機

統括が設置された場合には，消防隊長は，消火活動を優先

すべき号機統括の指揮・命令のもと初期消火班の初期消火

活動を指示する。 

なお，号機統括，消防隊長が権限を持つ作業が人身安全

を脅かす状態となる場合においては,本部長へ作業の可否判

断を求めることとする。 

本運用については，火災防護計画の関連文書に定める。 

 

 

 

 

 

 

 

本運用については，社内規程に定める。 
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図 2 建屋内同時火災の対応フロー 

 

図 3 建屋内同時火災発生時の初期消火体制 

 

 

 

 

第１図 建物内部での同時火災に対する対応フロー 

 

 

 

 

第２図 建物内部での同時火災発生時の初期消火体制 
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第３図 ２号炉事故及び火災対応時の運転体制について 

（２号炉運転中の場合） 
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第４図 ２号炉事故及び火災対応時の運転体制について 

（２号炉停止中の場合） 
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2-2．外部火災の場合 

(1) 前提条件 

・外部火災として，緊急時対応中に発電所敷地内で現場操

作を妨げるような火災が同時に 2箇所で発生することを

想定する。 

・消火活動は化学消防車，ポンプ車の組合せにより，消火

活動を行う。 

・化学消防車の操作は，消防車隊が行う。 

・復旧班の現場操作に際して消火活動が必要な火災に対し

ては，消防車の操作が可能な復旧班現場要員を活用す

る。 

 

 

 

(2) 外部火災での対応及び体制 

6号及び 7号炉での同時火災に対する対応フローを第 6図

に，初期消火要員の体制を第 7図に示す。 

 

外部火災における消火活動は，消防隊長が指揮を執る。

通常，敷地内の 1箇所の火災発生に対しては，火災対応の

ため常時待機している消防車隊員 6名で十分対応可能であ

るが，復旧班の現場操作に際して消火活動が必要な敷地内 2

箇所の同時火災が発生した場合には，消防車隊員に加え復

旧班現場要員（6号及び 7号炉各 7名）から注水隊員 6名を

充て，消火活動を行う。 

 

実際の放水活動は，化学消防車とポンプ車の組合せで行

うことから，1班当たり消防車隊 3名，注水隊員 3名で 2班

を編成し，2箇所に分かれて消火活動を行う。その際，消防

車隊 3名は化学消防車の操作，注水隊はポンプ車の操作を

行う。 

一方，初期消火活動に充てられた注水隊員は本来緊急時

の原子炉圧力容器への注水対応を行うため，消火活動が終

了とした時点で，消防隊長の判断により速やかに原子炉圧

力容器への注水作業に戻ることとする。 

本運用については，火災防護計画の関連文書に定め

る。 

(3) 屋外同時火災 

ａ．前提条件 

・東海第二発電所敷地内の屋外で，重大事故等の対応中に

発電所敷地内で現場操作を妨げるような火災が同時に 2

箇所で発生することを想定する。 

・消火活動は重大事故等対応のための活動である前提と

し，化学消防自動車及び水槽付消防ポンプ自動車を用い

る。 

・火災状況や火災規模により，上記の消防用自動車に加え

て可搬型代替注水中型ポンプを使用する。なお，可搬型

代替注水中型ポンプは自主の消火設備として活用する。 

・可搬型代替注水中型ポンプを用いる消火活動が必要な場

合は，保修班の現場要員を消火活動の要員として活用す

るため，初期消火要員の消火活動には影響を与えない。 

ｂ．外部火災での対応及び体制 

屋外同時火災の対応フローを図 4に，初期消火体制を図 5に

示す。 

 

屋外同時火災における消火活動は，自衛消防隊長が指揮を執

る。敷地内 2 箇所での同時火災に対しての消火活動は，常時待

機している自衛消防隊（当直守衛員消防隊 7 名）と自衛消防隊

長等の 2名（現場指揮者及び現場連絡責任者）の計 9 名で対応

可能である。 

なお，保修班の現場操作を前提として，可搬型代替注水中型

ポンプを用いて消火活動を行う場合は，保修班の現場要員 6 名

で消火活動を行う。この場合，現場要員は，消火活動の終了次

第，災害対策本部の判断により速やかに原子炉等への給水作業

等に戻る。 

 

2.2 外部火災の場合 

(1) 前提条件 

  ・外部火災として，緊急時対応中に発電所敷地内で現場操作

を妨げるような火災が同時に２箇所で発生することを想定

する。 

  ・消火活動は，化学消防自動車及び小型動力ポンプ付水槽車

等の組合せにより，消火活動を行う。 

  ・化学消防自動車及び小型動力ポンプ付水槽車の操作は，消

防チームが行う。 

・復旧班の現場操作に際して消火活動が必要な火災に対し

ては，大量送水車等の操作が可能な給水・送水確保要員

を活用する。 

 

 

 (2) 外部火災での対応及び体制 

   発電所敷地内での同時火災に対する対応フローを第５図

に，発電所敷地内での同時火災発生時の初期消火要員の体制

を第６図に示す。 

外部火災における消火活動は，自衛消防隊長が指揮を執

る。通常，敷地内の１箇所の火災発生に対しては，火災対

応のため常時待機している消防チーム６名で十分対応可能

であるが，復旧班の現場操作に際して消火活動が必要な敷

地内２箇所の同時火災が発生した場合には，消防チームに

加え，給水・送水確保要員から６名を充て，消火活動を行

う。 

 

実際の放水活動は，化学消防自動車及び小型動力ポンプ

付水槽車等の組合せで行うことから，原則として，１班当

たり６名の２班を編成し，２箇所に分かれて消火活動を行

う。その際，消防チーム等は化学消防自動車及び小型動力

ポンプ付水槽車等の操作を行う。 

一方，初期消火活動に充てられた給水・送水確保要員は

本来緊急時の原子炉圧力容器への注水等の対応を行うた

め，消火活動が終了とした時点で，自衛消防隊長の判断に

より速やかに原子炉圧力容器への注水等の作業に戻ること

とする。 

本運用については，社内規程に定める。 
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図 4 発電所敷地内での同時火災に対する対応フロー 

 

図 5 緊急時における発電所敷地内の同時火災発生時の初期消火

体制 

 

 

第５図 発電所敷地内での同時火災に対する対応フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６図 発電所敷地内での同時火災発生時の初期消火体制 
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別紙４ 

重大事故等時における緊急時対策要員の動き 

重大事故等時における緊急時対策要員の動きについては以下

のとおり。 

・平日勤務時間帯における緊急時対策所で初動態勢時に対応す

る要員（本部要員，現場要員）は，平日勤務時間における対

応者（執務できない場合の交替者を含む）を明確にした上

で，5 号炉定検事務室又はその近傍，及び第二企業センター

又はその近傍で分散して執務しており，召集連絡を受けた場

合は，速やかに 5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所に集合す

る。 

・夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）中における緊急時対

策所で初動態勢時に対応する要員（本部要員，現場要員）

は，夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）中における対応

者を明確にした上で，5 号炉定検事務室又はその近傍，及び

第二企業センター又はその近傍で分散して執務及び宿泊して

おり，召集連絡を受けた場合は，速やかに 5 号炉原子炉建

屋内緊急時対策所に集合する 

別紙 3 

重大事故等時における災害対策要員の動き 

重大事故等時における災害対策要員の動きについては以下の

とおり。 

・平日の勤務時間中においては災害対策要員のほとんどが事務

本館で執務しており，招集連絡を受けた場合は，速やかに緊

急時対策所に集合する。

・夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）は，災害対策要員

（初動）の要員が免震機能を持つ建物や耐震を考慮した建物

に待機しており，招集連絡を受けた場合は，速やかに緊急時

対策所に集合する。 

図 1 緊急時対策所までの参集ルート 

別紙３ 

重大事故等時における重大事故等に対処する要員の動き 

重大事故等時における重大事故等に対処する要員の動きにつ

いては以下のとおり。 

・平日勤務時間帯において，重大事故等に対処する要員のほと

んどが管理事務所で執務しており，招集連絡を受けた場合

は，速やかに緊急時対策所に集合する。 

・夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）において，初動対応

する重大事故等に対処する要員（本部要員，現場要員）は，

免震重要棟又はその近傍，１，２号炉制御室建物又はその近

傍及び３号炉制御室建物又はその近傍で執務若しくは待機し

ており，招集連絡を受けた場合は，速やかに緊急時対策所に

集合する。 

第１図 緊急時対策所までのアクセスルート 
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別紙５ 

緊急時対策所における主要な資機材一覧 

緊急時対策所に配備している主要な資機材については以下のと

おり。 

5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所 

○通信連絡設備

別紙 2 

緊急時対策所における主要な資機材一覧 

緊急時対策所に配備している主要な資機材については以下のとお

り。 

〇通信連絡設備 

別紙４ 

緊急時対策所における主要な資機材一覧 

緊急時対策所に配備している主要な資機材については以下のと

おり。 

１．緊急時対策所 

○通信連絡設備

○必要な情報を把握できる設備

○可搬型照明設備
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別紙 6 

緊急時対策要員による通報連絡について 

 

重大事故等が発生した場合，発電所の通報連絡責任者が，内閣

総理大臣，原子力規制委員会，新潟県知事，柏崎市長及び刈羽村

長並びにその他定められた通報連絡先への通報連絡を FAX を用

いて一斉送信するとともに，通報連絡後の総合原子力防災ネット

ワークの情報連絡の管理を一括して実施する。 

 

①発電所の通報連絡責任者は，特定事象等発見者から事象

発生の連絡を受けた場合は，原子力防災管理者へ報告す

るとともに，他の通報対応者と協力し通報連絡を実施す

る。 

②重大事故等（原子力災害対策特別措置法第 10 条第 1 項

に基づく通報すべき事象等）が発生した場合の通報連絡

は，内閣総理大臣，原子力規制委員会，新潟県知事，柏

崎市長及び刈羽村長及びその他定められた通報連絡先

に，ＦＡＸを用いて一斉送信することで，効率化を図

る。 

③内閣総理大臣，原子力規制委員会，新潟県知事，柏崎市

長及び刈羽村長に対しては，電話でＦＡＸの着信の確認

を行うとともに，その他通報連絡先へもＦＡＸを送信し

た旨を連絡する。 

④これらの連絡は，発電所対策本部の通報連絡者（5 名）

と本社対策本部の通報連絡者（3 名）が分担して行うこ

とにより時間短縮を図る。 

⑤その後，緊急時対策要員の召集で，参集した通報班の要

員確保により，更なる時間短縮を図る。 

⑥発電所から通報連絡ができない場合は，本社から通報先

に FAX を用いて通報連絡を行う。 

 

 

 

 

 

⑦原子力規制庁への情報連絡は，統合原子力防災ネットワ

ークを活用する。 

 

別紙 5 

災害対策要員による通報連絡について 

 

 重大事故等が発生した場合，発電所の通報連絡責任者が，内閣

総理大臣，原子力規制委員会，茨城県知事及び東海村並びにその

他定められた通報連絡先への通報連絡を，ＦＡＸを用いて一斉送

信するとともに，さらにその着信を確認する。また通報連絡後の

総合原子力防災ネットワークの情報連絡の管理を一括して実施す

る。 

①発電所の通報連絡責任者は，特定事象発見者から事象発生の

連絡を受けた場合は，原子力防災管理者へ報告するととも

に，他の通報対応者と協力し通報連絡を実施する。 

 

②重大事故等（原災法 10条第 1項に基づく通報すべき事象

等）が発生した場合の通報連絡は，内閣総理大臣，原子力規

制委員会，茨城県知事，東海村長並びにその他定められた通

報連絡先に，ＦＡＸを用いて一斉送信することで，効率化を

図る。 

 

③内閣総理大臣，原子力規制委員会，茨城県知事，東海村長に

対しては，電話でＦＡＸの着信の確認を行うとともに，その

他通報連絡先へもＦＡＸを送信した旨を連絡する。 

 

④これらの連絡は，災害対策本部の通報連絡要員（6名）が分

担して行うことにより時間短縮を図る。 

 

⑤その後，災害対策要員の招集で，参集した情報班の要員確保

により，更なる時間短縮を図る。 

⑥発電所から通報連絡ができない場合は，本店（東京）から通

報先にＦＡＸを用いて通報連絡を行う。 

 

 

 

 

 

⑦原子力規制庁への情報連絡は，統合原子力防災ネットワーク

を活用する。 

 

別紙５ 

緊急時対策要員による通報連絡について 

 

重大事故等が発生した場合，発電所の連絡責任者が，内閣総理

大臣，原子力規制委員会，島根県知事，松江市長及び鳥取県知事

並びにその他定められた通報連絡先への通報連絡をＦＡＸを用い

て一斉送信するとともに，通報連絡後の統合原子力防災ネットワ

ークの情報連絡の管理を一括して実施する。 

 

①発電所の連絡責任者は，特定事象等発見者から事象発生

の連絡を受けた場合は，所長（原子力防災管理者）へ報

告するとともに，他の通報対応者と協力し通報連絡を実

施する。 

②重大事故等（原子力災害対策特別措置法第十条第一項に

基づく通報すべき事象等）が発生した場合の通報連絡

は，内閣総理大臣，原子力規制委員会，島根県知事，松

江市長及び鳥取県知事及びその他定められた通報連絡先

に，ＦＡＸを用いて一斉送信することで，効率化を図

る。 

③内閣総理大臣，原子力規制委員会，島根県知事，松江市

長及び鳥取県知事等に対しては，電話でＦＡＸの着信の

確認を行うとともに，その他通報連絡先へもＦＡＸを送

信した旨を連絡する。 

④これらの連絡は，緊急時対策本部の連絡責任者（１名）

と連絡担当者（３名）が分担して行うことにより時間短

縮を図る。 

⑤その後，重大事故等に対処する要員の招集で，参集した

情報管理班及び通報班の要員確保により，更なる時間短

縮を図る。 

 

 

 

 

 

 

⑥原子力規制庁への情報連絡は，必要により統合原子力防

災ネットワークを活用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

 緊急時対策所通信設

備を多重化・多様化し

ていることから，島根

２号炉は，本社からの

通報連絡を期待しない 
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⑧通報連絡後の主要連絡は，本社が内閣府（内閣総理大

臣），原子力規制庁（原子力規制委員会）の対応を行

い，発電所が新潟県，柏崎市，刈羽村の対応等を行う。

⑨通報連絡の体制，要領については，手順書を整備し運用

を行う。

⑧通報連絡の体制，要領については，手順書を整備し運用を行

う。

⑦通報連絡の体制，要領については，手順書を整備し運用

を行う。

・運用の相違

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，発電

所において通報連絡を

実施 

柏崎 6/7は一部本社

にて実施

1.0-2064



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

図 原子力災害対策特別措置法 10条第１項に基づく通報連絡先 

第１図 原子力災害対策特別措置法第十条第一項等に基づく 

通報連絡経路 

・運用の相違

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，発電

所において通報連絡を

実施 

柏崎 6/7は一部本社

にて実施
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別紙 6 

廃止措置中の東海発電所の原子力防災体制との関係について 

1. 概要

廃止措置中の東海発電所は全ての核燃料は搬出済みであり，今

後，原子炉構造物が解体される。東海発電所には核燃料物質がな

いため，東海第二発電所のような重大事故等が発生することはな

い。 

しかし，東海発電所において原災法及び関連法令に定める特定

事象が発生した場合には，東海第二発電所及び東海発電所で災害

対策本部を同時に確立することとなる。 

本章では，災害対策要員の観点から，東海第二発電所及び東海

発電所に災害対策本部を確立した場合における東海第二発電所の

重大事故等対応が東海発電所の事故対応から受ける影響について

整理した。 

2. 東海発電所で発生が想定される事故

「原災法」及び「原子力災害対策特別措置法施行令」では，国

民の生命及び財産の保護の観点から，これに影響する又は影響す

る可能性がある事象が発生した場合には，事業者の通報が要求さ

れている。さらに，「原子力災害対策指針」及び「原子力災害対

策特別措置法に基づき原子力防災管理者が通報すべき事象等に関

する規則」では，原子炉の状況に応じた通報すべき事象（ＥＡ

Ｌ）が定められている。 

廃止措置中の東海発電所に該当するＥＡＬは「敷地境界付近の

放射線量の上昇」，「火災爆発等による管理区域外での放射線の

放出」及び「事業所外運搬での放射線量の上昇」がある。 

東海発電所廃止措置計画認可申請書（平成 23年度申請）で

は，廃止措置作業においてＥＡＬに該当する可能性がある事象と

して，「廃止措置工事において発生した放射性物質（粉じん）を

捕捉した高性能粒子フィルタの破損による敷地境界の線量率の上

昇」等が記載されている。また，廃止措置作業における「事業所

内外運搬で，輸送容器からの放射性物質の流出による放射線量の

上昇」が挙げられる。 

このように，廃止措置中の東海発電所においても原災法第 10

条に該当する特定事象が発生する可能性があり，これが，東海第

二発電所の重大事故等時と同時に発生した場合には，東海第二発

・東海第二固有の相違

【東海第二】 

 東海第二は，東海第

二発電所と東海発電所

で同時に事故が発生し

た場合は，それぞれ別

組織の体制を構築する

が，島根の場合，２号

炉の対応体制におい

て，１号炉の対応を行

う 
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電所と東海発電所において災害対策本部を同時に確立することと

なる。 

3. 東海第二発電所災害対策要員の東海発電所災害対策要員との

関係 

東海第二発電所重大事故等発生時に東海発電所で事故が同時発

生した場合には，各発電所の災害対策要員は，原則として別組織

とするが，東海第二発電所の災害対策本部の一部の要員は，東海

発電所の災害対策本部の要員を兼務する。 

重大事故等の対応に係る現場作業を行う要員及びその要員に指

示をする要員並びに特定施設に係る課題等の専門的な現場作業又

は検討を行う要員は，各発電所の独立した組織とするが，独立し

た組織とすることによる安全性への影響が考えられる下記の要員

は，東海発電所と東海第二発電所の災害対策本部の要員を兼務す

る。 

ａ．災害対策本部長 

他発電所への悪影響を及ぼす事故状況を把握した上で，両発電

所に係る事故対応上の意思決定（要員の避難，作業中断等）が必

要である。このため，別組織の要員では，事故収束及び要員の安

全確保に支障を来す。 

ｂ．広報班 

広報においては，同一敷地内に二つの発電所がある場合，両発

電所の状況に関する情報を統合して同時に提供する必要がある。

このため，別組織の要員が個々に情報提供すると，報道機関や住

民に混乱を招く。 

ｃ．オフサイトセンター対応 

オフサイトセンターの情報提供においては，同一敷地内に二つ

の発電所がある場合，両発電所の状況に関する情報を統合して同

時に提供する必要がある。このため，別組織の要員が個々に情報

提供すると，他機関の円滑な防災業務の遂行に支障を来す。 

 また，広報班及びオフサイトセンターに指示・命令する本部長

代理についても，同様に，安全性への影響の観点から兼務とす

る。 

 上記の考え方を踏まえて東海第二発電所及び東海発電所の災害

対策本部の要員を確保することにより，東海第二発電所及び東海
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発電所の災害対策本部を同時に確立した場合にも，東海第二発電

所の重大事故等の収束に係る作業を迅速かつ確実に行うことがで

きる。したがって，東海発電所の事故対応が東海第二発電所の重

大事故等対応に影響を及ぼさない。 

東海第二発電所及び東海発電所の災害対策本部の構成の関係を

図 1及び図 2に示す。 

東海第二発電所災害対策要員 111名は，東海第二発電所専従者

97名及び兼務者 14名から構成される。なお，東海発電所災害対

策要員 72名は，東海発電所専従者 58名及び兼務者 14名により

構成される。 

4. 東海第二発電所重大事故等発生時に東海発電所の事故が同時

発生した場合の初動対応 

東海第二発電所重大事故等発生時に東海発電所の事故が同時発

生した場合には，中央制御室に常駐している情報班員 1名が，電

話や一斉通報システム等を用いて東海第二発電所災害対策要員及

び（必要に応じて）東海発電所災害対策要員を非常招集する。こ

の際，電話や一斉通報装置の操作による東海発電所の災害対策要

員の非常招集は短時間であるため，東海第二発電所の状況及び当

直運転員による対応状況に係わる緊急時対策本部への報告に影響

はしない。 

5. プルーム通過時の東海第二発電所及び東海発電所の災害対策

要員の移動 

プルーム通過中は，東海第二発電所重大事故等の現場対応は実

施できないが，緊急時対策所における災害対策本部の本部長及び

本部員による本部体制及び各班の機能は維持され，ＳＰＤＳデー

タ表示装置や監視カメラ等を用いてプラント状況や周囲状況の把

握及び作業再開後の対応について，緊急時対策所内で議論され

る。 

上記の本部長及び運営支援組織（広報班）の本部員は東海発電

所の災害本部体制と兼務していることから，これに，廃止措置主

任者 1名，本部長代理 1名（東海発電所の災害対策本部体制のう

ち実施組織及び技術支援組織の取り纏め）及び廃止措置班 2名

（本部員，班長）をプルーム通過時に緊急時対策所に退避させる

ことで，東海第二発電所に加えて廃止措置中の東海発電所を含め

た総合的な状況把握と作業再開後の対応について議論することが

可能である。 
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図 1 東海第二発電所及び東海発電所の災害対策要員の関係 

（第 1.0.10－1図の東海第二発電所災害対策要員を東海第二 

発電所対応者及び兼務者等に分けた） 
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図 2 東海第二発電所及び東海発電所の災害対策要員の構成 

（1／2） 

（各職位及び各班における発電所別の組織及び兼務の関係を 

整理したもの） 

 

 
図 2 東海第二発電所及び東海発電所の災害対策要員の構成 

（2／2） 

（各職位及び各班における発電所別の組織及び兼務の関係を 

整理したもの） 
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別紙７ 

原子力事業所災害対策支援拠点について 

別紙 7 

原子力事業所災害対策支援拠点について 

別紙６ 

原子力事業所災害対策支援拠点について 
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図 原子力事業所及び原子力事業所災害対策支援拠点の位置 

 

 

 

 

 

 

 

第１図 原子力事業所及び原子力事業所災害対策支援拠点の位置 
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別紙 8 

発電所構外からの要員の参集について 

1. 要員の召集の流れ

夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）に重大事故等が発生

した場合に，発電所外にいる緊急時対策要員を速やかに非常召

集するため，「自動呼出・安否確認システム」，「通信連絡手

段」等を活用し，要員の非常召集及び情報提供を行う。（第 1

図）

新潟県内で震度 6 弱以上の地震が発生した場合には，非常

召集連絡がなくても自発的に参集する。 

地震等により家族，自宅等が被災した場合や自治体からの避

難指示等が出された場合は，家族の身の安全を確保した上で参

集する。 

集合場所は，基本的には柏崎エネルギーホール又は刈羽寮

（第 2 図）とするが，発電所の状況が入手できる場合は，直

接発電所へ参集可能とする。 

柏崎エネルギーホール又は刈羽寮に集合した要員は，緊急時

対策本部と非常召集に係る以下の確認，調整を行い，通信連絡

設備，懐中電灯等を持参し，発電所と連絡を取りながら集団で

移動する。柏崎エネルギーホール，刈羽寮には通信連絡設備と

して衛星電話設備（可搬型）を各 10 台配備する。 

別紙 4 

発電所外からの災害対策要員の参集について 

1．要員の参集の流れ

夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）に重大事故等が発生した

場合，発電所外にいる災害対策要員への情報提供及び非常招集を

速やかにするために，「一斉通報システム」を活用する。（図

1） 

また，発電所周辺地域（東海村）で震度 6弱以上の地震が発

生した場合には，各災害対策要員は，社内規程に基づき自主的

に参集する。 

地震等により家族，自宅等が被災した場合や地方公共団体か

らの避難指示等が出された場合は，家族の身の安全を確保した

上で参集する。 

発電所参集要員（拘束当番）である災害対策要員は，直接発

電所へ参集する。発電所参集要員（拘束当番）以外の参集要員

は，発電所外参集場所となる第三滝坂寮に集合し，発電所外参

集場所で災害対策本部と参集に係る以下①～⑤の情報確認及び

調整を行い，災害対策本部からの要員派遣の要請に従い，集団

で発電所に移動する。（図 2） 

別紙７ 

発電所構外からの要員の参集について 

１．要員の招集の流れ 

夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）に重大事故等が発生

した場合に，発電所外にいる重大事故等に対処する要員を速や

かに非常招集するため，「要員招集システム」，「通信連絡手

段」等を活用し，要員の非常招集及び情報提供を行う。（第１

図） 

第１図 要員招集システム 

松江市内で震度６弱以上の地震が発生した場合には，社内規

程に基づき，非常招集連絡がなくても自主的に参集する。 

地震等により家族，自宅等が被災した場合や自治体からの避

難指示等が出された場合は，家族の身の安全を確保したうえで

参集する。 

集合場所は，基本的には構外参集拠点（緑ヶ丘施設，宮内

（社宅・寮）及び佐太前寮）（第２図）とするが，発電所の状

況が入手できる場合は，直接発電所へ参集可能とする。 

構外参集拠点（緑ヶ丘施設，宮内（社宅・寮）及び佐太前

寮）に集合した要員は，緊急時対策本部と非常招集に係る以下

の確認，調整を行い，通信連絡設備，懐中電灯等を持参し，発

電所と連絡を取りながら集団で移動する。構外参集拠点（緑ヶ

丘施設，宮内（社宅・寮）及び佐太前寮）には通信連絡設備と

して衛星電話設備（携帯型）を各５台配備する。 

・運用の相違

【東海第二】 

 島根２号炉は，有効

性評価シナリオで参集

要員を考慮していない 

 要員招集システムによる対応要員の招集

当直長等

連絡責任者

連絡

入力

回答確認
重大事故等に対処する要員

メール

回答入力

・緊急連絡・安否確認システム

・一斉招集システム

要員招集システム

気象庁
（気象業務支援センター）

連絡責任者が要員招集システムを操作し，招集メールを発信する。

※１

※２

※１ 発電所沿岸で津波警報，大津波警報が発令された場合は気象庁の情報により要員招集システムからも

招集メールが自動配信される。

※２ 松江市内で震度６弱以上の地震が発生した場合，自主的に参集を開始するが，地震情報は当該シス

テムからも自動配信される。
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①発電所の状況（発電所への移動が可能なプラント状況か

どうか（格納容器ベントの実施見通し），発電所に行く

ための必要な装備（放射線防護服，マスク，線量計を含

む））

②その他発電所で得られた情報（発電所への移動に関する

道路状況等，移動する上で有益な情報）

③発電所へ移動する人の情報（人数，体調，移動手段（徒

歩，車両），連絡先）

発電用原子炉主任技術者は通信連絡手段により，必要の都

度，発電所の連絡責任者と連絡をとり，発電用原子炉施設の運

転に関し，保安上の指示を行う。 

① 発電所の状況（設備及び所員の被災等）

② 参集した要員の確認（人数，体調等）

③ 重大事故等対応に必要な装備（汚染防護具，マスク，線

量計等） 

④ 発電所への持参品（通信連絡設備，照明機器等）

⑤ 気象及び災害情報等

図 2 東海第二発電所とその周辺 

①発電所の状況（発電所への移動が可能なプラント状況か

どうか（格納容器ベントの実施見通し），発電所に行く

ための必要な装備（放射線防護服，マスク，線量計を含

む。））

②その他発電所で得られた情報（発電所への移動に関する

道路状況等，移動するうえで有益な情報）

③発電所へ移動する人の情報（人数，体調，移動手段（徒

歩，車両），連絡先） 

発電用原子炉主任技術者は通信連絡手段により，必要の都

度，発電所の連絡責任者と連絡をとり，発電用原子炉施設の運

転に関し，保安上の指示を行う。 

第２図 島根原子力発電所とその周辺                       
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2. 緊急時対策要員の所在について

発電所員の約 8 割（第 1 表）が居住している柏崎市街地，

刈羽村の大半は，柏崎刈羽原子力発電所から半径 10km 圏内

（第 2 図）に位置しており，社員寮についても半径 10km 圏内

に設置されている。 

3. 発電所構外からの要員の参集ルート

(1) 概要

2．災害対策要員の所在について 

東海村の大半は東海第二発電所から半径 5km圏内であり，発電

所員の約 5割が居住している。さらに，東海村周辺のひたちなか

市，那珂市など東海第二発電所から半径 5km～10km圏内には，発

電所員の約 2割が居住しており，おおむね東海第二発電所から半

径 10km圏内に発電所員の約 7割が居住している。（図 2）（表

1） 

表 1 居住地別の発電所員数（平成 28年 7月時点） 

3．発電所外からの災害対策要員の参集ルート 

3．1 概要 

発電所外から参集する災害対策要員の主要な参集ルートについ

ては，図 3に示すとおりである。 

図 3 主要な参集ルート 

２．重大事故等に対処する要員の所在について 

発電所員の社宅・寮がある島根原子力発電所から半径５km

圏内に，発電所員（約 540名）の約４割が居住している。更

に，島根原子力発電所から半径５～10km圏内には，発電所員

の約３割が居住しており，おおむね島根原子力発電所から半径

10km圏内に発電所員の約７割が居住している。 

（第 2図）（第 1 表） 

第 1表 居住地別の発電所員数（令和３年３月時点） 

３．発電所構外からの要員の参集ルート 

(1) 概要 
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柏崎市，刈羽村からの要員参集ルートについては，第 3 

図に示すとおりであり，要員参集ルートの障害要因として

は，比較的に平坦な土地であることから土砂災害の影響は

少なく，地震による橋の崩壊，津波による参集ルートの浸

水が考えられる。 

地震による橋梁の崩落については，要員参集ルート上の

橋梁が崩落等により通行ができなくなった場合でも，迂回

ルートが複数存在することから，参集は可能である。ま

た，木造建物の密集地域はなくアクセスに支障はない。な

お，地震による参集ルート上の主要な橋梁への影響につい

ては，平成 19 年新潟県中越沖地震においても，橋梁本体の

損傷による構造安全性に著しい影響のあるような損傷は見

られず（※１），実際に徒歩による通行に支障はなかっ

た。 

新潟県が実施した広域避難シミュレーション（※２）に

よれば，大規模な地震が発生により，発電所で重大事故等

が発生した場合，住民避難のため発電所の南西の海側ルー

トに交通渋滞が発生しやすいという結果が得られている。

交通集中によるアクセス性への影響回避のため，参集ルー

トとしては可能な限り避けることとし，複数ある参集ルー

トから適切なルートを選定する。

東海第二発電所が立地する東海村は比較的平坦な土地であり，

発電所外の拠点となる要員の集合場所（第三滝坂寮）から発電所

までの参集ルートは，通行に支障となる地形的な要因の影響が少

ない。また，木造建物の密集地域はなくアクセスに支障はない。

このため，参集要員は通行可能な道路等を状況に応じて選択して

参集できる。 

この他の参集に係る障害要因としては，地震による橋梁の崩

壊，津波による参集ルートの浸水が考えられる。 

地震による橋梁の崩壊については，参集ルート上の橋梁が崩壊

等により通行ができなくなった場合でも，迂回ルートが複数存在

することから，参集は可能である。なお，地震による参集ルート

上の主要な橋梁への影響については，平成 23年の東北地方太平

洋沖地震においても，実際に徒歩による通行に支障はなかった。 

参集ルートが津波により浸水した場合には，アクセス性への影

響を未然に回避するため，大津波警報発令時には，基準津波が襲

来した際に浸水が予想されるルート（図 3に示す，ひたちなか市

（那珂湊方面）及び日立市の比較的海に近いルート）は使用せ

ず，これ以外の参集ルートを使用して参集する。 

大規模な地震が発生し，発電所で重大事故等が発生した場合に

は，住民避難の交通渋滞が発生すルート考えられるため，交通集

中によるアクセス性への影響回避のため，参集ルートとしては可

能な限り住民避難の渋滞を避けることとし，複数ある参集ルート

から適切なルートを選定する。 

発電所構外からの参集ルートについては，第３図に示す

とおりであり，参集ルートの障害要因としては，比較的に

平坦な土地であることから，土砂災害の影響は少なく，地

震による橋の崩壊，津波による参集ルートの浸水が考えら

れる。 

地震による橋梁の崩落については，参集ルート上の橋梁

が崩落等により通行ができなくなった場合でも，迂回ルー

トが複数存在することから，参集は可能である。また，木

造建物の密集地域はなくアクセスに支障はない。なお，地

震による参集ルート上の主要な橋梁への影響については，

平成 12年鳥取県西部地震においても，実際に徒歩による通

行に支障はなかった。 

大規模な地震が発生し，発電所で重大事故等が発生した場

合には，住民避難の交通渋滞が発生すると考えられるため，

交通集中によるアクセス性への影響回避のため，参集ルート

としては可能な限り住民避難の渋滞を避けることとし，複数

ある参集ルートから適切なルートを選定する。 

第３図 発電所構外からの要員参集ルート 

・地理的要因の相違

【柏崎 6/7,東海第二】 

島根２号炉建設後の

最も大きな地震実績で

確認 
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津波浸水時については，アクセス性への影響を未然に回

避するため，大津波警報発生時には基準津波が襲来した際

に浸水が予想されるルート（第 3 図に図示した海沿いルー

ト）は使用しないこととし，これ以外の参集ルートを使用

して参集することとする。 

(※1)参考文献：2007 年新潟県中越沖地震の被害とその特徴／小

長井一男（東京大学教授生産技術研究所）他 

国土技術政策研究所資料 No.439，土木研究所資料

No.4086，建築研究資料 No.112「平成 19 年（2007 

年）新潟県中越沖地震被害調査報告」 

(※2) 参考文献：新潟県殿向け「平成２６年度新潟県広域避難時

間推計業務」～最終報告書～BGS-BX-140147 平成

２６年８月 三菱重工業株式会社 

http://www.pref.niigata.lg.jp/genshiryoku/135

6794481823.html 

(2) 津波による影響が考えられる場合の参集ルート

柏崎市津波ハザードマップによると，柏崎市中心部から

発電所までの要員参集ルートへの影響はほとんど見られな

い（川岸で数十 cm 程度）が，大津波警報発生は，津波によ

る影響を想定し海側や鯖石川の河口付近を避けたルートに

より参集する。（第 3 図）

3．2 津波による影響が考えられる場合の参集ルート 

東海村津波ハザードマップ（図 4）によると，東海村中心部か

ら東海第二発電所までの参集ルートへの影響はほとんど見られな

い（川岸で数 10cm程度）が，大津波警報発令時は，津波による

影響を想定し，海側や新川の河口付近を避けたルートにより参集

する 

津波浸水時については，アクセス性への影響を未然に回

避するため，大津波警報発生時には基準津波が来襲した際

に浸水が予想されるルート（第３図に示す，比較的海に近

いルート）は使用しないこととし，これ以外の参集ルート

を使用して参集することとする。 

(2)津波による影響が考えられる場合の参集ルート

松江市津波ハザードマップによると，松江市中心部から

発電所までの参集ルートへの影響はほとんど見られない

（川岸で数 10cm程度）が，大津波警報発生時は，津波によ

る影響を想定し，海側や佐陀川の河口付近を避けたルート

により参集する。（第４図）

・地理的要因の相違

【柏崎 6/7】 

新潟県固有の調査結

果 
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第 3 図 柏崎市，刈羽村からの要員参集ルート 

図 4 茨城県（東海村）の津波浸水想定図（抜粋） 

また，東海第二発電所では，津波ＰＲＡの結果を踏まえ，基準

津波を超え敷地に遡上する津波に対して影響を考慮する必要があ

る。敷地に遡上する津波の遡上範囲の解析結果（図 5）から，発

電所周辺に浸水する範囲が認められるが，東海村中心部から東海

第二発電所の敷地までの参集ルートに津波の影響がない範囲が確

認できることから，津波の影響を避けたルートを選択することに

より参集することは可能である。 

第４図 参集拠点からの参集ルート 

・評価内容の相違

【東海第二】 

 島根２号炉では，事

故シーケンスとして津

波特有の事故シーケン

スを選定していない
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(3) 住民避難が行われている場合の参集について

全面緊急事態に該当する事象が発生し，住民避難が開始

している場合，住民の避難方向と逆方向に要員が移動する

ことが想定される。

発電所へ参集する要員は，原則，住民避難に影響のない

よう行動し，自動車による参集ができないような場合は，

自動車を避難に支障のない場所に停止した上で，徒歩や自

転車により参集する。 

4. 発電所構内への参集ルート

発電所敷地外から発電所構内への参集ルートは，通常の正門

を通過するルートに加え迂回ルートを確保している。（第 4

図）

図 5 敷地に遡上する津波の遡上範囲想定図 

3．3 住民避難がなされている場合の参集について 

全面緊急事態に該当する事象が発生し，住民避難が開始されて

いる場合には，住民の避難方向と逆方向に移動することが想定さ

れる。 

発電所へ参集する要員は，原則，住民避難に影響のないよう行

動し，自動車による参集ができないような場合は，自動車を避難

に支障のない場所に停止した上で，徒歩等により参集する。 

3．4 発電所構内への参集ルート 

東海第二発電所の敷地周辺の参集ルートについては，以下に示

す敷地の特徴を踏まえて，複数の参集ルートを設定している。 

・東海第二発電所への参集に当たっては必ず国道 245号線を通過

することから，同国道の交通状態及び道路状態によるアクセス

性への影響を受けないように，同国道を通行する距離を短くす

るとともに，できるだけ多くの参集ルートを設定し，更に各参

集ルートの構内への進入場所をできるだけ離す 

(3) 住民避難が行われている場合の参集について

全面緊急事態に該当する事象が発生し，住民避難が開始

している場合，住民の避難方向と逆方向に要員が移動する

ことが想定される。 

発電所へ参集する要員は，原則，住民避難に影響のない

よう行動し，自動車による参集ができないような場合は，

自動車を避難に支障のない場所に停止したうえで，徒歩や

自転車により参集する。 

４．発電所構内への参集ルート 

発電所敷地外から発電所構内への参集ルートは，通常の一矢

入口及び本谷入口を通過するルートに加え迂回ルートを確保し

ている。（第５図） ・地理的要因の相違

【東海第二】 

 島根２号炉は，複数

のルートで参集が可能
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・敷地入口近傍にある 275kV及び 154kVの送電鉄塔の倒壊による

障害を想定し，鉄塔が倒壊しても影響を受けない参集ルートを

設定する

・敷地高さを踏まえ，敷地を遡上する津波によっても影響を受け

ずに緊急時対策所に到達できる参集ルートを設定する 

この考え方に基づき，発電所外から発電所構内への参集ルート

として，正門ルート（通常時のルート）の他に，南側ルート，南

西側ルート，西側ルート及び北側ルートを設定する。（図 6，図

7） 

各参集ルートの考慮すべき外的事象を表 2に示す。また，送電

鉄塔の倒壊時における通行の考え方を，別紙補足 1に示す。 

災害対策要員が参集する際は，各参集ルートの状況を踏まえて

安全に通行できるルートを選定する。 

なお，正門ルート及び代替正門ルートを通行できない場合は，

隣接する他機関の敷地内を通行する南側ルート，南西側ルート，

西側ルート及び北側ルートを介して災害対策要員が発電所に参集

する。このため，他機関とは，通行に係る運用及び参集ルートに

影響する障害物の撤去等に係る運用について，あらかじめ取り決

めることとしている。 

3．5 緊急時対策所への参集ルート 

平日の勤務時間帯においては，災害対策要員の多くは事務本館

で執務しており，招集連絡を受けた場合は，速やかに緊急時対策

所に参集する。 

夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）においては，災害対策

要員（初動）が事務本館等での執務若しくは発電所構内に設けた

待機場所に待機しており，招集連絡を受けた場合は，速やかに緊

急時対策所に参集する。 

事務本館及び発電所構内に設けた待機場所から緊急時対策所ま

での主な参集ルートを，図 8に示す。 

  発電所近傍にある 500kV，220kV及び 66kVの送電鉄塔の倒壊

による障害を想定し，鉄塔が倒壊しても影響を受けない参集ル

ートを設定する。 

発電所近傍にある 500kV，220kV及び 66kVの送電鉄塔の倒壊

による障害を想定し，鉄塔が倒壊した場合における通行の考え

方を別紙補足 1に示す。 

  平日の勤務時間帯において，重大事故等に対処する要員の多

くは管理事務所で執務しており，招集連絡を受けた場合は，速

やかに緊急時対策所に参集する。 

  夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）においては，初動対

応する重大事故等に対処する要員が免震重要棟又はその近傍及

び１，２号及び３号炉制御室建物又はその近傍で執務若しくは

待機しており，招集連絡を受けた場合は，速やかに緊急時対策

所に参集する。 

  管理事務所及び免震重要棟から緊急時対策所までの主なアク

セスルートを，第５図に示す。

・評価内容の相違

【東海第二】 

 島根２号炉では，事

故シーケンスとして津

波特有の事故シーケン

スを選定していない

・東海第二固有の相違

【東海第二】 

島根２号炉は他機関

の敷地を通行しない 
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第４図 発電所構内への参集ルート 

図 7 発電所周辺の送電線路と発電所への参集ルート 

第５図 発電所構内への参集ルート及び緊急時対策所への 

アクセスルート
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図 8 緊急時対策所までの参集ルート 

 

表 2 各参集ルートの特徴を踏まえた要員参集の適合性 
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5. 夜間及び休日における要員参集について

(1) 要員の想定参集時間

第 1 表及び第 2 図に示すとおり，要員の大多数は発電所か

ら半径 10km 圏内に居住していることから，仮に発電所から

10km 地点に所在する要員が，夜間及び休日（平日の勤務時間

帯以外）において直接徒歩移動で参集する場合であっても，参

集時間は約 3 時間 30 分と考えられる。 

また，大地震等が発生している状況では要員の自宅が被災す

る可能性もあるため，出発までの準備時間が約 1 時間必要で

あると仮定した場合であっても，発電所への参集時間は約 4時

間 30 分と考えられる。 

さらに，要員集合場所（柏崎エネルギーホール又は刈羽寮）

に立寄り，情報収集を行った上で参集することから，集合場所

に立寄るために遠回りする時間を 1 時間，情報収集する場合

の時間を 30 分必要であると仮定した場合であっても，発電所

から 10km に所在する要員は，約 6時間で発電所に参集可能で

あると考えられる。 

(2) 要員参集調査

夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）において，重大事故

等が発生した場合の緊急時対策要員の参集動向（所在場所（準

備時間を含む）～集合場所（情報収集時間を含む）～発電所ま

での参集に要する時間）を評価した結果，要員の参集手段が徒

歩移動のみを想定した場合かつ，年末年始やゴールデンウィー

ク等の大型連休であっても，5 時間 30 分以内に参集可能な要

員は 350 名以上と考えられる。 

なお，自動車等の移動手段が使用可能な場合は，より多くの

要員が早期に参集することが期待できる。 

※ 必要な要員数については，今後の訓練等の結果により人

数を見直す可能性がある。

4．夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）の要員参集条件及び

参集時間について 

実際に実施した参集訓練等で得られた結果及び各種のハザード

を考慮した参集条件を保守的に設定し，これを用いて災害対策要

員の参集時間を以下に評価した。 

4．1 評価条件 

(1) 自宅等を出発するまでの時間

事象発生後に，あらかじめ拘束当番に指名されており発電所

に参集する災害対策要員は，災対本部からの招集連絡を受け

て，発生 30分後に自宅を出発するものとする。（図 7） 

５．夜間及び休日における要員参集について 

(1) 要員の想定参集時間

第１表及び第２図に示すとおり，要員の大多数は発電所から

半径 10km 圏内に居住していることから，仮に発電所から 10km

地点に所在する要員が，夜間及び休日（平日の勤務時間帯以

外）において，発災 30分後に自宅を出発するものとし，徒歩

移動で参集する場合であっても，参集時間は約６時間 30分と

考えられる。 

さらに，要員集合場所（緑ヶ丘施設，宮内（社宅・寮）及び

佐太前寮）に立寄り，情報収集を行ったうえで参集することか

ら，情報収集する場合の時間を 30分必要であると仮定した場

合であっても，発電所から 10kmに所在する要員は，約７時間

で発電所に参集可能であると考えられる。 

(2) 要員参集調査

夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）において，重大事故

等が発生した場合の重大事故等に対処する要員の参集動向（所

在場所（準備時間を含む。）～集合場所（情報収集時間を含

む。）～発電所までの参集に要する時間）を評価した結果，要

員の参集手段が徒歩移動のみを想定した場合かつ，年末年始や

ゴールデンウィーク等の大型連休であっても，７時間以内に参

集可能な要員は 150名以上（発電所員約 540名の約３割）と考

えられる。 

なお，自動車等の移動手段が使用可能な場合は，より多くの

要員が早期に参集することが期待できる。 

※ 必要な要員数については，今後の訓練等の結果により

人数を見直す可能性がある。

また，集合場所（緑ヶ丘施設）からの参集訓練結果について

別紙補足２に示す。 

・運用の相違

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，集合

場所を経由した場合の

移動時間を考慮して時

間を算出 

・運用の相違

【東海第二】 

 島根２号炉は，有効

性評価シナリオで参集

要員を考慮していない 

・体制及び運用の相違

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，参集

の目安である８時間で

参集可能な 10km圏内に

ついて記載 

・運用の相違

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，集合

場所からの参集訓練結

果について記載 
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＜参考：要員参集調査による評価＞ 

○夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）において，重大

事故等が発生した場合の緊急時対策要員の参集動向をよ

り具体的に把握するため，「平日夜間」「休日日中」

「休日夜間」「大型連休（シルバーウィーク※）日中」

「大型連休（シルバーウィーク※）夜間」の 5ケースに

おいて緊急呼び出しがかかった場合を想定し，その時々

における要員の所在場所（自宅，発電所，それ以外の場

所の場合は最寄りの集合場所までの移動時間を回答）を

調査することで，参集状況を評価。 

○要員集合場所（柏崎エネルギーホール又は刈羽寮）での

情報収集時間 30 分を考慮（第 5図）。

※ 要員参集調査時期が 2015 年 9 月であり大型連休の対

象をシルバーウィークとした。 

＜参考：要員参集調査による評価＞ 

○夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）において，重大事故

等が発生した場合の重大事故等に対処する要員の参集動向を

より具体的に把握するため，「平日夜間」「休日日中」「休

日夜間」「大型連休日中」「大型連休夜間」の５ケースにお

いて緊急呼び出しがかかった場合を想定し，その時々におけ

る要員の所在場所（発電所からの直線距離に応じた区分を回

答）を調査することで，参集状況を評価する。（第７図及び

第８図） 

○参集の流れは，所在場所（準備時間を含む。）～集合場所

（情報収集時間を含む。）～発電所までの移動とする。 

○集合場所（緑ヶ丘施設，宮内（社宅・寮）及び佐太前寮）で

の情報収集時間 30分を考慮する（第 6図）。 

○過去５回の要員参集調査を実施し，重大事故等が発生した場

合の重大事故等に対処する要員の参集動向を評価した結果，

年末年始やゴールデンウィーク等の大型連休であっても，7

時間以内に参集可能な重大事故等に対処する要員は 150名以

上（発電所員約 540名の約３割）と考えられる。このことか

ら，夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）の初動体制の拡

大を図り，長期的な事故対応を行うために外部から発電所へ

参集する緊急時対策要員（54名）は，要員参集の目安とし

ている８時間以内に確保可能であることを確認している※。 

※（ａ）平成 28年５月：162名（うち，実施組織 109名（復 

旧班 49名，プラント監視班 60

名）） 

（ｂ）平成 29年５月：167名（うち，実施組織 118名（復

旧班 67名，プラント監視班 51

名）） 

（ｃ）平成 30年１月：151名（うち，実施組織 102名（復

旧班 50名，プラント監視班 52

名）） 

  （ｄ）令和元年１月：157名（うち，実施組織 105名（復旧  

班 49名，プラント監視班 56名）） 

（ｅ）令和２年１月：221名（うち，実施組織 145名（復旧

班 74名，プラント監視班 71名）） 

・運用の相違

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，発電

所からの直線距離に応

じた区分を回答し，そ

の距離を基に移動時間

を算出 
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a. 車が使える場合（第 6 図）

○3 時間 30 分以内に約 8 割の要員が参集可能な場所に

いることを確認した。（大型連休は除く）

○大型連休でも，3 時間 30 分以内に約 6 割の要員が参

集可能な場所にいる。

b. 徒歩移動のみの場合（第 7 図）

○車を使用した場合に比べ要員参集のタイミングが遅く

なるが，7 割程度の要員は，5 時間 30 分以内に参集可

能な場所にいることを確認した。（大型連休は除く）

○通常の休日と大型連休を比較すると，大型連休には約 2

割多い要員が柏崎刈羽地域近傍から不在（徒歩 5 時間

30 分以上）となるが，5 時間 30 分以内で参集可能な

要員は約半数。

図９ 要員の招集から自宅出発までの概要 

(2) 移動手段・移動速度

徒歩による移動とする。参集訓練実績を元に移動速度を

4.0km／h（67m／min）※３とする。なお，参考として，自転車

で参集する場合を想定し，同様の考え方で移動速度を 12km／h

（200m／min）とする。（別紙補足 2） 

※3 参集訓練の実績 5.0km／h（83m／min）に対して保守的に

4.0km／h（67m／min）とする。自転車は，訓練実績を踏

まえて保守的に「12km／h（200m／min）」とする。 

第６図 要員参集の流れについて（イメージ） 

ａ．車が使える場合（第７図） 

○３時間 30分以内に約８割の要員が参集可能な場所にい

ることを確認した。（大型連休は除く。） 

○大型連休でも，３時間 30分以内に約５割の要員が参集

可能な場所にいる。 

ｂ．徒歩移動のみの場合（第８図） 

○車を使用した場合に比べ要員参集のタイミングが遅く

なるが，６割程度の要員は，７時間以内に参集可能な

場所にいることを確認した。（大型連休は除く。） 

○通常の休日と大型連休を比較すると，大型連休には約

３割多い要員が半径 10km圏内から不在（徒歩７時間以

上）となるが，７時間以内で参集可能な要員は約３

割。 

・運用の相違

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，参集

の目安である８時間で

参集可能な 10km圏内に

ついて記載 

・訓練内容の相違

【東海第二】 

 島根２号炉は，徒歩

による訓練を実施 
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※各所在場所から集合場所（柏崎エネルギーホール，刈羽

寮）までの移動に要する時間を回答してもらい，その時

間に以下の数値を加えて算出。 

・自宅からの参集の場合，出発までの準備時間：30分

・集合場所での情報収集時間：30分

・集合場所から発電所への移動時間：30分

第６図 要員参集シミュレーション結果（車でアクセス可能） 

（ａ）平成 28年５月 

（ｂ）平成 29年５月 

※発電所からの直線距離に応じた区分を回答してもらい，

その区分に応じた移動時間（30分以内（～10km），30分

～1.5時間（10～30km），1.5時間以上（30km～））に以

下の数値を加えて算出。 

・出発までの準備時間：30分

・集合場所での情報収集時間：30分

・集合場所から発電所間に設ける一時立寄場所に駐車

し，そこから徒歩で発電所までの移動時間：１時間 

第７図 要員参集シミュレーション結果（車でアクセス可能） 
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※出発までの準備時間を考慮の上，天候が良好な状況を想

定し，集合場所を経由した場合の発電所（5号炉原子炉建

屋内緊急時対策所）までの移動距離 1時間以内（～

3km），1～3時間（3～10km），3～5時間（10～17km），

5時間以上（17km～）により算出。 

※自宅以外からの参集の場合，各所在場所から参集に要す

る時間を回答。 

※集合場所での情報収集時間の 30分を考慮。

第７図 要員参集シミュレーション結果（徒歩移動のみ） 

（ａ）平成 28年５月 

（ｂ）平成 29年５月 

※出発までの準備時間を考慮のうえ，天候が良好な状況を

想定し，集合場所を経由した場合の発電所（緊急時対策

所）までの移動距離 4.0時間以内（～3.5km），4.0～6.5

時間（3.5～10km），6.5～10.0時間（10～20km），10.0

時間以上（20km～）により算出。なお，移動速度は参集

訓練の実績（4.0km/h（67m/min））を基に算出してい

る。（別紙補足２） 

※発電所からの直線距離に応じた区分を回答。

※集合場所での情報収集時間の 30分を考慮

第８図 要員参集シミュレーション結果（徒歩移動のみ） 
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(3) 参集ルート

参集する災害対策要員は，津波による浸水を受ける発電所周辺

の浸水エリアを迂回したルートで参集する設定とした。 

4．2 参集に要する時間と災害対策要員数 

事象発生時には，発電所構内に常駐している災害対策要員（初

動）39名を除く，予め拘束当番に指名されている災害対策要員

（72名）を含む全ての災害対策要員※４が発電所に参集する。 

※4 発電所に参集する要員数は，全ての災害対策要員（255

名，平成 28年 7月時点，表 1参照）から災害対策要員

（初動）39名を差し引いた 216名となる。拘束当番であ

る災害対策要員（72名）は，216名の内数である。 

参集する災害対策要員が，東海第二発電所の敷地に参集する

（発電所構外の拠点となる集合場所を経由しない）までの所要時

間と参集する災害対策要員数の関係を表 3に示す。 

表 3 参集に係る所要時間と災害対策要員数の関係 

（平成 28年 7月時点） 
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(3) 参集要員の確保 

(1)要員の想定参集時間，及び(2)要員参集調査から，夜間及

び休日（平日の勤務時間帯以外）かつ，参集手段が徒歩移動の

みを想定した場合であっても，発電所構外の緊急時対策要員は

事象発生から約 6 時間で発電所に参集可能と考えられるこ

と，また，年末年始やゴールデンウィーク等の大型連休に重大

事故等が発生した場合であっても，5 時間 30 分以内に参集可

能な緊急時対策要員は 350 名以上と考えられることから，事

象発生から 10 時間以内に外部から発電所へ参集する 6 号及び

7 号炉の対応を行うために必要な緊急時対策要員※（106 名

（1～7 号炉の対応を行う必要な要員は合計 114 名））は確保

可能であることを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，事象発生から 10 時間以内の重大事故等時の対応にお

いては，発電所内に常時確保する 44 名の緊急時対策要員によ

り対応が可能であるが，早期に班長以下の要員数が約 2 倍と

なれば，より迅速・多様な重大事故等への対処が可能と考えら

れる。このため，徒歩参集，要員自身の被災，過酷な天候及び

道路の被害等を考慮し，事象発生から約 6 時間を目処に，外

部から発電所に参集する 40 名の緊急時対策要員※を確保す

る。 

※ 要員数については，今後の訓練等の結果により人数を見直

す可能性がある。 

表 3より，あらかじめ拘束当番に指名されており発電所に参集

する災害対策要員（72名）は，事象発生後 120分には参集する

と考えられる。また，参集ルートの状況により自転車で参集でき

る場合には，更に短時間での参集が可能となる。 

上記の参集に係る所要時間は，事象発生時に，構外から参集す

る災害対策要員に求められる参集時間（最短で約 3時間，可搬型

代替注水中型ポンプ等への燃料補給）と比較して十分に早い。

（別紙補足 3，別紙補足 4） 

参集する災害対策要員は，参集ルート上に建物等の倒壊他によ

り通行が困難な状態を確認した場合には，それを避けた別の参集

ルートを通行する。この場合，参集時間に影響すると考えられる

が，表 3の評価結果は，以下に示す保守的な条件設定に基づく評

価結果であるため，実際の参集性には影響はない。 

・災害対策要員は発生 30分後（招集連絡を受信してから 20分

後）に出発することしているが，実態は数分で出発可能であ

る。 

・移動手段は，発電所周辺の道路の通行に支障があることを想定

し，道路の状況に応じて参集ルートを選べる徒歩による移動と

した。 

・移動速度は参集訓練の実績（5.0km／h）に対し，保守的に

4.0km／hとした。 

・参集ルートは，発電所周辺には複数の道路があることから，主

要な幹線道路を用いた主要参集ルートが通行できない場合でも

比較的近い場所を迂回参集ルートとして通行することが可能で

ある。このため，迂回参集ルートは主要参集ルートと比較して

移動距離及び移動時間はあまり変わらない。（別紙補足 5） 

 

(3) 参集要員の確保 

(1)要員の想定参集時間，及び(2)要員参集調査から，夜間及

び休日（平日の勤務時間帯以外）かつ，参集手段が徒歩移動の

みを想定した場合であっても，発電所構外の重大事故等に対処

する要員は事象発生から約７時間で発電所に参集可能と考えら

れること，また，年末年始やゴールデンウィーク等の大型連休

に重大事故等が発生した場合であっても，７時間以内に参集可

能な重大事故等に対処する要員は 150名以上（発電所員 540名

の約３割以上）と考えられる。このことから，夜間及び休日

（平日の勤務時間帯以外）の初動体制の拡大を図り，長期的な

事故対応を行うために外部から発電所へ参集する緊急時対策要

員（54名※）は，要員参集の目安としている８時間以内に確保

可能であることを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※要員数については，今後の訓練等の結果により人数を見直す

可能性がある。 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，参集

の目安である８時間で

参集可能な 10km圏内と

して設定 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，有効

性評価シナリオで参集

要員には期待していな

いが，一定の緊急時対

策要員が参集する目安

時間を設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，有効

性評価シナリオで参集

要員には期待していな

いが，一定の緊急時対

策要員が参集する目安

時間を設定 
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別紙補足 1 

鉄塔倒壊時のアクセスについて 

1. 鉄塔の倒壊とアクセスルートについて

発電所周囲には 275kV及び 154kVの送電線鉄塔が設置されてお

り，送電線及び送電鉄塔は参集ルート上を横断又は参集ルートに

近接している。 

送電線の脱落及び断線，あるいは送電線鉄塔が倒壊した場合に

おいても，垂れ下がった送電線又は倒壊した送電線鉄塔に対して

十分な離隔距離を保って通行すること，又は複数の参集ルートか

らその他の適切な参集ルートを選択することで，発電所へ参集す

ることは可能である。 

2. 送電鉄塔の倒壊時に通行する参集ルート

送電鉄塔の倒壊等が発生した際に通行する参集ルートについて

は，倒壊した送電鉄塔の場所及び損壊状況に応じて，その他の複

数の参集ルートから，以下の事項を考慮して，確実に安全を確保

できる適切な参集ルートを選定し通行する。 

・大津波警報発生の有無

・倒壊した送電鉄塔及び送電線の損壊状態及び送電線の停電状況

・上記以外の倒壊物による参集ルートへの影響状況

別紙補足１ 

鉄塔倒壊時のアクセスについて 

１．鉄塔の倒壊と参集ルートについて 

  発電所周囲には 500kV，220kV及び 66kVの送電鉄塔が設置さ

れており，送電線及び送電鉄塔は参集ルート上を横断又は参集

ルートに近接している。（第１図）

  送電線の脱落及び断線，あるいは送電鉄塔が倒壊した場合に

おいても，垂れ下がった送電線又は倒壊した送電鉄塔に対して

十分な離隔距離を保って通行すること，又は複数の参集ルート

からその他の適切な参集ルートを選択することで，発電所に参

集することは可能である。 

２．送電鉄塔の倒壊時に通行する参集ルート 

  送電鉄塔の倒壊等が発生した際に通行する参集ルートについ

ては，倒壊した送電鉄塔の場所及び損壊状況に応じて，その他

の複数の参集ルートから，以下の事項を考慮して，確実に安全

を確保できる適切な参集ルートを選定して通行する。 

・大津波警報発生の有無

・倒壊した送電鉄塔及び送電線の損壊状況及び送電線の停電

状況 

・上記以外の倒壊物による参集ルートへの影響状況

第１図 発電所周辺の参集ルートと送電鉄塔の位置 
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2.1 275kV No.2送電鉄塔が倒壊した場合 

発電所進入道路を阻害することになる，275kV No.2送電鉄塔

の南側への倒壊又は 154kV No.5鉄塔の北側への倒壊が起きて

も，275kV No.2鉄塔を迂回することでアクセスすることは可能

である。（図 1） 

図 1 送電鉄塔倒壊時のアクセスルート（代替正門ルート） 

（１）66kV No.54-甲及び No.54-乙送電鉄塔が倒壊した場合 

発電所侵入道路を阻害することになる 66kV No.54-甲及び

No.54-乙送電鉄塔の倒壊がおきても，これらの鉄塔を迂回する

ことでアクセスすることは可能である。（第２図） 

第２図 一矢入口周辺の参集ルートと送電鉄塔の位置 
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2.2 154kV No.3送電鉄塔が倒壊した場合 

西側ルートは，国道 245 号から２箇所の入口があるため，154kV 

No.3 送電鉄塔が倒壊しても，影響を受けない入口からアクセス

することは可能。また，154kV No.3 送電鉄塔を迂回した場合

は，JAEA 敷地内を通行して南西側ルートよりアクセスすること

も可能である。（図 2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 鉄塔倒壊時のアクセスルート（西側ルート） 
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2.3 154kV No.2～No.4送電鉄塔が倒壊した場合 

154kV No.1～No.4送電鉄塔が全て西側へ倒壊して国道 245号の

通行を阻害しても，発電所周囲の別の道に迂回することで 154kV

送電鉄塔の倒壊の影響を避けて発電所進入道路へアクセスするこ

とは可能。（図 3） 

図 3 鉄塔倒壊時のアクセスルート 

（別ルート(国道 245号迂回)） 
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2.4 154kV No.2～No.4送電鉄塔が倒壊した場合 

275kV No.2鉄塔の南側への倒壊又は 154kV No.5鉄塔の北側への

倒壊が発生し，かつ 154kV No.1～No.4送電鉄塔が全て西側へ倒

壊して国道 245号の通行を阻害している場合，津波警報が発生し

ていない状況であれば，標高の低い箇所を辿る北側及び南側ルー

トを用いてアクセスすることが可能である。（図 4）

図 4 鉄塔倒壊時のアクセスルート（北側，南側ルート） 
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3. 倒壊した送電鉄塔の影響について

自然災害により送電鉄塔が倒壊した事例を以下に示す。

いずれの自然災害においても，送電鉄塔は鉄骨間の間隙を保っ

て倒壊していることが確認できることから，災害対策要員は，送

電線の停電など安全を確認した上で，倒壊した送電鉄塔の影響を

受けていない箇所を，離隔を保って迂回するルートで鉄塔の近傍

を通過することが可能である。 

３．倒壊した送電鉄塔の影響について 

  自然災害により送電鉄塔が倒壊した事例を以下に示す。 

重大事故等に対処する要員は，送電線の停電など安全を確認

したうえで，倒壊した送電鉄塔の影響を受けていない箇所を，

離隔距離を保って迂回するルートで鉄塔の近傍を通過すること

が可能である。 
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別紙補足 2 

参集訓練の実施結果 

1. 概 要

重大事故等が発生した場合において，発電所外から参集する

災害対策要員の参集性を評価するため参集訓練を実施した。参

集する要員は，居住地及び年齢など種々の組み合わせを考慮し

て選定し，発電所まで参集する時間を実際に計測して，移動速

度を算出した。 

この結果から，発電所外から参集する災害対策要員の参集す

るための保守的な移動速度を設定した。 

2. 参集訓練の実施

参集訓練の実施に当たっての条件と実施結果を以下に示す。

2.1 参集訓練の実施概要 

・移動経路は発電所の東側を除いた，北側，西側，及び南

側で 2ルートの合計 4ルートを設定して実施。

・移動速度の計測は，移動手段を徒歩として実施。ただ

し，南側のルートの計測では，自転車での速度の計測も

実施。

・各コ－スとも 2名／組で実施し，年齢層によるバラツキ

をなくすため，各組の合計年齢が同じようになるように

設定（各組で 80歳～100歳）。

別紙補足２ 

参集訓練の実施結果 

１．概要 

  重大事故等が発生した場合において，発電所外から参集する

重大事故等に対処する要員の参集性を評価するため参集訓練を

実施した。集合場所である緑ヶ丘施設から緊急時対策所に参集

する時間を実際に計測して，移動速度を算出した。 

この結果から，発電所外から参集する重大事故等に対処する

要員の参集するための速度を設定した。 

２．参集訓練の実施 

  参集訓練の実施に当たっての条件と実施結果を以下に示す。 

（１）参集訓練の実施概要 

・移動経路は，通常参集ルートである一矢入口及び本谷入

口，迂回ルートである宇中入口及び内カネ入口を通過して

発電所にアクセスする４ルートを設定して実施。（第１

図）

・移動速度の計測は，移動手段を徒歩として実施。

・各コースとも２名／組で実施。

第１図 集合場所（緑ヶ丘施設）からの参集訓練ルート 

・記載方針の相違

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，集合

場所からの参集訓練結

果について記載 

・訓練内容の相違

【東海第二】 

 島根２号炉は集合場

所から緊急時対策所ま

での参集時間を計測 

・訓練内容の相違

【東海第二】 

 島根２号炉は徒歩に

よる訓練を実施 
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2.2 参集訓練の実施結果 

表 1 参集訓練の実施結果（平成 27年 9月 29日実施） 

 

 

3. 参集訓練の評価 

表 1参集訓練の結果より，徒歩での移動速度は 83m／min

（5.0km／h）と算出され，本訓練の評価用歩行速度を 67m／

min（4.0km／h）で設定した。 

また，上記の参集性の評価に当たっては，測定結果に交通事

情や道路条件及び道路上に発生した障害によって発生する迂回

に要する時間を考慮し，保守的に参集に係る移動速度を 67m／

min（4.0km／h）とした。 

なお，自転車を用いた移動速度は 208m／min（12.5km／h）

と評価でき，参集に自転車を用いれば参集に係る所要時間は更

に短縮できることを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）参集訓練の実施結果 

  第１表 参集訓練の実績結果（令和元年 11月 22日実施） 

 

 

 

 

３．参集訓練の評価 

  第１表の参集訓練の結果より，徒歩での移動速度は 73 

m/min（4.4 km/h）と算出され，本訓練の評価用平均速度を 67 

m/min（4.0 km/h）で設定した。 

  また，上記の参集性の評価に当たっては，測定結果に交通事

情や道路条件及び道路上に発生した障害によって発生する迂回

に要する時間を考慮し，保守的に参集に係る移動速度を

67m/min（4.0 km/h）とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・訓練内容の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は徒歩に

よる訓練を実施 
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4. 参集訓練の様子 

参集訓練の様子を図 1に示す。 

 

 

図 1 参集訓練の様子 

 

 

４．参集訓練の様子 

  参集訓練の様子を第２図に示す。 

 

第２図 参集訓練の様子 
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別紙補足 3 

図 1 各事故シーケンスグループ等において参集要員に求める 

主な対応と参集時間 

・運用の相違

【東海第二】 

 島根２号炉は，有効

性評価シナリオで参集

要員を考慮していない 
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 別紙補足 4 

 
図 1 全交流電源喪失（ＴＢＰ）の作業と所要時間 

 

 ・運用の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，有効

性評価シナリオで参集

要員を考慮していない 
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 別紙補足 5 

 

参集ルートに対する迂回参集ルートの移動距離及び移動時間の 

影響 

 

東海第二発電所の構外の拠点（第三滝坂寮）から東海第二発電

所の敷地までの参集ルートを，広範囲に複数設定した場合に，各

参集ルートの移動距離と所要時間を以下に比較した。 

 

 

図 1 発電所の構外拠点から発電所敷地までの参集ルート及び 

迂回参集ルート 

 

表 1 図 1の参集ルート及び迂回参集ルートの移動距離及び 

所要時間 

 

参集ルートと迂回参集ルートについて，距離の差は最大で

650m，所要時間の差は最大で 9分 42秒である。参集に係る所要

時間と災害対策要員数の関係の結果（本文 表 3）を踏まえる

と，迂回参集ルート所要時間の増加による要員参集結果への影響

は少ない。 

 ・記載個所の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，発電

所構外の集合場所から

緊急時対策所までの参

集ルートについて，複

数のルートの参集時間

を実際に計測した結果

を別紙補足２に記載 
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補足 1 

 

有効性評価シナリオと要員参集の整合性について 

 

 添付資料 1.0.10（重大事故等時の体制）第 1 表「態勢の区

分と緊急時活動レベル(EAL)」に示すとおり，発電所及び本社

では，原子力警戒態勢又は第 1 次，第 2 次緊急時態勢の発令

により，緊急時対策要員を非常召集することとしている。 

 ここでは，非常召集により発電所外から発電所に参集する要

員に期待する有効性評価シナリオを抽出し，緊急時対策要員を

非常召集するきっかけとなる事態がどのタイミングで発生する

かを確認することで，有効性評価の説明と要員参集のタイミン

グが整合しているか確認した。 

第 1 表に示す 12 のシナリオが該当し，参集要員で対応する

現場作業は以下の 4 つが該当する。 

 

・代替原子炉補機冷却系準備操作（代替熱交換器車等の資機材

配置及びホース敷設，起動及び 

系統水張り作業） 

・低圧代替注水系（可搬型）準備操作（代替循環冷却運転への

切替えのための復水移送ポンプの一時的な停止に伴う，可搬

型代替注水ポンプによる原子炉圧力容器への注水準備及び注

水作業） 

・格納容器ベント準備操作（フィルタ装置水位調整準備（排水

ポンプ水張り）） 

・格納容器ベント操作（フィルタ装置水位調整，フィルタ装置

pH 測定，フィルタ薬液補給） 

 

 いずれの有効性評価シナリオにおいても，事象発生初期（発

生と同時又は 15 分後）に原子力警戒態勢を発令する事態にな

ることを確認した。 

 有効性評価シナリオ上，要員参集に要する時間は事象発生か

ら 10 時間後以降と想定しているが，この値は保守的に設定し

たものである。 

 有効性評価シナリオ「停止中の全交流動力電源喪失」では，

事象発生から原子力警戒態勢を発令する事態になるまでの時間

が 15 分あるものの，事象発生から 10 時間後の作業開始に支

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，有効

性評価において参集要

員を考慮していない 
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障を及ぼすものではないと考える。 

 

 また，停止号炉の影響（添付資料 1.0.16）を考慮した場

合，参集要員で対応する現場作業は，以下の 2 つが該当す

る。 

・停止号炉への使用済燃料プールへの可搬型代替注水ポンプに

よる注水 

・燃料給油作業（6 号及び 7 号炉に対する燃料給油作業は宿

直している緊急時対策要員にて対応） 

 

 想定するシナリオは「停止中の全交流動力電源喪失」であ

り，事象発生から原子力警戒態勢を発令する事態になるまでの

時間が 15 分あるものの，事象発生から 10 時間後以降から適

宜行う作業に支障を及ぼすものではないと考える。 

 なお，夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）において，重

大事故等が発生した場合の緊急時対策要員の参集動向を評価し

た結果，要員の参集手段が徒歩移動のみを想定した場合かつ，

年末年始やゴールデンウィーク等の大型連休であっても，5 時

間 30 分以内に参集可能な要員は半数以上（350 名以上）と評

価している。（添付資料 1.0.10（重大事故等時の体制）別紙 8 

発電所構外からの要員の参集について 参照） 
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第 1 表 有効性評価シナリオと要員参集の整合性確認結果 
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補足 2 

当直副長による操作員への操作指示／確認手順について 

 運転員の事故時における対応は，「当直副長」による「操作

員」への操作指示がなされ，「操作員」による操作がなされる。

（2 人による対応） 

 一方，確率論的リスク評価※1 では，以下のとおり人間信頼性

評価（HRA ツリー）にて評価を行っている。 

人間信頼性評価（HRA）ツリーを用いた定量評価 

（ATWS 収束後の RHR による原子炉格納容器除熱の例） 

人的過誤確率では，操作員の認知失敗や操作失敗があったとし

ても，1 名の指示者の確認により是正がなされる評価手法を採用

している。 

以上により，実際の運転員による操作と，確率論的リスク評価

で用いた評価手法は，整合が取れている。 

※1 第 244 回 審査会合 資料 3-2-1 確率論的リスク評価につい

て （補足説明資料）（指摘事項に対する回答） ピアレビュー

推奨事項等を踏まえた PRA の評価条件見直し結果 HRA データ

シート 参照

※2 認知失敗の過誤回復については，THERP の標準診断曲線時に

て既に考慮されているため HRA ツリーとして人的過誤の分岐

を設定しない（チームとしての認知の失敗確率が適用される）

補足１ 

２号当直副長又は１号当直主任による運転士への 

操作指示／確認手順について 

運転員の事故時における対応は，２号当直副長又は１号当直主

任による「運転士」への操作指示がなされ，「運転士」による操

作がなされる。（１人による対応） 

一方，確率論的リスク評価※１では，以下のとおり人間信頼性

評価（ＨＲＡツリー）にて評価を行っている。 

人間信頼性評価（ＨＲＡ）ツリーを用いた定量評価 

（炉心冷却後のＲＨＲによる停止時冷却の例） 

人的過誤確率では，操作員の認知失敗や操作失敗があったとし

ても，１名の指示者の確認により是正がなされる評価手法を採用

している。 

以上により，実際の運転員による操作と，確率論的リスク評価

で用いた評価手法は，整合が取られている。 

※１ 第 244回 審査会合 資料 3-4-2 島根原子力発電所２

号炉確率論的リスク評価（ＰＲＡ）について 参照 

※２ 認知失敗の過誤回復については，ＴＨＥＲＰの標準診断

曲線時にて既に考慮されているため，ＨＲＡツリーとし

て人的過誤の分岐を設定しない 

（チームとしての認知の失敗確率が適用される）

・体制の相違

【柏崎 6/7】 

③の相違

・運用の相違

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，操作

者１名を記載 

柏崎 6/7は操作者及

び確認者の２名を記載 
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補足 3 

発電所が締結している医療協定について 

 

 

柏崎刈羽原子力発電所では，自然災害等が複合的に発生した場

合等を想定し，より多くの医療機関で汚染傷病者を診療いただけ

るように体制を整備しておくことが必要であると考えている。 

 

現時点で，柏崎総合医療センター，新潟労災病院の他，新潟県

内にある 5 か所の病院(合計 7病院)と放射性物質による汚染を

伴う傷病者の診療に関する覚書を締結しており，汚染傷病者の 

受け入れ体制を確保している。 

補足 1 

発電所が締結している医療協定について 

 

 

東海第二発電所では，自然災害が複合的に発生した場合等を想定

し，より多くの医療機関で汚染傷病者の診療が可能なように体制

を整備しておくことが必要であると考えている。 

 

現時点で，茨城東病院，日立総合病院，水戸赤十字病院，水戸医

療センター，筑波大学附属病院など，茨城県内外にある 10箇所

の病院と放射性物質による汚染を伴う傷病者の診療に関する覚書

を締結しており，汚染傷病者の受入態勢を確保している。 

補足２ 

発電所が締結している医療協定について 

 

 

島根原子力発電所では，自然災害等が複合的に発生した場合等

を想定し，医療機関で汚染傷病者を診療いただけるように体制を

整備しておくことが必要であると考えている。 

 

現時点で，松江赤十字病院と放射線被ばく又は放射能汚染を伴

う傷病者等が発生した場合の診療に関する覚書を締結して汚染傷

病者の受け入れ体制を確保している。 
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補足３ 

 

送配電部門の法的分離に伴う本社原子力防災組織について 

 

 令和２年４月１日の送配電部門の法的分離を踏まえ，中国電力

株式会社（以下「中国電力」という。）は，送配電事業を担う

100％子会社である中国電力ネットワーク株式会社（以下「中国

電力ネットワーク」という。）を設立し，送配電事業を分社化し

た。 

この分社化を受けて，令和２年４月１日，中国電力と中国電力

ネットワークは，原子力災害が発生または発生するおそれがある

場合において，両社が一体となった体制により，協力して円滑か

つ迅速な原子力災害対策活動を実施するため，「災害時の復旧対

応等に関する事業者間協力協定」を締結した。 

 本社原子力防災組織における原子力災害対策活動においては，

中国電力の社長（緊急時対策総本部長）と中国電力ネットワーク

の社長（２名の緊急時対策副総本部長のうち１名）が連携して対

応を行い，各社長は，緊急時対策総本部の各班に所属するそれぞ

れの要員に対して指揮命令を行う。 

緊急時対策総本部の各班のうち，資材班及び地域対応班は中国

電力と中国電力ネットワークの両社の要員で構成し，外部電源復

旧班及び通信班は中国電力ネットワークの要員のみで構成してい

る。 

本社原子力防災組織を第１図に，緊急時における防災組織の情

報・指令伝達経路を第２図に示す。 

なお，送配電部門の法的分離に伴う本社原子力防災組織の構

成，情報・指令伝達経路等の見直しについては，原子力災害対策

特別措置法第七条に基づき作成している「島根原子力発電所 原

子力事業者防災業務計画」に，令和２年４月１日に反映してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・体制の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

島根２号炉は，中国

電力と中国電力ネット

ワークが一体となった

体制により，協力して

円滑かつ迅速な原子力

災害対策活動を実施す

るための本社原子力防

災組織を構築 
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第１図 本社原子力防災組織 

（島根原子力発電所 原子力事業者防災業務計画（令和２年８

月） 

「別図２ 本社原子力防災組織」抜粋） 
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第２図 緊急時における防災組織の情報・指令伝達経路 

（島根原子力発電所 原子力事業者防災業務計画（令和２年８

月） 

「別図３ 緊急時における防災組織体制及び防災組織の情報・指

令伝達経路」抜粋） 
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添付資料 1.0.12 

柏崎刈羽原子力発電所６号及び７号炉 

福島第一原子力発電所の事故教訓を踏まえた対応について 
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力規制委員会「東京電

力福島第一原子力発電

所における事故の分析

に係る検討会」におい

て報告された「東京電

力福島第一原子力発電

所事故の調査・分析に

係る中間取りまとめ」

に記載された事項から

課題を抽出し，現状に

ついて整理したものを

記載 
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1． はじめに 

当社は，福島第一原子力発電所事故を踏まえ，事故の知見を

抽出し，それを踏まえた取り組みを行っている。 

福島第一原子力発電所事故の原因を明らかにするために，当

社内に福島原子力事故調査委員会（以下「社内事故調査委員

会」という。）を設置し，現場調査，書類調査，プラントデー

タの収集，解析，及び事故対応関係者へのインタビューを実施

し，得られた情報を突き合わせることで，福島第一原子力発電

所事故の進展と事故に至るまでの当社の事故への備え，発災時

の事故への対応状況を取りまとめた。さらに，事故の備えと事

故対応における問題点を整理，対応方針を策定し，その結果を

「福島原子力事故調査報告書」１としてとりまとめた。 

さらに，事故の備えと事故対応における問題点の背後要因，

根本原因を明らかにし，原子力改革を進めるため，外部専門

家・有識者からなる原子力改革監視委員会を取締役会の諮問機

関として設置するとともに，社長直轄の組織として，原子力改

革特別タスクフォース事務局（以下「TF 事務局」という。）

を設置した。 

TF 事務局は，問題点の抽出に際して，各種事故調査報告書

（社内，INPO，国会，政府，民間等）における提言・課題の対

応状況を確認することで，十分性を判断することとした。 

その後，TF 事務局は，原子力改革監視委員会の監督，指導

の下で，社内事故調査委員会が明らかにした事故の進展，事実

を活用するとともに，追加の書類調査，インタビューを実施

し，福島第一原子力発電所事故に至った当社の組織的な要因を

明らかにするとともに，事故の備えの不足に至った「安全意

識」，「技術力」，「対話力」の不足への対策を「福島原子力

事故の総括および原子力安全改革プラン」２としてとりまとめ

た。 

その後も，四半期ごとに原子力安全改革プランの進捗状況と

してとりまとめ３ており，福島第一原子力発電所の事故教訓を

踏まえ，継続的に改善を図っている。上記の取り組みを通じて

得られた，福島第一原子力発電所事故の教訓と主な対策を以降

に示す。 

 

１ 平成24年6月20日公表「福島原子力事故調査報告書」 

２ 平成25年3月29日公表「福島原子力事故の総括および原子力安

全改革プラン」 

1．はじめに 

東日本大震災における福島第一原子力発電所事故につい

ては，全交流電源の喪失，常設直流原電の喪失とともに安

全系の機器又は計測制御機器の多重故障等のこれまでに経

験したことがない事象が発生した。過酷環境において原子

炉を冷却するために種々の対応が行われ，この対応におい

て得られた様々な知見や国内外の各機関が指摘した問題点

及び教訓が，東京電力をはじめ，国内外の各機関によって

整理・指摘され，対策が提言されている。 

これらの指摘及び提言は，重大事故等対処設備の整備強

化等の設備面の対策だけでなく，重大事故等対処設備の活

用のための手順書の整備，教育・訓練の充実及び運転操作

を補助する資機材の充実についても挙げられている。 

上記内容とは別に，東海第二発電所（以下「東二」とい

う）については，東日本大震災時において原子炉を安全に

停止したが，その対応の中からも様々な知見及び教訓が得

られており，今後の対策計画に反映すべき事項がある。 

本項では，これらの指摘及び提言を踏まえ，重大事故等

対処設備の活用に関する運用面の課題を整理し，東二での

対策及び取組について述べる。今後も，福島第一原子力発

電所事故により得られる新たな知見や対策が得られ次第，

適宜，対策の実施可否について検討し，対応が必要な課題

については対策を講じていく。 

 

1. はじめに 

東日本大震災における東京電力福島第一原子力発電所につい

ては，全交流動力電源の喪失，常設直流電源の喪失とともに安

全系の機器又は計測制御機器の多重故障等のこれまでに経験し

たことがない事象が発生した。過酷環境において原子炉を冷却

するために種々の対応が行われ，この対応において得られた

様々な知見や国内外の各機関が指摘した問題点及び教訓が，東

京電力をはじめ，国内外の各機関によって整理・指摘され，対

策が提言されている。 

これらの指摘及び提言は，重大事故等対処設備の整備強化等

の設備面の対策だけでなく，重大事故等対処設備の活用のため

の手順書の整備，教育・訓練の充実及び運転操作を補助する資

機材の充実についても挙げられている。 

 

 

 

 

本項では，これらの指摘及び提言を踏まえ，重大事故等対処

設備の活用に関する運用面の課題を整理し，島根原子力発電所

２号炉での対策及び取組みについて述べる。今後も，東京電力

福島第一原子力発電所事故により得られる新たな知見や対策が

得られ次第，適宜，対策の実施可否について検討し，対応が必

要な課題については対策を講じていく。 

 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

事故の教訓を踏まえ

た課題・対策の整理に

至る経緯についての相

違 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

東日本大震災時の自

社における知見反映の

有無 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

 東京電力の自社調査

による調査報告有無，

原子力安全改革プラン

による取組みの相違 
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３ 平成25年度から，四半期ごとに原子力安全改革プランの進捗状

況をとりまとめ公表している。 

平成25年度分は平成25年7月26日,11月1日,平成26年2月3日,5月

1日公表。 

平成26年度分は平成26年8月1日,11月5日,平成27年2月3日,3月

30日公表。 

平成27年度分は平成27年8月11日,11月20日，平成28年2月9日，

5月30日公表。 

平成 28年度分は平成 28年 8月 2日，11月 2日，平成 29年 2

月 10日,5月 10日公表。 
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2． 福島第一原子力発電所における事故対応の運用面の問題点及

び対策 

当社福島第一原子力発電所事故における問題点や教訓につい

ては，事故当事者として様々な知見が得られており，重大事故

等対処設備の整備強化等の設備面の対策だけではなく，重大事

故等対処設備の活用のための手順書の整備，教育・訓練，組

織，運用の強化等の運用面での対策を講じている。 

本資料では，当社福島第一原子力発電所事故における運用面

の問題点及び対策の状況について説明する。 

なお，当社の「福島原子力事故調査報告書」や，「福島原子

力事故の総括および原子力安全改革プラン」以外にも，報告書

が公表されており，これらの中には当社が取り組むべき有益な

提言が含まれていると認識している。以下の報告書に記載され

た運用面の提言についても網羅されていることを確認してい

る。 

○ 東京電力福島原子力発電所における事故調査・検証委員会 

最終報告（政府事故調） 

○ 東京電力福島原子力発電所事故調査委員会報告書（国会事

故調） 

○ 東京電力株式会社福島第一原子力発電所事故の技術的知見

について（原子力安全・保安院） 

○ 「福島第一」事故検証プロジェクト最終報告書（大前研

一） 

○ Lessons Learned from the Nuclear Accident at the 

Fukushima Daiichi Nuclear Power Station（INPO） 

○ 福島原発事故独立検証委員会 調査・検証報告書（民間事故

調） 

 

 

また，その後に出された各報告書についても，適宜確認を行

い，当社が取り組むべき有益な提言について対応を行うことと

している。 

2．東京電力福島第一原子力発電所における事故対応の運用面の

問題点及び対策 

(1) 課題の抽出要領 

重大事故等対処設備の運用面の課題の抽出に当たっては，

以下の報告書に記載された指摘又は提言から，東二において

対応すべき対策を抽出した。 

 

第 1.0.12－1表 重大事故等対処設備の運用面の課題を抽

出した報告書 

 

上記の各報告書には，内容が同様あるいは類似の指摘及び

提言があるため，抽出された指摘及び提言を分類化し，東二

におけるこれまでの対応を踏まえて，対応すべき課題を選定

した。 

各報告書の指摘及び提言には，深層防護の考え方に基づく

重大事故等対処設備の多重化や多様化等の設備対応の強化が

含まれているが，これらのハード対策は，他の説明資料にて

対策方針が示されているため本資料には記載しない。本資料

では，別紙 1に示すように，指摘及び提言の対応方針が確立

し，且つ，他資料に記載していない運用面に関する課題を抽

出した。 

抽出した課題は「手順書の整備」「訓練の充実」「資機材

の充実」に分類化することができ，その対策と合わせて以下

に整理した。 

 

(2) 抽出された課題と対策 

抽出された課題と東二における対策について，「手順書の

整備」「訓練の充実」「運転操作を補助する資機材の充実」

の観点に整理した。その対策と合わせて以下に示す。 

 

2. 東京電力福島第一原子力発電所における事故対応の運用面の

問題点及び対策 

(1) 課題の抽出要領 

   重大事故等対処設備の運用面の課題の抽出に当たっては，

以下の報告書に記載された指摘又は提言から，島根原子力発

電所２号炉において対応すべき対策を抽出した。 

 

第１表 重大事故等対処設備の運用面の課題を抽出した報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の各報告書には，内容が同様あるいは類似の指摘及

び提言があるため，抽出された指摘及び提言を分類化し，

島根原子力発電所２号炉におけるこれまでの対応を踏まえ

て，対応すべき課題を選定した。 

   各報告書の指摘及び提言には，深層防護の考え方に基づく

重大事故等対処設備の多重化や多様化の設備対応の強化が含

まれているが，これらのハード対策は，他の説明資料にて対

策方針が示されているため本資料には記載しない。本資料で

は，別紙１に示すように，指摘及び提言の対応方針が確立

し，かつ他資料に記載していない運用面に関する課題を抽出

した。 

   抽出した課題は「手順書の整備」「訓練の充実」「運転操

作を補助する資機材の充実」に分類化することができ，その

対策とあわせて以下に整理した。 

 

(2) 抽出された課題と対策 

   抽出された課題と島根原子力発電所２号炉における対策に

ついて，「手順書の整備」「訓練の充実」「運転操作を補助

する資機材の充実」の観点に整理した。その対策とあわせて

以下に示す。 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

事故の教訓を踏まえ

た課題・対策の整理に

至る経緯についての相

違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

抽出課題の整理方法

の相違 
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(1) 手順書の整備 

第 1 表 手順書の整備に関する課題と対応

 

ａ．手順書の整備 

第 1.0.12－2表 手順書の整備に関する課題と対策 

 

  ａ．手順書の整備 

第２表 手順書の整備に関する課題と対策 
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(2) 教育・訓練 

a. 訓練内容の改善 

第2 表 訓練内容に関する課題と対応

 
 

b. 緊急時対応力の強化 

第3 表 緊急時対応力の強化に関する課題と対応

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b．訓練の充実 

第 1.0.12－3表 訓練の充実に関する課題と対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ．訓練の充実 

第３表 訓練の充実に関する課題と対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

 訓練に関する課題と

対策の相違 
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【実施状況】 

a) 運転訓練センターにおける運転員の訓練実績（平成 24年 4

月～平成 29年 8月）

・社内総合研修センター（シミュレータ）における運転班の

訓練：69回（累計の参加人数 541名）

・社外施設（シミュレータ）における運転操作員の訓

練：57回（累計の参加人数 97名）

（上記２つの訓練は，いずれも電源機能等喪失，重大事故

等の発生を想定し，シミュレータを用いて対処操作を検

討・評価する。） 

【実施状況】 

(a) 運転訓練施設における運転員の訓練実績（平成26年

４月～令和３年３月） 

・自社シミュレータ施設における直員連携訓練：75回

（累計の参加人数638名） 

・社外シミュレータ施設における運転員の訓練：65回

（累計の参加人数80名） 

  （上記２つの訓練は，いずれも電源機能等喪失，重大

事故等の発生を想定し，シミュレータを用いて対処操

作を検討・評価する。） 

シミュレータを用いた運転操作訓練の状況

（写真は自社施設での実施状況，全交流動力電源喪失時を想定） 

・記載方針の相違

【柏崎 6/7】 

 運転訓練施設による

訓練実績の記載の有無 

シミュレータを用いた運転操作訓練の状況

（写真は社外施設での実施状況，電源喪失時を想定） 

1.0-2123



  

 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉（2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

＜主な実績＞ 

・発電所における訓練実績 

総合訓練：56 回（平成25 年1 月（新しい組織導入）

～平成29 年3 月末の累計） 

 

 

個別訓練：16,110 回（平成29 年3 月末までの累計）

（以降に記載する訓練を含む） 

 

 

 

 

 

 

総合訓練風景（発電所対策本部） 

  

b) 発電所における訓練実績（平成 24年 9月～平成 29年 1月

の累計） 

・総合防災訓練：5回（災害対策本部を設置し訓練を実施，

現場の実模擬操作と連動した訓練） 

・災害対策本部対応訓練：12回（平成 27年度下期から実

施） 

・個別訓練 ：820回（累計の参加人数 4,382名） 

（可搬型代替注水中型ポンプの操作及びホー

ス接続，消防車及び可搬式動力ポンプの操

作，代替高圧電源装置及び移動式低圧電源

車の操作とケーブル敷設，ホイールローダ

運転操作 他） 

 

  

 

 

 

 

 

(b) 発電所における訓練実績（平成26年４月～令和３年３月

の累計） 

   ・総合訓練：８回（緊急時対策本部を設置し対応，現場で

の実模擬操作と連動） 

 

 

   ・要素訓練：386回（高圧発電機車の操作及びケーブル敷

設，大量送水車の移動及びホース展張，タンクローリ

の移動及びホース展張 他） 

 

 

 

 

 

  総合防災訓練の状況 

   

 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

  訓練実績の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高圧発電機車を用いた 

電源供給訓練の状況 

（写真は全交流動力電源喪失時 

を想定した電源ケーブル接続作

業） 

大量送水車による訓練の状況 

（写真はホース展張とホース接続作業） 

総合防災訓練の状況 

（写真は発電所災害対策本部，災害 

対策本部対応訓練においても同様の状況） 

移動式高圧電源車の訓練の状況 

（写真は過酷環境を想定した服装に 

よる，電源ケーブルを接続作業） 

可搬型代替注水中型ポンプの 

訓練の状況 

（写真はホースを接続するク 

ランプ部の接続作業） 
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ｃ．現場力の強化 

第4 表 現場力の強化に関する課題と対応

 

 

＜主な実績＞ 

・代替交流電源設備（常設・可搬型）による電源の確保 

非常用電源設備が使えない場合に速やかに電源を確保

するため，高台保管場所に常設代替交流電源設備（ガス

タービン発電機車）及び可搬型代替交流電源設備（電源

車）を配備し，起動操作，電源ケーブル接続訓練を定期

的に実施している（訓練実績：384 回（ガスタービン発

電機車），580 回（電源車）(平成29 年3 月末までの累

計））。 

また，代替交流電源設備に不具合が発生することもあ

り得ると考え，そのときの故障箇所特定及び修理対応の

訓練も行っている。 

 

代替交流電源設備（ガスタービン発電機車，電源車） 

の接続訓練 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

 現場力の強化に関す

る記載の有無 

（島根 2号炉は，主な

要素訓練の状況を(b) 

発電所における訓練実

績に記載） 
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・発電用原子炉及び使用済燃料プールへの注水 

全交流動力電源が喪失した場合においても発電用原子

炉や使用済燃料プールに注水（放水）ができるよう，可

搬型代替注水ポンプ（消防車）を高台に配備し，注水

（放水）及びホース接続訓練を定期的に実施している

（訓練実績：1,016 回(平成29 年3 月末までの累

計））。 

 

注水用ホース接続訓練 

 

・重機によるがれき撤去 

地震や津波により散乱したがれきや積雪が復旧活動の

障害となることを想定し，重機によるがれき撤去訓練を

定期的に実施している（訓練実績：4,428 回(平成29年3 

月末までの累計））。 

 

重機による障害物の撤去訓練 

 

・発電用原子炉及び使用済燃料プールの冷却 

発電用原子炉や使用済燃料プールの安定冷却に既設冷

却設備が使えない場合に備えて，代替の除熱設備を配備

し，プラント近接への車両設置，配管接続訓練を定期的

に実施している（訓練実績：586 回(平成29 年3 月末ま

での累計））。 

 

代替原子炉補機冷却系熱交換器ユニット等の接続訓練 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.0-2126



  

 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉（2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

・可搬型重大事故等対処設備への給油 

可搬型重大事故等対処設備（電源車，可搬型代替注水

ポンプ（消防車）等）の燃料を6 号及び7 号炉軽油タン

ク（2,040kL）から補給することとしており，タンクロ

ーリーを配備し，タンクローリーへの補給，タンクロー

リーから可搬型重大事故等対処設備への給油訓練を定期

的に実施している（訓練実績：581 回（平成29 年3月末

までの累計））。 

 

可搬型重大事故等対処設備への給油 
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(3) 緊急時組織の運用 

当社福島第一原子力発電所事故対応では発電所対策本部

の指揮命令が混乱し，迅速・的確な意思決定ができなかっ

たが，緊急時活動や体制面における課題及び改善策につい

て，以下のように行っている。 

 

a. 体制の混乱と情報の輻輳の改善 

第5-1 表 緊急時組織の組織構造上の課題と対応

 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

 緊急時活動及び体制

面に関する記載の有無 
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第5-2 表 緊急時組織の組織運営上の課題と対応
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図１ 柏崎刈羽原子力発電所の原子力防災組織の改善 

 

 

図２ 本社の原子力防災組織の改善 
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図３ 社内情報共有ツール 

 

［改善後の効果について］ 

原子力防災組織を改善したことにより，以下の効果があると

考えている。 

○ 指示命令系統が機能ごとに明確になる。 

○ 管理スパンが設定されたことにより，指揮者（特に本部

長）の負担が低減され，指揮者は，プラント状況等を客観

的に俯瞰し，指示が出せるようになる。 

○ 本部長から各統括に権限が委譲され，各統括の指示の

下，各機能班が自律的に 自班の業務に対する検討・対応

を行うことができるようになる。 

○ 運用や情報共有ツール等を改善することにより，発電所

対策本部，各機能班のみならず，本社との情報共有がスム

ーズに行えるようになる。 

訓練シナリオを様々に変えながら訓練を繰り返すことで，技

量の維持・向上を図るとともに，原子力災害は初期段階にお

ける状況把握と即応性が重要であることから，それらを中心

に更なる改善を加えることにより，実践力を高めることが可

能になると考えている。また,複数号炉の同時事故に対応する

ブラインド訓練（訓練員に事前にシナリオを知らせない訓

練）を継続することにより,重大事故等時のマネジメント力と

組織力が向上していくものと考えている。  
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b. 放射線管理上の強化 

第6 表 放射線管理に関する課題と対応

 

  ・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

 放射線管理に関する

記載の有無 
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c. 資機材調達の強化 

第7 表 資機材調達に関する課題と対応

 

 

 

 

 

  ・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

 資機材調達に関する

記載の有無 
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d. 本社緊急時対策本部の役割の明確化 

 

第8 表 本社緊急時対策本部に関する課題と対応

 

 

 

 

 

 

 

  ・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

 本社緊急時対策本部

に関する記載の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本社対策本部の訓練 
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e. 対外情報発信の改善 

第9 表 対外情報発信に関する課題と対応

 

 

  ・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

 対外情報発信に関す

る記載の有無 

3.その他の取組み(2)運

用面での改善に記載

（第 7表内の３） 
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(4) 現場の運用面 

第 10 表 現場の運用面に関する課題と対応

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

c．運転操作を補助する資機材の充実 

第４表 運転操作を補助する資機材の充実に関する課題と対策

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

 直流電源によるバッ

クアップを記載 

  作業用照明の設置の

記載の有無 

 

 

 

中央制御室における照明の確保（例） 

本社でのリスクコミュニケー 

ターによる模擬記者会見 

オフサイトセンター 

での社外対応訓練 
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 3．その他の取り組み 

 2．項で述べた東京電力福島第一原子力発電所事故における

事故対応の運用面の問題点及び対策のほかに，東日本大震災時

における東二での対応から得られた知見及びこれまでの運転経

験を踏まえて，重大事故等の発生時に適切な対処を講じるため

に，以下について取り組む。 

 

(1)  東日本大震災時における東二での対応から得られた知見

と今後の取組み 

東二は，東日本大震災の発生時（平成 23年 3月 11日

14時 46分）には，定格熱出力一定運転中（第 25運転サ

イクル）であったが，地震による蒸気タービンに係る警

報（同日 14時 48分，タービン軸振動高）の発報によっ

て原子炉自動スクラム（全制御棒全挿入）となった。 

地震により全ての外部電源（275kV系 2回線，154kV系

1回線）が喪失したことにより，非常用ディーゼル発電機

3台が自動起動した。その後の津波の来襲によって，非常

用ディーゼル発電機 2Ｃは海水ポンプの水没により使用不

可となったが，被水対策を講じていた海水ポンプを用い

て，非常用ディーゼル発電機 2Ｄ及び高圧炉心スプレイ系

非常用ディーゼル発電機より所内各設備への給電を継続

した。 

原子炉冷却は，主蒸気逃がし安全弁を間欠に手動で開

操作しながら，原子炉隔離時冷却系及び高圧炉心スプレ

イ系を用いて，原子炉水位を維持しながら実施した。原

子炉温度は順調に低下し，地震の約 3日後に外部電源の

一部が復旧（154系 1回線）した後は，残留熱除去系によ

る原子炉冷却に切り替えて原子炉冷却を継続し，平成 23

年 3月 15日 0時 40分に原子炉は冷温停止状態となっ

た。 

この期間の対応について関係者に聞き取りした結果を

整理し，得られた知見と，今後，取組むべき事項を以下

に整理した。 

 

 

 

 

 

3．その他の取組み 

２．項で述べた東京電力福島第一原子力発電所事故における

事故対応の運用面の問題点及び対策のほかに，当社として取り

組むべき事項を以下のとおり整理し，対応している。 

  

 

 

 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

 課題抽出以外の取組

みの記載の有無 

 

 

 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

東日本大震災時の自

社における知見反映の

有無 
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 第 1.0.12－5－1表 東二の対応から得られた知見と今後の

取組み 

（中央制御室） 

 

 

第 1.0.12－5－2表 東二の対応から得られた知見と今後の

取組み 

（現場操作･作業） 

 

 

第 1.0.12－5－3表 東二の対応から得られた知見と今後の

取組み 

（訓練強化等） 
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(2)  手順書の整備 

a) 手順書の整備によるヒューマンエラー防止対策の取組

み 

 従来から，当社は手順書を整備し，運転操作ミス（誤

操作）の防止に取り組んでいる。重大事故等発生時にお

ける対処に係る運転操作に当たって，運転操作ミスの防

止に係る重要性がさらに高まることから，今後は，重大

事故等対処設備の運転操作に関わる事項の整備に当たっ

ては，第 1.0.12－6表に記載した事項について考慮す

る。 

 

第 1.0.12－6表 ヒューマンエラー防止のための対策 

 

b) その他 

上記 a)のほかに，重大事故等時における手順書につい

て，第 1.0.12－7表の観点も追加して整備する。 

 

第 1.0.12－7表 その他考慮する事項 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 手順書の整備 

ａ．手順書の整備によるヒューマンエラー防止対策の取組み 

 

従来から，当社は手順書を整備し，運転操作ミス（誤

操作）の防止に取り組んでいる。重大事故等発生時に

おける対処に係る運転操作に当たって，運転操作ミス

の防止に係る重要性がさらに高まることから，今後

は，重大事故等対処設備の運転操作に関わる事項の整

備に当たっては，第５表に記載した事項について考慮

する。 

 

第５表 ヒューマンエラー防止対策の取組み

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ．その他 

上記ａ．のほかに，重大事故等時における手順書に

ついて，第６表の観点も追加して整備する。 

 

第６表 その他考慮する事項（手順書の整備）

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

 課題抽出以外の取組

みの記載の有無 

 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

東日本大震災時の自

社における知見反映の

有無 
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(3) 運用面での改善 

 従来，東二では重大事故等の発生時に迅速・的確な事

故対応ができるように，原子力防災訓練等の事故対応の

教育・訓練を実施している。また，発電所員の事故対応

意識の向上のため，安全文化醸成活動を継続的に実施し

ている。このような，運用面での取り組みについて，第

1.0.12－8表に関する事項について今後に改善を行う。 

 

第 1.0.12－8表 運用面における今後の改善 

 

(2) 運用面での改善 

従来から，当社では重大事故等の発生時に迅速・的確

な事故対応ができるように，原子力防災訓練等の事故対

応の教育・訓練を実施している。また，発電所員の事故

対応意識の向上のため，安全文化醸成活動を継続的に実

施している。このような，運用面での取組みについて，

第７表に関する事項について改善を行う。 

 

第７表 その他考慮する事項（運用面での改善） 

 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

 課題抽出以外の取組

みの記載の有無 

 

 

 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

運用面における改善

事項の相違 
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 別紙 1 

 

福島第一原子力発電所の事故に係る重大事故等

対処設備の運用面の課題の抽出について 

 

1．抽出要領 

本資料における福島第一原子力発電所の事故に係る重大事

故等対処設備の運用面の課題の抽出の概要を以下に示す。 

 

指摘及び提言事項は，各分野（運転，設備，安全，放管

等）の各々の選任者が調査対象となる報告書の記載を確認し

て抽出した。抽出された指摘及び提言事項は重複するものを

整理した後に，各部門にて各々の指摘及び提言事項の対応方

針を確認し，対応方針が未確立の事項について，本検討の中

で改めて対応方針を検討し確立した。この抽出された指摘及

び提言事項とその対応方針は，経営層が出席する会議（発電

所パフォーマンスレビュー会議）に報告されている。今後も

対応状況が適宜確認される。 

 

別紙１ 

 

東京電力福島第一原子力発電所の事故に係る重大事故等対処設備

の運用面の課題抽出について 

 

1. 抽出要領 

   本資料における東京電力福島第一原子力発電所の事故に係

る重大事故等対処設備の運用面の課題の抽出の概要を以下に

示す。 

   指摘及び提言事項は，調査対象となる報告書の記載を確認

して抽出した。抽出された指摘及び提言事項は，重複するも

のを整理した後に，各部門にて各々の指摘及び提言事項の対

応方針を確認し，対応方針が未確立の事項について，本検討

の中で改めて対応方針を検討し確立した。この抽出された指

摘及び提言事項とその対応方針は，原子力部門戦略会議に報

告し，その進捗状況を管理している。 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

事故を踏まえた課

題・対策の抽出方法の

相違 
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 調査対象 

 

調査対象 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

事故を踏まえた課

題・対策の抽出方法の

相違 
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1
/
1
3）

 

  

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

 設備面を含めた全般

の事故の教訓とその対

策を整理した一覧表の

有無 
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  別紙２ 

 

東京電力福島第一原子力発電所事故の調査・分析に係る課題及び

現状 

 

1. はじめに 

原子力規制委員会「東京電力福島第一原子力発電所における

事故の分析に係る検討会」（以下「事故分析検討会」とい

う。）において取りまとめられた「東京電力福島第一原子力発

電所事故の調査・分析に係る中間取りまとめ」（以下「中間取

りまとめ」という。）に記載された事項から課題を抽出し，島

根原子力発電所２号炉における現状を整理した。 

中間取りまとめは，事故分析検討会において，2021年３月ま

でに技術的な内容の具体的検討を行った結果等を取りまとめた

もので，今後，引き続き調査・分析を継続することとされてお

り，事故時の現象に関する未解明のメカニズム等については最

終報告を確認する必要があるが，東京電力福島第一原子力発電

所事故から可能な限り教訓を得る観点から，対応すべき課題を

抽出した。 

 

2. 抽出された課題及び現状 

中間取りまとめから抽出された課題に対して，島根原子力発

電所２号炉における現状を整理した結果を第１表に示す。 

今後も，事故分析検討会における検討状況を注視し，新たな

知見が得られ次第，適宜，対策の実施可否について検討し，対

応が必要となった課題については対策を講じていく。 

 

・記載方針の相違 

【柏崎6/7,東海第二】 

島根２号炉は，原子力

規制委員会「東京電力

福島第一原子力発電所

における事故の分析に

係る検討会」において

報告された「東京電力

福島第一原子力発電所

事故の調査・分析に係

る中間取りまとめ」に

記載された事項から課

題を抽出し，現状につ

いて整理したものを記

載 
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  3. 補足資料 

(1) 耐圧強化ベントラインについて 

(2) 圧力開放板の信頼性について 

（島根原子力発電所２号炉 重大事故等対処設備について 

別添資料－1抜粋） 

(3) サプレッション・チェンバのスクラビングによるエアロゾ

ル捕集効果 

（島根原子力発電所２号炉 重大事故等対策の有効性評価 

成立性確認 補足説明資料12抜粋） 

(4) 改良ＥＰＤＭ製シール材の適用性について 

（島根原子力発電所２号炉 重大事故等対策の有効性評価 

付録2抜粋） 

(5) 真空破壊装置の構造について 

(6) シールドプラグの構造について 

(7) 原子炉格納容器の漏えい想定箇所について 

（島根原子力発電所２号炉 重大事故等対処設備について 

別添資料－3及び島根原子力発電所２号炉 重大事故等対

策の有効性評価 付録2抜粋） 

(8) 原子炉建物水素濃度監視設備について 

（島根原子力発電所２号炉 重大事故等対処設備について 

別添資料－3抜粋） 

(9) 水素漏えい時の対策について 

（島根原子力発電所２号炉 重大事故等対処設備について 

別添資料－3抜粋） 

(10) 逃がし安全弁窒素ガス供給系について 

（島根原子力発電所２号炉 重大事故等対処設備について 

3.3抜粋） 

(11) ＳＲＶの耐環境性能向上に向けた取り組みについて 

（島根原子力発電所２号炉 重大事故等対策の有効性評価 

成立性確認 補足説明資料30抜粋） 

(12) 自動減圧機能及び代替自動減圧機能の論理回路について 

（島根原子力発電所２号炉 重大事故等対策の有効性評価 

成立性確認 補足説明資料42抜粋） 

(13) 原子炉ウェル代替注水系について 

（島根原子力発電所２号炉 重大事故等対処設備について 

補足説明資料 53条抜粋） 
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  補足説明資料(1) 

耐圧強化ベントラインについて 

 

最終ヒートシンクへ熱を輸送するための自主対策設備である耐

圧強化ベントラインによる原子炉格納容器内の減圧及び除熱手段

は，万一，炉心損傷前に格納容器フィルタベント系が使用できな

い場合に，原子炉格納容器内雰囲気ガスを窒素ガス制御系及び非

常用ガス処理系を経由して，主排気筒に沿って設置している排気

管から排出することで，原子炉格納容器内の減圧及び除熱を行う

ものである。 

耐圧強化ベントラインの系統概要図を第１図に示す。 

耐圧強化ベントラインに関するアクシデントマネジメント対策

実施当時からの変更点は以下のとおり。 

・ラプチャーディスクの撤去 

・MV226-5の撤去 

・耐圧強化ベントラインの分岐位置の変更 

・AV226-11,12，MV226-15,16，MV217-20の追設 

（格納容器フィルタベント系の他系統との隔離弁について

２重で設置） 

・AV217-4,5,18（ベント弁第１弁及び第２弁）を電動駆動弁

に変更 

・MV217-23の追設（ベント弁第２弁の多重化） 

耐圧強化ベントラインの隔離弁の仕様を第１表に示す。 

AV226-11,12及び MV226-15,16については，弁シート部がメタ

ル又は膨張黒鉛製であるため，200℃，２Pd環境下において十分

な耐熱性能を有しており，高温劣化の懸念が無い。 

MV226-2A,2Bは弁シート部にEPTゴムを使用しており，耐熱温度は

150℃であるが，有効性評価のうち高圧・低圧注水機能喪失時に

おける格納容器温度の最大温度は約153℃であるため，炉心損傷

前の格納容器ベント実施時の当該弁シート部の温度は耐熱温度で

ある150℃以下となると考えられる。高圧・低圧注水機能喪失時

における格納容器温度の推移を第２図に示す。また，耐圧強化ベ

ントラインによる格納容器ベント前の系統構成として，非常用ガ

ス処理系が運転中であれば非常用ガス処理系を停止し，当該弁の

全閉を確認する手順を整備している。 
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  第１表 耐圧強化ベントラインの隔離弁の仕様 

 

 

 

 

 

第２図 高圧・低圧注水機能喪失時における格納容器温度の推移 

 

 
耐圧強化ベントライン 

の隔離弁 

非常用ガス処理系との 

接続配管の隔離弁 

非常用ガス処理系 

フィルタ出口の隔離弁 

弁番号 AV226-11 MV226-15 AV226-12 MV226-16 MV226-2A MV226-2B 

型式 バタフライ弁 

駆動方式 空気作動 電動駆動 空気作動 電動駆動 電動駆動 電動駆動 

シート材 メタル 膨張黒鉛 メタル 膨張黒鉛 EPTゴム EPT ゴム 

開閉状態 NC・FC NC・FAI NC・FC NC・FAI NC・FAI NC・FAI 
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  補足説明資料(2) 

圧力開放板の信頼性について 

 

１．圧力開放板の信頼性について 

圧力開放板の設定破裂圧力は,ベントを実施する際の妨げに

ならないよう，ベント開始時の格納容器圧力（約

384kPa[gage]）と比較して十分低い圧力で動作するように，設

定破裂圧力は 80kPa（圧力開放板前後差圧）を適用している。 

操作実施後，圧力開放板が動作したことを第２表に示すパラ

メータの指示傾向を監視し判断する。 

 

第２表 圧力開放板が作動したことの確認パラメータ 

 

 

２．圧力開放板の凍結による影響について 

圧力開放板は，大気との境界に設置されることから，フィル

タ装置出口配管端部から降水が浸入し，凍結することで機能に

影響を与えることがないように系統開口部から降水が浸入し難

い構造とする。 

銀ゼオライト容器下流側の圧力開放板出口側は第３図に示す

とおり大気側に開放されているため，格納容器フィルタベント

系の出口配管の頂部放出端から雨水が流入した場合，圧力開放

板まで流入する。そのため，圧力開放板の下流側配管に雨水排

水ラインを設けることにより，流入した雨水は圧力開放板下流

側配管内に蓄積せずに系外へ放出することができ，配管内で凍

結することはない。 

一方で，圧力開放板の出口側配管は大気開放されていること

から，配管内で水分が結露して水滴が付着し，その状態で外気

温が氷点下以下となった場合には圧力開放板表面で水分が凍結

する可能性がある。圧力開放板表面が凍結することによる設定

圧力での作動影響については，圧力開放板表面を意図的に凍結

させ，凍結状態を模擬した破裂試験を実施し，破裂圧力に影響

がないことを確認する。 

 

確認パラメータ 指示傾向 

格納容器圧力 指示値が下降する。 

フィルタ装置出口配管圧力 指示値が一旦上昇し，その後下降する。 

第１ベントフィルタ出口放射線モニタ

（低レンジ） 
指示値が上昇する。 
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第３図 雨水排水ライン系統図 

 

 

 

第４図 圧力開放板構造図 

 

雨水排水ラインの止め弁については，系統待機時に雨水排水

ラインに雨水が溜まらないよう，プラント通常運転中は開運用

とする。そのため，雨水排水ラインの止め弁については，ベン

ト実施前に人力で確実に閉操作する運用とする。 

なお，ベン卜実施中は，常にベントガスの流れがあるため，

放出口から雨水が流入することは考えにくい。また，仮に放出

口から雨水が流入したとしても，流入した雨水はスクラバ容器

に回収され，格納容器に移送することが可能である。 
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３．製作時の考慮 

圧力開放板は以下の項目を確認することで，信頼性を確保し

ている。 

圧力開放板の試験内容を第３表に示す。ホルダーについて耐

圧・漏えい試験を行い，漏えい及び変形が無いことを確認して

おり，ディスクについては複数（実機取付用，破裂試験用，予

備）製作しロット管理を行い，気密試験，耐背圧試験及び破裂

試験に合格したロットの中から，系統に設置する圧力開放板を

選定することとしており，破裂圧力の許容差を考慮し 80kPa～

110kPaで圧力開放板が確実に動作すると考えている。 

第３表 ラプチャディスク試験内容 

試験項目 試験内容 試験個数 判定基準 

気密試験 

ディスク出口側（凹部）を大気圧とし，

ディスク入口側（凸部）より試験圧力  
※１にて加圧保持（10分以上）

し，漏えいの有無を圧力計の指示値に

て確認する。 

ディスク 

２枚 

圧力降下がな

いこと。 

耐背圧試験 

ディスク入口側（凸部）を大気圧とし，

ディスク出口側（凹部）より試験圧力  
※２にて加圧保持（10分以上）

し，漏えいの有無を圧力計の指示値に

て確認及び変形の有無を確認する。 

ディスク 

２枚※３ 

圧力降下・変

形がないこ

と。 

破裂試験 

ディスク出口側（凹部）を大気圧とし，

ディスクが破裂するまで入口側（凸部）

より加圧する。 

ディスク 

４枚以上※４ 

破 裂 圧 力 が

80 ～ 110kPa

の範囲内であ

ること。 

耐圧・漏えい試

験 

穴をあけたディスクをホルダーに組込

み，最高使用圧力 427kPa以上に加圧保

持（10分以上）し，漏えい・変形の有

無を圧力計・目視により確認する。 

ホルダー

１個（全数） 

圧力降下・変

形 が 無 い こ

と。 

※１：常用圧力の上限（差圧）

※２：メーカ設計値

※３：気密試験に使用した２枚にて実施

※４：気密試験，耐背圧試験に使用した２枚を含む計４枚以上にて実施
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  補足説明資料(3) 

サプレッション・チェンバのスクラビングによるエアロゾル捕集

効果 

 

有効性評価の「添付資料 3.1.3.3」で評価している“雰囲気圧

力・温度による静的負荷(格納容器過圧・過温破損)時において残

留熱代替除去系を使用しない場合における格納容器フィルタベン

ト系からのＣｓ－137放出量評価について”は，サプレッショ

ン・チェンバのスクラビングによるエアロゾル状の放射性物質の

捕集についても期待しており，その捕集効果はＭＡＡＰコード内

（ＳＵＰＲＡ評価式）で考慮している。 

事故発生後サプレッション・プール水は沸騰するが，沸騰時に

は気泡中の水蒸気凝縮に伴う除去効率の向上が見込めないため，

捕集効果に影響を及ぼす可能性がある。 

ここでは，サプレッション・プール水の沸騰による，捕集効果

への影響について検討を行った。 

 

１．スクラビング時のサプレッション・プール水の状態 

事故発生後，ＣｓＩ及びＣｓＯＨは原子炉圧力容器から原子

炉格納容器内気相部へ移行し，また，その大部分は原子炉格納

容器内液相部に移行する。ＭＡＡＰ解析により得られた原子炉

格納容器内液相部中のＣｓＩ及びＣｓＯＨの存在割合の時間推

移を第５図に，サプレッション・プール水温度の時間推移を第

２図に示す。 

第５図より，初期のブローダウンによるスクラビングの効果

等により，ＣｓＩ及びＣｓＯＨの大部分が初期の数時間で液相

部へと移行することが分かる。また，第６図より，最初の数時

間においては，サプレッション・プール水温度は未飽和状態で

あり，沸騰は起きていないことがわかる。すなわち，サプレッ

ション・プールでスクラビングされる大分部のＣｓＩ及びＣｓ

ＯＨは，最初の数時間で非沸騰状態下でのその効果を受け，残

りの少量のＣｓＩ及びＣｓＯＨが沸騰状態下でのスクラビング

を受けることになる。 

このことから，サプレッション・チェンバの総合的な捕集効

果に対しては，沸騰条件下でのスクラビング効果の影響より

も，非沸騰状態下でのスクラビング効果の影響の方が支配的に

なると考えられる。 
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第５図 原子炉格納容器内液相部中の存在割合 

第６図 サプレッション・プール水温度 
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  ２．沸騰時のスクラビング効果 

 (1)スクラビング効果に関する試験 

沸騰後においても少量のエアロゾル粒子がサプレッ

ション・プールのスクラビングを受けるため，沸騰時

のスクラビング効果が極めて小さい場合は，サプレッ

ション・チェンバの総合的な捕集効果に与える影響は

大きくなる可能性がある。 

沸騰時のスクラビング効果については，電力共同研

究にて実験が行われており，未飽和時のスクラビング

効果との比較が行われている。試験の概要と試験結果

を以下に示す。 

ａ．試験の概要 

試験装置は直径約１m，高さ５mの第７図に示す

円筒状容器であり，第４表に示す試験条件のも

と，スクラバ水のスクラビング効果を測定してい

る。 

 

ｂ．試験結果 

スクラバ水が未飽和である場合と，沸騰してい

る場合の試験結果を第８図に示す。第８図では未

飽和時の実験データを白丸，沸騰時の実験データ

を黒丸で示しており，スクラバ水の水深を実機と

同程度（約１m）とした場合では，スクラビング効

果は沸騰時と未飽和時で同等程度となっている。

このことから，実機においても，沸騰後にサプレ

ッション・プールのスクラビング効果が全く無く

なる（ＤＦ＝１）ことにはならず，沸騰後のスク

ラビングがサプレッション・チェンバの総合的な

捕集効果に与える影響は限定的となると考えられ

る。 
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第４表 試験条件 

 

 

 

第７図 試験装置の概要 
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第８図 エアロゾル粒子に対するスクラビング効果 

出典：共同研究報告書「放射能放出低減装置に関する開発研

究」（PHASE2）最終報告書 平成 5年 3月 
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  (2)沸騰による除去効果への影響について 

スクラビングによる除去効果について，ＭＡＡＰ解析ではス

クラビング計算プログラム（ＳＵＰＲＡコード）により計算さ

れたＤＦ値のデータテーブルに，プール水深，エアロゾルの粒

子径，キャリアガス中の水蒸気割合，格納容器圧力及びサプレ

ッション・プールのサブクール度の条件を補間して求めてい

る。 

「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破

損）」の残留熱代替除去系を使用しない場合では，第９図のと

おり，格納容器フィルタベント系による格納容器ベントの実施

に伴いサプレッション・プールは飽和状態（沸騰状態）になる

ため，サプレッション・プールの沸騰による除去効果への影響

を確認した。 

ＭＡＡＰ評価条件及び評価結果を第５表及び第６表に示す。

なお，エアロゾルの粒径については，スクラビング前後でそれ

ぞれ最も割合の多い粒径について除去効果への影響を確認し

た。その結果，第６表のとおり沸騰時の除去効果は非沸騰時に

比べて小さいことを確認した。 

 

 

 

第９図 サプレッション・プールのサブクール度の推移 
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第５表 評価条件 

第６表 評価結果 
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補足資料(4) 

改良ＥＰＤＭ製シール材の適用性について 

島根２号炉では，改良ＥＰＤＭ製シール材として

を採用する計画である。 

改良ＥＰＤＭ製シール材の開発経緯を以下に示す。 

・従来，原子炉格納容器のシール材（ガスケット）として使用

していたシリコンゴムは，使用温度範囲が－60℃～＋200℃

であり，従来のＥＰＤＭ製シール材の使用温度範囲－50℃～

＋150℃よりも耐熱性は若干高いものの，既往の試験結果か

ら高温蒸気環境での劣化が確認されていた。

・従来のＥＰＤＭ製シール材はシリコンゴムに比較して高温蒸

気に強い材料であったが，更なる耐熱性向上を目的に材料の

改良を進め，改良ＥＰＤＭ製シール材を開発した。

改良ＥＰＤＭ製シール材については，ガスケットメーカにおい

て，耐熱性，耐高温蒸気性及び耐放射線性の確認を目的に，事故

時環境を考慮した条件（放射線量 800kGy を照射した上で 200℃

の蒸気環境にて 168 時間）にて圧縮永久ひずみ試験が実施されて

おり，耐性が確認されている。 

島根２号炉で採用予定の改良ＥＰＤＭ製シール材

については，ガスケットメーカで実施された

試験と同様に圧縮永久ひずみ試験を実施するとともに，重大事故

等時の温度及び放射線による劣化特性がシール機能に影響を及ぼ

すものでないことを実機フランジ模擬試験にて確認している。 

また，改良ＥＰＤＭ製シール材は，ガスケットメーカにて材料

や特長に応じ定めている型番品

として管理されているものであり，当該品を特定可能であること

から，メーカ型番を指定することにより今回シール機能が確認さ

れたものを確実に調達することが可能である。 

なお，今後の技術開発により，より高い信頼性があるシール材

が開発された場合は，今回と同様に圧縮永久ひずみ試験等を実施

し，事故時環境におけるシール機能評価を行うことで，実機フラ

ンジへの適用性について確認する。
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  補足資料(5) 

真空破壊装置の構造について 

 

以下に真空破壊装置の構造を示す。 

 

 

第 10図 真空破壊装置構造図 
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  補足資料(6) 

シールドプラグの構造について 

 

以下にシールドプラグの概略構造を示す。 

 

 

第 11図 シールドプラグ概略構造図 
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  補足資料(7) 

原子炉格納容器の想定漏えい箇所について 

 

１．想定漏えい箇所 

原子炉格納容器の想定漏えい箇所を第７表に示す。ＰＡＲの

設計条件では格納容器バウンダリ構成部ハッチ類シール部８箇

所のうち口径及び許容開口量に対する裕度から漏えいポテンシ

ャルが最も大きいと考えられるドライウェル主フランジから全

量漏えいすることを想定する。有効性評価結果を踏まえた条件

では当該８箇所から分散して水素が漏えいすることを想定す

る。 

 

第７表 想定漏えい箇所 

 

 

 

フロア 想定漏えい箇所 
設計 

条件 

有効性評価結果を

踏まえた条件 

 

原子炉建物 

原子炉棟４階 
ドライウェル主フランジ（１箇所） ○ ○ 

 

原子炉建物 

原子炉棟２階 
逃がし安全弁搬出ハッチ（１箇所）  ○ 

 

原子炉建物 

原子炉棟１階 

機器搬入口（２箇所）  ○  

所員用エアロック（１箇所）  ○  

制御棒駆動機構搬出ハッチ（１箇所）  ○  

原子炉建物 

原子炉棟 

地下階 

サプレッション・チェンバ 

アクセスハッチ（２箇所） 
 ○ 
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第 12図 評価対象部位位置図（原子炉建物４階） 

第 13図 評価対象部位位置図（原子炉建物２階） 
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第 14図 評価対象部位位置図（原子炉建物１階） 

 

 

 

第 15図 評価対象部位位置図（原子炉建物地下階） 

 

  

 

所員用エアロック 

機器搬入口 

制御棒駆動機構搬出ハッチ 

TIPドライブ 

ISI用ハッチ 

 

 

サプレッション・チェンバ
アクセスハッチ 
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  ２．原子炉格納容器バウンダリにおけるシール材の変更について 

原子炉格納容器バウンダリに使用しているシール材について

は，今後，下記に示すとおり重大事故環境下で健全性が確認さ

れたシール材に変更する。 

 

第８表 原子炉格納容器バウンダリに使用されているシール材の

変更 

 

 

 

バウンダリ箇所 部品 変更前部材 変更後部材 

原子炉格納容器 

本体・ハッチ類 

ドライウェル 

主フランジ 
フランジガスケット シリコンゴム 改良ＥＰＤＭ 

機器搬入口 
フランジガスケット シリコンゴム 改良ＥＰＤＭ 

所員用エアロック 
扉ガスケット シリコンゴム 改良ＥＰＤＭ 

均圧弁シート フッ素樹脂 ＰＥＥＫ材 

電線貫通部シール フッ素樹脂 黒鉛 

ハンドル軸貫通部 

Ｏリング 
フッ素ゴム 改良ＥＰＤＭ 

逃がし安全弁 

搬出ハッチ 
フランジガスケット シリコンゴム 改良ＥＰＤＭ 

制御棒駆動機構搬

出ハッチ 
フランジガスケット シリコンゴム 改良ＥＰＤＭ 

配管貫通部 貫通部フランジ

(X-7A,B) 
フランジガスケット シリコンゴム 改良ＥＰＤＭ 

貫通部フランジ

(X-23A～E) 
フランジＯリング シリコンゴム 改良ＥＰＤＭ 

貫通部フランジ

(X-107) 
フランジＯリング シリコンゴム 改良ＥＰＤＭ 

原子炉格納容器 

隔離弁 

窒素ガス制御系 

バタフライ弁 
弁座シート ＥＰゴム 改良ＥＰＤＭ 

ＴＩＰボール弁 
弁座シート フッ素樹脂 改良ＥＰＤＭ 

グランドシール フッ素樹脂 改良ＥＰＤＭ 

弁ふたシール 

フッ素ゴム 

改良ＥＰＤＭ 

フッ素樹脂 

ＴＩＰパージ弁 
弁体シート ＥＰゴム 改良ＥＰＤＭ 

グランドシール ＥＰゴム 改良ＥＰＤＭ 

弁ふたシール ＥＰゴム 改良ＥＰＤＭ 
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  補足資料(8) 

原子炉建物水素濃度監視設備について 

 

１．原子炉建物水素濃度監視設備の設計方針について 

炉心の著しい損傷が発生した場合において原子炉建物原子炉

棟の水素濃度が変動する可能性のある範囲で測定するための設

備として原子炉建物水素濃度を設置する。 

 

(1) 設計方針 

原子炉建物水素濃度は炉心の著しい損傷が発生し，ジル

コニウム－水反応等で短期的に発生する水素ガス及び水の

放射線分解等で長期的に緩やかに発生し続ける水素ガスが

格納容器から原子炉建物原子炉棟へ漏えいした場合に，原

子炉建物原子炉棟において，水素濃度が変動する可能性の

ある範囲で測定を行い，中央制御室において連続監視でき

る設計とする。また，原子炉建物水素濃度は電源が喪失し

た場合においても常設代替交流電源設備又は可搬型代替交

流電源設備からの給電が可能な設計とする。 

 

(2) 主要仕様 

原子炉建物水素濃度の主要仕様を第９表に示す。原子炉

建物水素濃度は原子炉建物原子炉棟の水素濃度を触媒式ま

たは熱伝導式水素濃度検出器を用いて電気信号として検出

する。検出された電気信号を演算装置にて水素の濃度信号

に変換した後，中央制御室に指示し，緊急時対策所にて記

録する。第 16図に概略構成図を示す。 

 

第９表 原子炉建物水素濃度の主要仕様 
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第 16図 原子炉建物水素濃度の概略構成図 

 

(3) 設置場所 

原子炉建物水素濃度の検出器の設置場所を第 17 図から第

20図に示す。 

なお，局所エリア（SRV補修室，CRD 補修室及び所員用エ

アロック室）及びトーラス室に漏えいした水素ガスを早期

検知及び滞留状況を把握することは，水素爆発による原子

炉建物の損傷を防止するために有益な情報になることか

ら，局所エリア及びトーラス室に漏えいした水素ガスを計

測するため水素濃度計を設置し，事故時の監視性能を向上

させる。これにより，格納容器内にて発生した水素ガスが

漏えいするポテンシャルのある箇所での水素濃度と，水素

ガスが最終的に滞留する原子炉建物原子炉棟４階での水素

濃度の両方を監視できることとなり，原子炉建物原子炉棟

全体での水素影響を把握することが可能となる。なお，ト

ーラス室の水素ガスの挙動としては，格納容器から漏えい

した高温の気体による上昇流（エネルギーとしては１kW程

度）と，上昇した気体が天井および側壁にて冷却されるこ

とで発生する下降流により，トーラス室の雰囲気全体を混

合する自然循環流が生じ，水素濃度はほぼ均一になると考

えられるため，第 20図に示す設置場所に１台設置する。 

 

 

指 示 

中央制御室 
触媒式 

水素検出器 
演算装置 

記 録(注 1) 

 

緊急時対策所 

(注 1) 安全パラメータ表示システム（ＳＰＤ
Ｓ）（ＳＰＤＳ伝送サーバ） 

 設計基準対象施設 

重大事故等対処設備 
設計基準対象施設及び 
重大事故等対処設備 

 

 

 

 

指 示 

中央制御室 
熱伝導式 

水素検出器 

記 録(注 1) 

 

緊急時対策所 

(注 1) 安全パラメータ表示システム（ＳＰＤ
Ｓ）（ＳＰＤＳ伝送サーバ） 

 設計基準対象施設 

重大事故等対処設備 
設計基準対象施設及び 
重大事故等対処設備 
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第 17図 原子炉建物水素濃度の設置場所（原子炉建物４階） 

第 18図 原子炉建物水素濃度の設置場所（原子炉建物２階） 
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第 19図 原子炉建物水素濃度の設置場所（原子炉建物１階） 

 

 

 

第 20図 原子炉建物水素濃度の設置場所（原子炉建物地下１

階） 

 

検出器
ＣＲＤ
補修室

原子炉建物１階

検出器
所員用エアロック室

PN

検出器
トーラス室

原子炉建物地下１階

PN
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  補足資料(9) 

水素漏えい時の対策について 

 

有効性評価結果を踏まえた条件における原子炉建物原子炉棟

の水素濃度解析では，局所エリアを含めて水素濃度が可燃限界

未満となること，原子炉建物原子炉棟４階の全てのサブボリュ

ームにおいて水素濃度に偏りがないこと，格納容器ベント実施

により水素発生源を断ち，原子炉建物原子炉棟への水素漏えい

を抑制できることを確認している。 

また，ＰＡＲ設計条件における原子炉建物原子炉棟の水素濃

度解析では，ＰＡＲによる水素処理による原子炉建物原子炉棟

の水素上昇を抑制できること，原子炉建物原子炉棟４階の全て

のサブボリュームにおいて水素濃度に偏りがないことを確認し

ている。 

これらの解析結果を踏まえ，格納容器設計漏えい率を超える

ような異常な漏えいが発生した場合には，格納容器フィルタベ

ント系による格納容器ベントを実施し，原子炉建物原子炉棟内

の水素濃度上昇を抑制することが有効と考える。また，局所エ

リアへ設置する水素濃度計により格納容器からの水素漏えいを

早期に検知することが可能であり，原子炉建物原子炉棟４階に

設置する水素濃度計とともに原子炉建物原子炉棟内全体での水

素影響を把握することが可能である。自主対策設備も含めた水

素漏えい時の対策の全体フローを第 21 図に，フローに記載して

いる判断基準の考え方を以下に示す。 

 

【判断基準の考え方】 

① 異常な漏えいを抑制するため格納容器ベントを実施 

水素濃度が 1.5vol％を超えるとＰＡＲの作動，水素処理に

よる水素濃度上昇の抑制効果を見込むことができ，また，格

納容器の設計漏えい率を超えた状態では水素とともに放射性

物質も漏えいする可能性が高いため，早期に格納容器ベント

操作へ移行する方が有効と考え，水素濃度 2.5vol％に到達し

た時点でベント実施を判断する。また，ベント実施基準の

2.5vol%に対し，運転操作の余裕時間（0.4vol%＝３時間※１）

を踏まえ，水素濃度 2.1vol%に到達した時点でベント準備を

判断する。 

 

※１：図 11 に示す解析結果から，傾きが大きくなるよう読
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み取った水素濃度上昇率（約 3.2vol%/24 時間≒

0.133vol%/時間）を基に設定した値（0.4/0.133≒３

時間） 

 

② 非常用ガス処理系の停止 

非常用ガス処理系は，格納容器から漏えいしたガスに含ま

れる放射性物質を低減しつつ，水素を大気へ放出することで

原子炉建物原子炉棟の水素濃度上昇を抑制でき，また，水素

の成層化を防ぐ換気効果を有することから，運転可能な場合

は使用する。ただし，非常用ガス処理系は防爆仕様ではない

ため，系統内での水素爆発のリスクを回避する必要があり，

可燃限界を下回る水素濃度 1.8vol％※２を非常用ガス処理系の

停止基準とする。 

 

※２：非常用ガス処理系内の蒸気凝縮による水素濃度上昇（約

1.36 倍※３）を考慮し，水素濃度計の計器誤差（±

1.1%）を加味した上で，可燃限界の４vol%に到達しない

基準として設定（４/1.36-1.1≒1.8vol%） 

※３：原子炉建物原子炉棟２階の重大事故等時に想定される環

境条件（温度：66℃，湿度：100%）における水蒸気（蒸

気濃度：約 26%）が全て凝縮するとした場合の倍率（１

/(１-0.26)≒1.36 倍） 

 

③ 原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル開放 

ＰＡＲによる水素処理や格納容器ベントによる水素処理に

も関わらず，原子炉建物原子炉棟への水素が漏洩する場合に

は，原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネルを開放するこ

とにより水素濃度上昇を抑制する。ＰＡＲによる水素処理や

格納容器ベントによる水素上昇の抑制効果を考慮し，原子炉

建物燃料取替階ブローアウトパネル開放は格納容器ベントを

実施してもなお水素濃度が低下しない場合に実施する。な

お，第 22 図に原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル開

放による燃料取替階の水素濃度の時間変化を示すが，格納容

器ベントの判断基準である水素濃度 2.5vol%から，原子炉建

物燃料取替階ブローアウトパネル開放の判断及び準備時間を

踏まえても，可燃限界到達までには十分に時間的余裕がある

ことから，原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネルの開放

操作は可能であり，原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネ

1.0-2191



  

 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉（2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

ル開放後は燃料取替階の水素濃度の低減が期待できる。 

 

④ 原子炉ウェル代替注水系による原子炉ウェル注水 

ドライウェル主フランジからの水素ガス漏えいを抑制する

ため，原子炉格納容器内の温度の上昇が継続し，171℃に到

達した場合において，原子炉ウェル代替注水系が使用可能で

あれば原子炉ウェル代替注水系による原子炉ウェルへの注水

を実施する。 

 

 

第 21図 水素漏えい時の対策フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

非常用ガス処理系 起動 

④原子炉ウェル代替注水系による 

原子炉ウェル注水 

②非常用ガス処理系の停止（判断基準）

水素濃度：1.8vol％ 

≪２階非常用ガス処理系 

吸込口付近の 

原子炉建物水素濃度≫ 

事故発生 

格納容器内水素濃度確認 

≪格納容器水素濃度（ＳＡ）≫ 

≪格納容器水素濃度≫ 

炉心損傷確認 

≪格納容器雰囲気放射線モニタ≫ 

≪原子炉圧力容器温度（ＳＡ）≫ 

原子炉建物原子炉棟への漏えい確認 

（以降，監視強化） 

≪原子炉建物水素濃度≫ 

ＰＡＲ作動確認 

≪静的触媒式水素処理装置入口温度≫ 

≪静的触媒式水素処理装置出口温度≫ 

③原子炉建物燃料取替階ブローアウト 

パネル開放 

≪原子炉建物水素濃度≫ 

水素濃度が低下

した場合 

水素濃度が低下

した場合 

水素濃度が低下

しない場合 

30 分経過しても水素濃度が 

低下しない場合 

継続監視 

格納容器ベントの準備 

（判断基準）水素濃度：2.1vol% 

 

≪原子炉建物水素濃度≫ 

①異常な漏えいを抑制するため， 

格納容器ベントを実施 

（判断基準）水素濃度：2.5vol％ 

 

≪原子炉建物水素濃度≫ 
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第 22図 原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル開放による

水素濃度の時間変化（ＰＡＲ及び格納容器ベント不作動時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解析条件   ：格納容器漏えい率 10%/日 
漏えい箇所  ：ドライウェル主フランジのシール部 

可燃限界 

ＢＯＰ開放 
（水素濃度 2.5vol%到達から約 4.5 時間後） 

格納容器ベント判断基準 

約 13 時間 

1.0-2193



  

 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉（2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

  補足資料(10) 

１．設備概要 

逃がし安全弁の作動に必要な逃がし安全弁逃がし弁機能用ア

キュムレータの供給圧力が喪失した場合に備え，逃がし安全弁

窒素ガス供給系を設ける。 

 

本系統は，逃がし安全弁に対して窒素ガスを供給するもので

あり，逃がし安全弁用窒素ガスボンベ及び逃がし安全弁窒素ガ

ス供給系の配管・弁等で構成する。 

 

逃がし安全弁窒素ガス供給系は，独立した２系列で位置的分

散を図る系統構成であり，中央制御室又は現場での弁操作によ

り逃がし安全弁用窒素ガスボンベの高圧窒素ガスを，逃がし安

全弁のアクチュエータのピストンへ供給する。 

なお，逃がし安全弁窒素ガス供給系の各系列には使用側及び

待機側の２系列の逃がし安全弁用窒素ガスボンベが設置されて

おり，ボンベ圧力が低下した場合においても，現場操作により

逃がし安全弁用窒素ガスボンベの切替えが可能な設計とする。 

逃がし安全弁窒素ガス供給系の系統圧力は，逃がし安全弁の

作動環境条件を考慮して格納容器圧力が設計圧力の２倍の状態

（853kPa[gage]）においても全開可能な圧力に設定変更可能な

設計とする。 

 

逃がし安全弁窒素ガス供給系の系統概要図を第 23図に，重

大事故等対処設備一覧を第 10表に示す。 
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  第 10 表 逃がし安全弁機能回復（代替窒素供給）に関する重大

事故等対処設備一覧 

 

 

２．主要設備の仕様 

主要機器の仕様を以下に示す。 

 

(1) 逃がし安全弁用窒素ガスボンベ 

個数      :15（予備 15） 

容量      :約 47L/個 

充填圧力    :約 15MPa[gage] 

設置場所    :原子炉建物付属棟２階 

保管場所    :原子炉建物付属棟２階 

 

 

設備区分 設備名 

主要設備 逃がし安全弁用窒素ガスボンベ【可搬】 

附属設備 － 

水源 － 

流路 逃がし安全弁窒素ガス供給系配管・弁【常設】 

逃がし安全弁逃がし弁機能用アキュムレータ【常設】 

注水先 － 

電源設備 － 

計装設備（補助）※1 ＡＤＳ用Ｎ２ガス減圧弁二次側圧力【常設】 

Ｎ２ガスボンベ圧力【常設】 

※１：重大事故等対処設備を活用する手順等の着手の判断基準として用いる補助

パラメータ 
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  補足資料(11) 

ＳＲＶの耐環境性能向上に向けた取り組みについて 

 

１．概要 

ＳＲＶの耐環境性向上対策は，更なる安全性向上対策

として設置を進めている逃がし安全弁窒素ガス代替供給

設備に対して，ＳＲＶ駆動源である高圧窒素ガスの流路

となる「ＳＲＶ用電磁弁」及び「ＳＲＶシリンダ」に対

してシール材の改良を実施するものとする。 

 

逃がし安全弁窒素ガス代替供給設備は，逃がし安全弁窒素ガ

ス供給系と独立した窒素ガスボンベ，自圧式切替弁及び配管・

弁類から構成し，ＳＲＶ用電磁弁の排気ポートに窒素ガスボン

ベの窒素ガスを供給することにより，電磁弁操作を不要とした

ＳＲＶ開操作が可能な設計とする。 

ここで，自圧式切替弁をＳＲＶ用電磁弁の排気ポート

と逃がし安全弁窒素ガス代替供給設備の接続部に設置し，以

下の（１）通常運転時，（２）逃がし安全弁窒素ガス供

給系によるＳＲＶ動作時，（３）逃がし安全弁窒素ガス代

替供給設備によるＳＲＶ動作時に示すとおりの切替操作が

可能な設計とする。 

（１）通常運転時（ＳＲＶ待機時） 

   自圧式切替弁は，弁体が逃がし安全弁窒素ガス代

替供給設備の窒素ガスボンベ側を閉止し排気ポート

側を原子炉格納容器内に開放することで，ＳＲＶピ

ストンが閉動作するときの排気流路を確保する。 

（２）逃がし安全弁窒素ガス供給系によるＳＲＶ動作時 

   自圧式切替弁は，排気ポート側を開放しており，

ＳＲＶ閉動作時のピストンからの排気を原子炉格納

容器へ排気するための流路を確保する。 

（３）逃がし安全弁窒素ガス代替供給設備によるＳＲＶ

動作時 

   自圧式切替弁は，逃がし安全弁窒素ガス代替供給

設備の窒素ガスボンベ圧力によりバネ及び弁体を押

し上げられることにより排気ポートを閉止し，逃が

し安全弁窒素ガス代替供給設備の窒素ガスボンベか

らＳＲＶピストンまでの流路を確保する。 

 また，自圧式切替弁の弁体シール部は全て，無機物
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である膨張黒鉛シートを使用しており，重大事故等

時の高温蒸気や高放射線量の影響によりシール性が

低下することがない設計としている。 

本系統は，ＡＤＳ機能がない２個へ，逃がし安全弁窒

素ガス代替供給設備の窒素ガスボンベの窒素ガスの供給

を行う設計とする。 

ここで，逃がし安全弁窒素ガス代替供給設備の系統概

要図を第 24 図に，ＳＲＶ本体に対する電磁弁及び自圧式

切替弁の配置図を第 25 図に，自圧式切替弁の構造図を第

26 図に，自圧式切替弁及び電磁弁の動作概要図を第 27 図

に示す。 

 

 

第 24 図 逃がし安全弁窒素ガス代替供給設備 系統概要図 
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第 25 図 ＳＲＶ本体に対する電磁弁及び自圧式切替弁の配

置図 

第 26 図 自圧式切替弁 構造図 
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第 27 図 自圧式切替弁及び電磁弁 動作概要図 
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２．ＳＲＶ用電磁弁の耐環境性能試験結果並びに今後の方

針について 

（１）試験目的

  ＳＲＶの機能向上させるための更なる安全対策とし

て，逃がし安全弁窒素ガス供給系及び逃がし安全弁窒素

ガス代替供給設備により高圧窒素ガスを供給する際に流

路となるバウンダリについて，電磁弁の作動性能に影響

を与えないシール部を，従来のフッ素ゴムより高温耐性

が優れた改良ＥＰＤＭ材に変更し，高温蒸気環境下にお

けるシール性能を試験により確認する。 

（２）試験体概要

  試験体であるＳＲＶ用電磁弁の概要並びに改良ＥＰＤ

Ｍ材の採用箇所を第 28 図に示す。 

第 28 図 改良ＥＰＤＭ材を採用したＳＲＶ用電磁弁概要図 
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  （３）試験手順及び項目 

  本試験で実施する試験項目を第 29 図に示す。 

 

第 29 図 試験手順及び項目 

 

※１シール性確認の判定基準 

 ・排気(ＥＸＨ)ポート側圧力に供給(ＳＵＰ) ポート側圧

力の漏えいが認められないこと。 

 ・無励磁時の漏えい量は目標として  以下であ

ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初期機能試験 

蒸気曝露試験（シール性能確認※1） 

事故時放射線照射処理 

熱・放射線同時劣化処理 
 

加圧劣化処理 

機械劣化処理 

振動劣化処理 

劣化処理後の機能試験 
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（４）蒸気曝露試験装置概要及び蒸気曝露試験条件

本試験で使用する蒸気曝露試験装置の概要を第 30 図

に示す。また，重大事故環境試験条件を第 11 表及び蒸

気曝露試験条件を第 31 図に示す。 

第 30 図 蒸気曝露試験装置の概要 

第 11 表 重大事故環境試験条件 
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第 31 図 蒸気曝露試験条件 

（５）蒸気曝露試験並びに分解調査結果

  蒸気曝露試験の結果，蒸気曝露試験中において漏えい

が確認されることはなく，分解調査の結果，僅かな変

形，軟化が確認されたものの，従来の設計基準事故環境

下に比べ高温蒸気に対して，より長時間（第 28 図参照）

にわたって，ＳＲＶ駆動部(シリンダ)へ窒素ガスを供給

する経路のシール性能が発揮され耐環境性が向上してい

ることを確認した。 

  蒸気曝露試験後のＳＲＶ用電磁弁を分解し，主弁，ピ

ストン弁シート部及び主弁シート部Ｕパッキン(第 28 図

参照)シール部分について，健全品との比較調査を行っ

た。第 12 表にシール部分の分解調査結果(主弁シート部

シール部分及び主弁シート部Ｕパッキンシール部分)を示

す。 

  外観及び寸法確認の結果，主弁シート部シール部分に

ついては，シート部が軟化してシール部分の凹部の変形

が確認されたが僅かなものであった。また，従来のフッ

素ゴム材を使用する主弁シート部Ｕパッキンについても

変形が確認されたが僅かなものであった。 
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第 12 表 シール部分の分解調査結果 

（主弁シート部シール部分及び主弁シート部Ｕパッキンシ

ール部分） 

（６）今後の方針

ＳＲＶ駆動部（シリンダ）へ窒素ガスを供給する経

路のシール性能が発揮されていることが確認されたこ

とから，ＳＲＶの機能向上させるための更なる安全性

向上対策として，全てのＳＲＶ用電磁弁について改良

ＥＰＤＭ材を採用した電磁弁に交換する。 
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  ３．ＳＲＶシリンダ改良の進捗及び今後の方針について 

 

（１）設計方針 

  ＳＲＶシリンダのシール部においては，熱によって損

傷する恐れがあることから，高温蒸気環境下におけるシ

ール性能を向上させることを目的として，シリンダピス

トンの作動に影響を与えないシール部（シリンダＯリン

グ）を，従来のフッ素ゴムより高温耐性が優れた改良Ｅ

ＰＤＭ材に変更する予定である。 

  また，従来のフッ素ゴム材を使用するピストンの摺動

部においては，ピストン全開動作時に，フッ素ゴム材の

シート部（ピストンＯリング）の外側に改良ＥＰＤＭ材

のシート部（バックシートＯリング）を設置することに

より，ピストンＯリングが機能喪失した場合においても

バックシートによりシール機能を維持することが可能と

なる改良を実施する予定である。 

  ここで，既設シリンダの概要図を第 32 図に，改良シリ

ンダの概要図を第 33 図に示す。 

 

  なお，改良シリンダに対しては，シリンダ単体試験，

ＳＲＶ組合せ試験を実施するとともに，高温蒸気環境下

におけるシリンダ漏えい試験を実施している。 
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第 32 図 既設シリンダ概要図 

第 33 図 改良シリンダ 概要図 
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（２）健全性確認試験

  改良シリンダの健全性確認試験として，放射線劣化試

験後（放射線量：約  MGy），下記の第 13 表に示す

シリンダ単体試験，ＳＲＶ組合せ試験及び蒸気曝露試験

を実施し，ＳＲＶ動作に対して影響がないことの確認を

実施した。 

第 13 表 改良シリンダの健全性確認試験内容 

確認項目 判定基準 結果 

シリンダ

単体試験 

駆動部作

動試験 

円滑に作動すること 
良 

駆動部漏

えい試験 

漏えいがないこと 

良 

ＳＲＶ組

合せ試験 

最小作動

圧確認試

験 

全開操作可能なこと 

良※1 

逃がし弁

機能試験 

アキュムレータ容量

（  L）で全開作動

すること 

回全開操作※2 可能な

こと 

入力信号から 秒以

内※2 に全開動作可能な

こと 

良 

蒸気曝露

試験 

開保持確

認 

168 時間連続開保持可

能なこと 
良 

※１:最小作動圧力 MPa で動作可能なことを確認 

※２:設計基準事故対処設備のＥＣＣＳ機能(ＡＤＳ機能)としての系統設計

要求事項
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第 34図 蒸気曝露試験装置の概要 

（３）今後の対応

ＳＲＶシリンダの改良は，ＤＢＡ時のＳＲＶ動作に影

響を与える変更※１となることから，信頼性確認試験※２

を実施し，プラント運転に影響を与えないこと及び

200℃／0.854MPa[gage]／168hr の環境下において開保持

可能できることを確認した。試験条件を第 35 図（緑

線 ） に 示 す 。 ま た ， 耐 環 境 性 試 験 （ 200 ℃ ／

0.854MPa[gage]／168hr）前後のシリンダピストン部の

外観写真を第 36 図に示す。 

※１：改良シリンダは，ＳＲＶ本体に接続するシリン

ダ摺動部となるピストン寸法及び重量が増加す

る 

※２：信頼性確認試験の項目は機械劣化試験，放射線

劣化試験，熱劣化試験，加振試験，耐震試験，

水力学的動荷重試験，事故時放射線試験，蒸気

曝露環境試験及び作動試験等となる 

今後は，更なる安全性向上のため改良シリンダを採用

することとし，実機への導入準備が整い次第，至近のプ

ラント停止中に設置する。
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第 35 図 試験条件 

第 36 図 耐環境性試験前後のシリンダピストン部の外観写

真 
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４．シール材の健全性について 

ＳＲＶ用電磁弁及びＳＲＶシリンダのシール材をフッ

素ゴムから改良ＥＰＤＭへ変更することにより，シール

機能の耐環境性向上について下記のとおり示す。 

①フッ素ゴム及び改良ＥＰＤＭ製シール材の圧縮永久ひず

み試験について 

フッ素ゴム及び改良ＥＰＤＭ製シール材の圧縮永久ひ

ずみ試験結果の比較を表 14 に示す。 

第 14 表の試験結果は，ＳＲＶが設置されている原子炉

格納容器内における事故後７日間の累積放射線量を上回

る 800kGy を照射し，原子炉格納容器限界温度である

200℃以上の環境に曝露した後，フッ素ゴム及び改良ＥＰ

ＤＭ製シール材の圧縮永久ひずみを測定した結果を示し

ている。その結果，フッ素ゴムは 800kGy，乾熱，200℃

の環境に３日間（72h）曝露されることで圧縮永久ひずみ

が  に劣化することが予想されるのに対して，

改良ＥＰＤＭ製シール材は 800kGy，乾熱/蒸気，200℃の

環境に７日間(168h)曝露されても圧縮永久ひずみは最大 

 であることが確認できている。本結果が示すと

おり，改良ＥＰＤＭ製シール材はフッ素ゴムより耐環境

性が十分高いことが確認できるため，シール機能の耐環

境性向上が達成できると考えている。 

第 14 表 シール材の圧縮永久ひずみ試験結果 
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②改良ＥＰＤＭ製シール材の性能確認試験について

上記の①で示すシール材特性試験に加え，改良ＥＰＤ

Ｍ製シール材のシール機能を確認するために，小型フラ

ンジ試験装置を用いて事故環境下に曝露させ，性能確認

試験を実施している。本試験は原子炉格納容器内におけ

る事故後７日間の累積放射線量の目安である 800kGy，格

納容器限界温度である 200℃と余裕を見た 250℃の環境に

７日間(168h)曝露した試験体に対して He 気密性能確認試

験を実施し，格納容器限界圧力 2Pd(0.853MPa)を超える

 MPa 加圧時において漏えいがないことを確認した。 

なお，改良ＥＰＤＭ製シール材の試験の詳細を別紙-1

「改良ＥＰＤＭシール材の試験について」で示す。 
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別紙-11

改良ＥＰＤＭシール材の試験について 

 改良ＥＰＤＭシール材について，耐高温性，耐蒸気性を

確認するために，800kGy のガンマ線照射を行った材料を用

いて，高温曝露又は蒸気曝露を行った後，気密確認試験を

実施して漏えいの有無を確認した。また，試験後の外観観

察，ＦＴ－ＩＲ分析及び硬さ測定を行い，曝露後のシール

材の状況を確認した。本試験に使用した試験治具寸法を第

37 図，外観を第 38 図に示す。シール材の断面寸法は実機

の１／２とし，内側の段差１mm に加えて外側からも高温空

気又は蒸気に曝露されるため，実機条件と比較して保守的

な条件となると想定される。試験の詳細と結果を以下に記

載する。 

①高温曝露

熱処理炉を使用して 200℃，168h の高温曝露を実施

した。 

②蒸気曝露

東京電力技術開発センター第二研究棟の蒸気用オートク

レーブを使用して，１MPa，250℃の蒸気環境下で 168時間

曝露を実施した。蒸気用オートクレーブの系統図を第 39 図

に，試験体設置状況を第 40 図に示す。 

③He 機密確認試験

 高温曝露及び蒸気曝露後の試験体について，He を用

いて気密試験を実施した。負荷圧力は 0.3MPa，

0.65MPa，0.9MPa とし，スヌープでのリーク確認と，

0.3MPa は保持時間 10 分，0.65MPa 及び 0.9MPa は保持

時間 30 分で圧力降下の有無を確認した。また，0.8mm

の隙間ゲージを用いて開口変位を模擬した機密確認試

験も実施した（実機 1.6mm 相当の変位）。試験状況を

第 41 図，第 42 図に，試験結果を第 15 表に示す。いず

れの条件下でもリーク及び圧力降下は認められなかっ

た。 

④試験後外観観察

デジタルマイクロスコープを用いて He 気密確認試験

後のシール材表面を観察した。観察結果を第 43 図に示

す。シール材表面に割れ等の顕著な劣化は認められな

かった。 
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第 37 図 試験治具寸法 

第 38 図 試験治具及びシール材外観 

第 39 図 蒸気用オートクレーブ系統図 
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第 40図 蒸気曝露試験体設置状況 

 

 

第 41図 He気密確認試験状況 

 

 

第 42図 He気密試験時開口模擬（隙間ゲージ使用） 

 

 

試験体 

蒸気試験用オートクレーブ 

      

試験体 
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  第 15 表 He 気密試験確認状況 

 

 

 

第 43 図 試験後外観観察結果 

（a:乾熱 200℃，168h  b，c:蒸気 250℃，168h） 

 

 

 

 

   

 

 

曝露面 曝露面 曝露面 

シート面 シート面 シート面 

ａ ｂ ｃ 
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⑤ＦＴ－ＩＲ分析

試験後のシール材のＦＴ－ＩＲ分析結果を第 44 図，

第 45 図に示す。ＦＴ－ＩＲは赤外線が分子結合の振動

や回転運動のエネルギーとして吸収されることを利用

して，試料に赤外線を照射して透過又は反射した光量

を測定することにより分子構造や官能基の情報を取得

可能である。高温曝露中に空気が直接接触する位置

（曝露面）では，ベースポリマーの骨格に対応するピ

ークが消失していたが，その他の分析位置，曝露条件

では顕著な劣化は認められなかった。 

第 44 図 ＦＴ－ＩＲ分析結果（曝露面） 

第 45 図 ＦＴ－ＩＲ分析結果（シート面） 
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⑥硬さ測定

試験後のシール材の硬さ測定結果を第 46 図に示す。

曝露面，シート面，裏面，断面の硬さを測定した。曝

露面において，乾熱 200℃，168h 条件では酸化劣化に

よって硬さが顕著に上昇していた。その他の部位，条

件では，蒸気 250℃，168h 条件の曝露面で若干の軟化

が確認された以外，硬さは初期値近傍であり，顕著な

劣化は確認されなかった。 

第 46 図 硬さ測定結果 

以上の試験結果から，200℃，２Pd，168h の条件下で

は，改良ＥＰＤＭシール材を使用した場合は，圧力上昇

時のフランジ部の開口を勘案しても原子炉格納容器フラ

ンジ部の気密性は保たれると考えられる。
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  補足資料(12) 

自動減圧機能及び代替自動減圧機能の論理回路について 

 

１． 自動減圧機能の論理回路について 

自動減圧機能は，設計基準事象（中小破断ＬＯＣＡ）の際

に，自動的に原子炉を減圧し，低圧炉心注水を促進させること

を目的とした設備であり，事象条件としては中小破断ＬＯＣＡ

＋外部電源喪失＋高圧炉心スプレイ系の単一故障を想定し,ド

ライウェル圧力高と原子炉水位低（レベル１，３）のＡＮＤ条

件及び残留熱除去ポンプ又は低圧炉心スプレイポンプ運転の場

合に，自動減圧させることができる設計としている。 

また，上記想定では，高圧炉心スプレイ系以外の非常用炉心

冷却系（低圧ＥＣＣＳ）は作動するが，低圧ＥＣＣＳが全て作

動しなかった場合は，減圧しても冷却水が注入されずインベン

トリが急減する恐れがあることから，低圧ＥＣＣＳポンプ１台

以上が運転中であれば作動する回路とし，自動減圧までに１２

０秒の時間遅れをもたせ，自動減圧機能の阻止スイッチを設置

することで，低圧ＥＣＣＳが全て作動していない場合には，自

動減圧を阻止する手順としている。 

  逃がし安全弁用電磁弁の作動信号について，第47図の逃がし

安全弁Ｂの場合，自動減圧機能の作動信号はＳＶ‐６Ｂ，７Ｂ

弁に，手動減圧機能の作動信号はＳＶ‐５Ｂ弁に入力してお

り，電磁弁を共用しない設計とすることで自動減圧機能は手動

減圧機能に悪影響を及ぼさない設計としている。 

 

２．代替自動減圧機能の論理回路について 

代替自動減圧機能は，低圧ＥＣＣＳの多重故障も想定し，低

圧ＥＣＣＳポンプが全台故障している場合には減圧しないよう

原子炉水位低（レベル１）及び残留熱除去ポンプ又は低圧炉心

スプレイポンプ運転の場合に，自動減圧させることができる設

計としている。 

逃がし安全弁用電磁弁の作動信号について，第47図の逃がし

安全弁Ｂの場合，代替自動減圧機能の作動信号はＳＶ‐５Ｂ弁

に，自動減圧機能の作動信号はＳＶ‐６Ｂ，７Ｂ弁に入力して

おり，電磁弁を共用しない設計とすることで代替自動減圧機能

は自動減圧機能に悪影響を及ぼさない設計としている。 

なお，ＴＱＵＸにおけるＳＲＶ手動開放失敗の想定について

は，手動操作の不確実性を考慮しており，ＳＶ‐５Ｂ弁は健全
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性を有している想定としている。 

  

３．低圧ＥＣＣＳポンプ運転信号の検出方法について 

低圧ＥＣＣＳポンプ運転状態は，ポンプ遮断器「閉」信号又

はポンプ吐出圧力高信号で検出可能である。島根２号炉では，

第48図のとおりポンプの吐出圧力計をポンプ下流の逆止弁後段

にのみ設置しており，ポンプ起動後に異常停止しても残圧によ

り，ポンプ運転状態を正確に判別することができない可能性が

あることから，ポンプが起動していることを正常に検出可能な

遮断器「閉」信号を採用している。 

電動機の制御回路には機械的な異常を検知する過電流継電器

が設置されており，軸固着等の機械的な異常時でも遮断器が開

放され，ポンプ不動作を検知可能である。他の過電流を生じな

い何らかの機械的な異常によりポンプが正常に運転できていな

い可能性はあるが，低圧ＥＣＣＳポンプ４台全てが同様の故障

状態(電気的に正常かつ機械的に異常)となる可能性は極めて低

い。低圧ＥＣＣＳポンプ４台全てが同様の故障状態の場合で

も，中央制御室のポンプ吐出圧力計等の確認により運転員がポ

ンプの異常を判断し，従来から整備している低圧ＥＣＣＳポン

プ全台故障時の自動減圧を手動で阻止する手順により対処可能

である。 
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第 47図 自動減圧系及び代替自動減圧機能の論理回路図 
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第 48図 低圧炉心スプレイ系 系統概要図 
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  補足資料(13) 

原子炉ウェル代替注水系について 

 

水素爆発による原子炉建物等の損傷を防止するための自主対策

設備である原子炉ウェル代替注水系は，重大事故等時において，

ドライウェル主フランジを冷却することで原子炉格納容器外への

水素漏えいを抑制し，原子炉建物の水素爆発を防止する機能を有

する。ドライウェル主フランジは第 49図に示すように，原子炉

ウェルに注水することで，ドライウェル主フランジシール材を外

側から冷却することができる。 

ドライウェル主フランジは重大事故等時の過温・過圧状態に伴

うフランジ変形で，シール材が追従できない程の劣化があると，

原子炉格納容器閉じ込め機能を喪失する。このシール材は，以前

はシリコンゴムを採用していたが，原子炉格納容器閉じ込め機能

の強化のために耐熱性，耐蒸気性，耐放射線性に優れた改良ＥＰ

ＤＭ製シール材に変更し原子炉格納容器閉じ込め機能の強化を図

っている。 

改良ＥＰＤＭ製シール材は 200℃蒸気が７日間継続しても原子

炉格納容器閉じ込め機能が確保できることを確認しているが，シ

ール材の温度が低くなると，熱劣化要因が低下し，原子炉格納容

器閉じ込め機能もより健全となり，原子炉建物原子炉棟への水素

漏えいを抑制できる。 

 

 

第 49図 原子炉ウェル代替注水系 概略図 
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  原子炉ウェル代替注水系は，大量送水車，接続口等から

構成され，重大事故等時に原子炉建物外から代替淡水源

（輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２））の水，又

は海水を，大量送水車により原子炉ウェルに注水すること

でドライウェル主フランジを冷却できる設計とする。 

なお，ドライウェル温度（ＳＡ）（ドライウェル上部温

度）の指示値を中央制御室にて監視することで，継続的に

ドライウェル主フランジが冷却できていることを確認可能

である。 
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